
や

松山市文化財調査報告書 46

学

一浄

構 味 高 木

檸味四反地 2

桑 原 制

本 文

` 
奉 f

11.II 
‐
1.  19194  ェ :

;Ⅲ
I.松 山市教 育委 員会

財団法人松咆市生涯学習振興財団

●i埋 蔵文化財セ 泳ター

次

次

次
ド

３

持
４

　

．

，

・
　

‥ｉ
２

一
　
　
〔
う

　

　

　

．

２

●

．
　

中

・

鼻
シ

輸 .

手

げ

々
．す

・　
】

れ，　
■
吝



松山市文化財調査報告書 46

柔原地区の追跡H
檸 味 高 木 2・ 3次

檸味四反地 2・ 3・ 4次

桑 原 田 中 2次

一
本 文 編

―

1994

松 山 市 教 育 委 員 会

財団法人松山市生涯学習振興財団

埋蔵 文化 財 セ ンター



巻頭図版 1檸味高木遺跡 3次調査地出土の線刻画土器



本書は、平成 3年度から5年度にかけて松山市教育委員会文化教育課と財

団法人松山市生涯学習振興財団埋蔵文化財センターが桑原地区において緊急

発掘調査した 6遺跡についての調査報告書です。

松山平野の中央を西流する石手川の南岸に位置する本遺跡群は、近年急増

する宅地開発に伴う調査によって、古代における当地域の特性が次第に明ら

かになってきました。

今回報告します樟味高木遺跡 2次調査では、弥生時代から近世にわたる集

落関連遺構の中から甕、高lThや出土例の数少ない弥生時代の磨製石鏃を検出

し、 3次調査では弥生時代後期の壺に「船」の絵が描かれた絵画土器が出土

しました。また、檸味四反地遺跡 2・ 3・ 4次調査、桑原田中遺跡 2次調査か

らは、弥生時代から中近世にかけての集落関連遺構と土羨墓群、それに溝状

遺構等を確認しています。

特に、古墳時代後期の竪穴式住居址が数多く検出されたことで、桑原地区

の集落構造が明確なものとなってきたこと、全国でも稀少な資料である「船」

を描いた絵画土器が出土したことで、当時の船の構造や流通手段を具体的に

把握できたこと等、貴重な成果を得ることができました。

こうした成果をあげることができましたのも、関係各位の埋蔵文化財に対

する深いご理解とご協力のお陰と感謝申し上げますとともに、今後ともなお

一層のご指導、ご助言をお願い申し上げる次第であります。

また、本書が埋蔵文化財調査研究の一助となり、延いては文化財保護、教

育文化の向上に寄与できることを願っております。

財団法人松山市生涯学習振興財団

理事長 田 中 誠 一

平成 6年 11月 30日



例

1.本書は、松山市教育委員会・卸松山市生涯学習振興財団埋蔵文化財センターが平成 3年

6月 ～平成 5年 9月 の間に松山市裕味 4丁 目234、 237、
・
239、 構味 4丁 目178-3、 博味 4丁

目216、 桑原 6丁 目520、 521、 522他で実施した埋蔵文化財発掘調査の報告書である。

2.遺構の実測は、担当調査員の責任のもと、愛緩大学・松山大学学生他の援助を受けた。

遺構の撮影は担当調査員と大西朋子が行った。

3.遺構は呼称を略号で記述した。竪穴式住居 :SB、 溝 :SD、 土羨 :SK、 自然流路 :

SR、 棚列 :SA、 柱穴 :SP、 掘立柱建物 :掘立、性格不明遺構 :SXで ある。

4.本書にかかる図面の作成は、栗田正芳、梅木謙一、宮内慎一、山本健一、河野史知の責

任のもと、水日あをいを中心に、森田利恵、上西真弓、生鷹千代、山下満佐子、大西陽子、

松山桂子、三木和代、渡部夫美、兵頭千恵、好光明日香、他愛媛大学生の援助をえた。

5.遺構図・遺物図の縮尺は、縮分値をスケール下に記した。

6。 本書に使用した方位はすべて磁北である。

7。 本書にかかわる遺物・記録類は、松山市立埋蔵文化財センターで保管している。

8.調査及び報告書作成においては、愛媛大学下條信行、宮本一大 (現。九州大学)、 田崎博

之の諸先生方には御指導と御教示を賜った。記して感謝申し上げます。

9。 本書の執筆は、栗田正芳、梅木謙一、宮内慎一、山本健一、河野史知、武正良浩、加島

次郎が分担執筆した。執筆者名は本文目次に記し、必要に応じ文末にも記載した。関連資

料の調査は宮内慎一、高橋 恒が行った。浄書は、梅木謙―の指導のもと高橋 恒、生鷹
千代、平岡直美が担当した。

写真図版は、担当調査員の指示のもと、遺物の撮影及び図版作成は大西朋子が行った。

本書の編集は梅木謙一、宮内慎―が行った。

口
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第 垂早 はじプ)|こ

1.調査に至る経緯
平成 2～ 3年度、松山市偉味 4丁 日、桑原 6丁 目の宅地開発にあたり、埋蔵文化財の確認

願いが開発事業者より、松山市教育委員会文化教育課に提出された (表 1)。

申請された檸味 4丁 目は松山市の指定する埋蔵文化財包蔵地の『81檸味遺物包合地』内に

あり、桑原 6丁 目は『83枝松遺物包合地』内にある。

『81構味遺物包合地』内では、既に檸味立添遺跡、檸味高木遺跡、構味四反地遺跡におい

て埋蔵文化財の発掘調査が実施され、同地域は弥生時代から中世の集落地帯であったことが

明らかになっている。 (梅木謙-1992)。
ヽ

また、『83枝松遺物包合地』内においても、東本遺跡 (森光晴 1980)、 桑原稲葉遺跡 (岡

田敏彦 1990)な どの調査事例があり、同地域も弥生時代から中世の集落地帯であったことが

知られている。

よって、松山市教育委員会文化教育課では、確認願いが申請された地点について、同地点

の埋蔵文化財の有無と、遺跡の範囲や性格を確認するために、順次事前調査 (試掘調査)を

実施した。試掘調査の結果、各地で古墳時代から中世の遺構と遺物、包合層を確認した。

試掘調査の結果を受け、松山市教育委員会文化教育課と申請者及び関係者は、遺跡の取 り

扱いについて協議を行った。協議の結果、遺跡が消失する地点に対し、当該地域における弥

生時代から中世にわたる集落構造解明を主目的とした緊急調査を実施するものとした。調査

は松山市教育委員会文化教育課の1旨導のもと、働松山市生涯学習振興財団埋蔵文化財センター

が主体となり、申請者ならびに関係者各位の協力のもと、平成 3年度から5年度の間に行わ

れた。

なお、野外調査終了後は、松山市立埋蔵文化財センターにて室内調査及び報告書刊行事業

を実施した。

表1 調査地一覧

遺跡名 所   在 面積(ド ) 期   間

縛味高木遺跡 (2次 ) 松1日市le味 4丁 目239他 3筆 平成 3年 6月 1日 ～同年 7月 20日

博味高木遺跡 (3次 ) 松山市博味 4丁 目1783 平成 4年 3月 10日 ～同年 5月 22日

博味口反地遺跡 (2次 ) 松山市構味 4丁 目216 平成 4年 9月 1日 ～周年10月 31日

博味円反地追跡 (3次 ) 松山市博味 4丁 目216 407 36
平成 4年 IO月 1日 ～同年 10月 31日

平成 5年 8月 1日 ～同年 9月 30日

檸味田反地遺跡 (4次 ) 松山市博味 4丁 日216 229 43 平成 5年 8月 1日 ～同年 9月 30日

桑原田中遺跡 (2次 ) 松山市条原 6丁 目520,521,522 平成 5年 3月 4日 ～FFl年 5月 31日
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境環

3.環

(1)遺跡の立地

松山平野は、西部瀬戸内海の伊予灘と中部瀬戸内海の隧灘とを三分するように北に突き出

した高縄半島のつけね部分に位置する。高縄半島中央部には半島最高峰の東三方ケ森をはじ

め、伊之子山、北三ケ森、高縄山からなる高縄山地が形成されている。松山平野は、この高

縄山地に源を発した河川が伊予灘に流れ出て形成された沖積平野である。

松山市桑原地区は、松山平野のやや東より標高約40m前後に位置しており、構味遺跡 (愛

嬢大学農学部構内)を はじめ、弥生～中世に至る時期の遺跡が数多く存在している。

周辺地域には当地区の西方に小坂・釜ノロ遺跡群が、さらに北西には弥生時代における松

山平野の拠点的集落として知られる道後城北地区が、また南方には久米高畑遺跡群や来住廃

寺を合む久米・来住地区といった松山平野の中でも有数の遺跡地帯が広がっている。

地質学的には桑原地区一帯は、高縄山に源を発する石手川によって運搬・堆積された扇状

地堆積物で成り立っている。その石手川は石手寺付近を扇項として北東から南西方向に流れ、

途中、支流の小野川を合わせて下流では重信川に合流する。以前は、流路を幾度となく変遷

第 !図  桑原地区の地質図
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したものと考えられており、開折活動を繰 り返 しながら扇状地を形成 していった。こうして

できた石手川扇状地は、その両岸で異なった様相を呈 している。右岸は現世における扇状地

面であるのに対 し、左岸では現世の扇状地面と洪積世の段丘化 した扇状地面とが存在する。

すなわち、左岸については石手川上流域では現世の扇状地面が洪積世扇状地面を開折 し、

下流域では、それを覆うように広がっているのである。本遺跡は、この石手川左岸の洪積世

扇状地面上に立地 している。

修)歴史的環境 (第 3図 )

本遺跡周辺には、構味遺跡 (1)を はじめとして数多くの遺跡が存在する。その中で、近

年発掘調査された遺跡を中心に時代別に述べていくことにする。なお ( )内の数字は第 3

図に対応するものである。

旧石器時代

桑原地区に限らず松山平野全体においても、これまでに明確な旧石器時代の遺構は発見さ

れていない。ただし、博味遺跡、構味四反地遺跡 (2)〔梅木謙- 1989〕 においてポケット

状に堆積したAT火山灰を確認している。

縄文時代

縄文時代から弥生時代にかけての遺構は、構味遺跡において弥生時代前期前半の溝SD4
と、それに続く時期の貯蔵穴と考えられる土羨SK5が確認されている。それによると、出
土資料は道後城北遺跡等で確認されている縄文時代晩期からの系譜を追うことができるもの

である 〔宮本一夫 1989a〕 。

弥生時代

弥生時代は、桑原高井遺跡 (3)、 東本遺跡 (4)を はじめとして、桑原田中遺跡 (5)、

桑原稲葉遺跡 (6)、 構味四反地遺跡、構味立添遺跡 (7)檸味高木遺跡 (8)な ど、近年精

力的に確認調査・発掘調査が実施され、当時の集落構造や集落形態などが解明されつつある。

桑原高井遺跡では竪穴式住居址 5棟のほか、集落関連遺構と遺物が検出されている。住居址

については円形と方形の二種類があり、壁体に沿って周溝が巡る。特に2号住居址は、平面

形が6角形を思わせるような円形で、柱穴は中心部に1本と壁体に沿って 6本の計 7本から

なり、べ ッヽト状施設を付設している 〔森光晴 1980〕。

次に束本遺跡では、 2次調査において竪穴式住居址 2棟と掘立柱建物址や土羨等が検出さ

れている 〔森光晴 1980〕。また桑原田中遺跡のSKlか らは弥生時代後期後半の遺物が多量

に出土している 〔松本寸淳 1989〕。桑原稲葉遺跡では円形と方形の竪穴式住居址が 1棟ずつ検

―- 4 -―
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(S=|:100′ 000)

①大測遺跡   ③古照遺跡   ③祝合六丁場遺跡 ◎文京遺跡(愛媛大学)

○道後湯月遺跡 ○三島神社古墳 ⑥福者寺遺跡   O来住廃寺遺跡

第 2図 松山平野の主要遺跡分布図
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出され、方形の住居址からは弥生時代後期末の遺物が出土している 〔岡田敏彦他 1990〕

他に、博味立添遺跡では包合層中より『貨泉』の出上がある 〔梅木謙- 1989〕 。

古墳時代                  .
古墳時代では、前述の樺味立添遺跡から十数棟の竪穴式住居址と掘立柱建物址 (古墳後期

以降)が検出されており、裕味高木遺跡の 5号竪穴式住居址並びに土羨 SK5よ り5世紀代

の甕形土器・重形土器・高不形土器などが出土している。また桑原本郷追跡 (9)では、 5

世紀後半の方形竪穴式住居址や掘立柱建物址が検出され、それと共に滑石製の自玉100点余り

が須恵器と共に出土している 〔栗田茂敏 慟87〕。

集落関連遺構だけでなく、桑原地区では 2基の古墳の存在が古くから知られている。経石

山古墳 (10)は、全長48.5mの前方後円墳で 5世紀末を年代にあてている 〔森光晴 1986〕。

また、三島神社古墳 (11)は経石山古墳の東約300mの地点に存在していたが、発掘調査の後、

削平されている。全長約45m、 初期畿内型の横穴式石室を内部主体にもつ前方後円墳である

と報告されており、出土遺物から6世紀初頭に比定されている 〔森光晴 1986〕。

また、桑原地区の東根1の丘陵部には東野お茶屋台古墳群 (12)と 、畑寺竹ケ谷古墳群 (13)

が存在する。東野お茶屋台古墳群では、 3基の周溝から5世紀後半の須恵器が出土し、畑寺

竹ケ谷古墳群においても周溝内から須恵器や直刀が出土している。

古代 。中世

博味四反地遺跡では10世紀代に比定される溝 SDl、 SD3が検出されている。また、裕

味遺跡の SDl、 SD2か らは14世紀後半、 SD3、 SK5か らは15世紀代の土師器が出土

している。特に檸味遺跡SDlは集落の境界の溝として位置づけられている 〔宮本一夫 1989

b〕。

文献によると、真言宗宗賢寺は河野通清に養育された出雲宗賢の館跡 (土居構)に建立さ

れた寺と言われることからも、中世においては、河野氏は桑原地区一帯を支配していたもの

と考えられる。
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境環

1 樽味遺跡

4東本遺跡

7樽味立添遺跡

10経石山古墳

!3畑寺竹ヶ谷古墳

堡‐一真
「

■芳こ→
2樽味四反地遺跡 3桑原高井遺跡

6桑原稲葉遺跡

9桑原本郷遺跡

12東野お茶屋台古墳

5桑原田中遺跡

8樽味高木遺跡

II三島神社古墳

第 3図  桑原地区の主要遺跡分布図
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は じ め に

〔文献〕          ら

梅本謙‐ 1989「構味四反地遺跡」「檬味立添遺跡」「博味高木遺跡」『松山市埋蔵文化財調査年報 II』 松山市

教育委員会

森 光晴 1980「東本H・ Ⅲ、桑原高井遺跡」『松山市文化財調査報告書14」「東野お茶屋台古墳群」「経石山

古墳」「三島神社古墳」『愛餓県史 資料編 考古』 松山市教育委員会

松村 淳 1989「桑原田中遺跡」『松山市埋蔵文化財調査年報 H』 松山市教育委員会

阿田敏彦他 1990F桑原稲棄遺脚」『桑原住宅埋蔵文化財調査報告書習 鰯愛城県埋蔵文化財調査センター

栗口茂般 1987「桑原本郷遺跡」『松山市理蔵1文化財調査年報 I』  松山市教育委員会

平井幸弘 1980「鷹子遺跡及び偉味遺跡をとりまく地形環境」『鷹子・構味遺跡の調査』 愛嬢大学埋蔵文化

財調査室

宮本一夫 1989a r道後平野における弥生時代開始時期の動向」

1989b「道後平野の中世土器編年-13～15世紀を中心に一」『鷹子・裕味遺跡の調査』 愛媛大学

埋蔵文化財調査室
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第 2章 檸味高木遺跡 2次調査地

1.調査の経過

(1)調査に至る経緯
1991(平成 3)年 3月 28日 、不動産センター株式会社より、松山市構味 4丁 目239の宅地開

発に伴う埋蔵文化財の確認申請が提出された。申請地は、松山市の指定する埋蔵文化財包蔵

地の『81檸味遺物包合地』内にある。

また、1991(平成 3)年 4月 16日 、同社より、松山市博味 4丁 目234・ 237における宅地開

発に伴う埋蔵文化財の確認申請が提出された。この申請地は、先の申請地の南西側に隣接 し

ており、『檸味遺物包合地』の西端部にあたる。ちょうど包蔵地ラインが申請地を東西に三分

している状況にある。

同社から、周辺の本田が田植え準備に入ったため、早急に周縁の擁壁工事を行いたい旨の

連絡があったため、松山市教育委員会文化教育課と松山市立埋蔵文化財センターは、その工

事段階で立ち合い調査を行い、埋蔵文化財の有無の確認を行うこととなった。

1991(平成 3)年 4月 25日 に工事立ち会い調査を行い、旧耕作土下に弥生式上器・土師器・

須恵器を合む遺物包合層を、また、先の申請地に塚が 2基あることを確認し、埋蔵文化財の

存在が認められた。

これらの結果から、松山市教育委員会と松山市立埋蔵文化財センター、不動産センター株

式会社の三者は、遺跡の取扱について協議を行い、開発によって失われる遺構について記録

保存のために、発掘調査を実施することとなった。

博味 4丁目239を A区とし、このA区内の方形塚を1号塚、円形塚を2号塚とし、1991(平

成 3)年 6月 1日 から調査を開始し、構味 4丁 目234・ 237を B区 として1991(平成 3)年 6

月3日 から発掘調査を開始した (第 4図 )。

B区の現状は、かなりの造成がなされ、また、包合地内のみを調査対象としているため、

まず東西 1本の トレンチを設定し掘削を行い、部分的に拡張をして調査を行った。

周辺には、これまで多くの発掘調査が実施され、弥生から中世にわたる遺跡の存在が明ら

かになってきている。本調査地の東部・北東部には、弥生中期から古墳後期にいたる複合遺

跡である博味高木遺謝 (1次 )、 AT火山灰検出の栓味四反地遺跡、弥生後期から中世にかけ

ての構味遺跡、「貸泉」出土の構味立添遺跡等がある。また、東方 。東南方には、東野お茶屋

台古墳群をはじめ経石山古墳、三島神社古墳がある。南部 。南西部には、AT火山灰検出の

西稲葉遺跡、、弥生後期後半の上器溜まり遺構を検出した桑原田中追跡、多角形竪穴住居址を

検出した桑原高井遺跡、滑石製臼玉を多数出土した桑原本郷遺跡、弥生から中世の桑原稲葉

遺跡がある。
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構昧高木遺勤 2次調査地

(2)調査組織      ・

遺 跡 名 構味高木遺跡 2次調alu
調 査 地 A区 松山市構味4丁目239

B区 松山市縛味4丁目234、 237

調査面積 対象面積 1900.45m2(A区774.17m21B区 ■26。 28ml)

実施面積 224m2(A区 114ar・ B区110ma)

調査期間 A区 1901(平成 3)年 6月 1日 ～同年 71月 20日

B区 1991(平成 3)年 6月 3日 ～同年6月 30日

調査委託 不動産センター

調査担当 調査主任 栗田正芳
調 査 員 河野史如

調鉢 業員 宮協和人、渡多野恭久、政本和人、越智隆、服部和広、面平健■、鎌田譲二、
是澤嘉昭、三江元則

o         10        211m

(S=I:60o)

第4図 調査地位置図
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2.層   位 備5図 )

本遺跡は、石手川左岸の沖積扇状地 (東野面)上の西端部に位置しており、標高39.6m前

後に立地する。

基本層位は第 I層表土、第Ⅱ層耕作上、第Ⅲ層水田床土、第Ⅳ層暗褐色シル ト、第 V層 は

明赤褐色シル トの無遺物層で地山と呼ばれているものである。第 I層 は10～ 20cm、 第H層 は

30～40om、 第Ⅲ層は 5～ 10cmの厚さを測る。第Ⅳ層は40～50cmの堆積であり、弥生時代前期～

古代にかけての遺物包合層である。第V層 はA・ B区の地形を測量すると、旧地形は東から

西へ緩傾斜をなしている。

A区 遺構は第H層上より塚 2基、第 V層上面より竪穴式住居址 3棟、土羨 3基、溝 1条、
柱穴71基を検出した。

B区 第V層上面より竪穴式住居址 3棟、土羨10基、溝 1条、柱穴138基、性格不明遺構 4
基を検出した。

遺物は第Ⅳ層及び塚を合む遺構内からの出土であり、弥生土器、土師器、須恵器、陶磁器、

石器 (石庖丁 2点、石斧 1点、石鏃 6点、チップ423点 )、 勾玉・臼玉・貨幣 。紡錘車各 1点

である。

調査にあたり、調査区内を4m四方のグリットに分けた (第 6図 )。

L=3950m

I表上
Ⅱ耕作上

Ⅲ 水田床土

Ⅳ 暗褐色シルト(遺物包含層 )

V明赤褐色シルト(地山)

第 5図 土層図

＼ふヽぶヾ＼（十＼＼A区
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第 7図 A区遺構配置図
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B区遺構配置図



調 査 の 概 要

3.調査の概要 信構と遺物)

(1)A区
SBl(第 9図、図版 2・ 3)

調査区南壁中央部NlWl～ NlEl区に位置する。住居址北側は調査区外へ続く。平面形は

隅丸方形を呈すると考えられる。規模は現存幅東西2.78m、 南北2.lm以上、壁高は0.44mを

測り、壁は床面からほぼ垂直に立ち上がり、西壁に薄く壁体溝が残る。

覆土は上層が暗褐色シル ト、中層から下層にかけて上層の暗褐色シル ト層に l cm大の黄褐

色シル ト塊を合んでいるものである。中央部より南東にかけては床面に炭化物と焼上が見ら

れ、南東部に炉址を検出した。また中央部より東寄りにおいて30～35cm大の扁平な石 2個 (花

南岩・細粒砂岩)が並んだ状態で出土した。主柱穴は不明である。住居址覆土上層において

石鏃、磨製石庖丁を各 1点、中～下層より、弥生時代中期後半の無頸壷、短頸壷、甕の他に

赤色頁岩片、サヌカイト片が各 1点出土している。

ヒ

囲錮 炭

匡ヨ焼土

Nα l～No3サ ンプル
採取地点

2m
|0

l 暗禍色土
           ,

(S=1:40)
2暗禍色シルト
3 2に黄福色を多含している

1091こ Imm大の砂粒含有4 2に炭が混じる
5 2に 5mm大の赤黄色上が混入  H暗 茶褐色土
6 2に 0.5～ I cln大の赤黄色上多含 127に炭混入
7 2に 2mm大の赤黄色土多含   13 1に灰色混じる
8 2に 05～ Icm大の責色土多含

                ▼9暗灰褐色土
             AttS B I沢 J量図第 9図
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博味高木遺跡 2次調査地

床面より出土した炭化物3点の樹種は、ブナ科シイノキ属 (広葉樹)、 クスノキ科 (広葉樹)、

針葉樹である。

出土遺物 (第 10。 11図、図版13)

甕形土器 (1・ 2)1は「く」の字状日縁をもち、頸剖洋刻み目を有する凸帯が 1条貼られ

(S=I:4)

AttS B I出 上遺物実測図 (I)第 10図
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調 査 の 概 要

ており、口縁端部がやや拡張され端面は凹面をなしている。胴部下半に縦方向の磨きがみら

れる。 2は「く」の字状口縁をもち、端面は平らな面をなしている。底部は上げ底状を呈 し、

突出部をもつ。胴部上半に縦方向に磨きがみられる。

壷形土器 (3・ 4)3は 短頸壷である。「く」の字状日縁をもち、端面は丸くおさめられて
いる。胴部中位が張 り、底部は平底である。 4は無頸壺である。底部は平底で胴部が強 く張

り口縁端部は平坦な面をなしている。口縁～胴上部にかけ 6条の凸帯を貼 り付けており、凸

帯の上の日縁付近に相対 して 2孔ずつ円孔が穿たれている。

石製品 (5。 6)5は 磨製石庖丁で、 3分の 1の残存である。石材は緑泥片岩で、孔は 2

子しであり、両面穿子とがなされている。刃部は直線状であり、両面が磨き出されている。6は赤

色チャー ト製の平基式三角形の打製石鏃である。薄い黒1片 を千1いだのち刃部を調整 している。

⑥ 6 0                     5                     ,Ocm

(S=1:2)

第 II図  AttS B I出 土遺物実測図 (2)

SB2(第 12図、図版 3)

調査区中央部南寄りの S2・ 3,El区 に位置する。住居址南隅はSK2・ 3に切られている。

平面形は隅丸方形を呈するものと考えられ、規模は残存幅東西4.Om、 南北4,Om、 壁高は0.1

mを測り、覆土は黒褐色シル トである。北東部に薄く壁体溝が残る。住居址中央部西寄りに

大きさ28cm× 20cm、 厚さ 5 cmの石とその周りに 5～ 10cmの円礫群を検出している。主柱穴及

び炉は未検出である。遺物は上層～下層にかけ須恵器・土師器片が出土している。

出土遺物 (第 13・ 14図、図版14)

須恵器 7は邪蓋である。口縁部は内傾する明瞭な段を有し、天丼と口縁部を界する稜は外

方向へ張りだす。

甕形土器 (8～ 10)8・ 9は 口縁部がやや内湾気味で「く」の宇状の頸部をしており、端

面は水平な面をなしている。10は 日縁部が直線気味に外傾させ立ち上がる。

壷形土器 (H。 12)球状の体部に外傾する口顎部をもち、日縁部が外反気味に立ち上がり、

11は端部が丸くおさめられる。12は 尖り気味である。体部最大径は日径を凌ぐ。

凪

□

囚

出

∪

I

―

Φ

―

 |
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拘

博味高木追跡 2次調査地

0              10             20om

(S=1:3)

第13図  AttS B 2出 土遺物実測図 (I)

_ミ __~

?亀
ν

氏亀鶴

っ 亀 畠

Lくめ⑫

高不形土器 (13～ 15)13～ 15は

不部は日縁部が外反している。

13・ 14イま肱

'部

は裾菩|が大きく

開き、内面の柱裾部境に稜をも

才
9。

鉢形土器 (16)16は平底の底

部より、日縁部は内湾気味に立ち

0             1             2m
i

(S=1:50)

第 12図  AttS B 2測 量図

ヽ SK3

υ
導で

―- 22 -―



0                       5                       1ocm

(S=1:2)

AttS B 2出 土遺物実測図 (2)
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博味高木遺跡2次調査地

上がり、端部がやや外反する。 小

石製品 (17)

17は磨製石庖丁で、1/3の残存である。石材は緑泥片岩であり、両面穿孔のされた子しが見ら

れる。背部、刃部共に外湾しており、刃部は両面が磨かれている。

SB3(第 15図 )

調査区西端の SlWl区 に位置する。住居址の殆どが調査区外である為、東壁付近のみを検

出した。規模は南北幅 4m以上で壁高は0.35mを測り、幅0。 16m、 深さ0,05mの壁体溝を持

つ。床面より数基のピットを検出したが主柱穴及び炉は未検出である。本住居址覆土は黒褐

1 耕作土

2床土
3嗜褐色シルト
4 3に 赤褐色が混じる
5 3に 暗禍色が混じる
6黒褐色シルト
6-a6よ り明るい
7暗灰福色シルト

0                 1                  2m

|

(S=に 40)

第 15図  AttS B 3測 量図

色シル トであり、遺物は弥生土器の細片に混

じり、須恵器の蓋 17h、 土師器の細片が僅かに

出上しているだけである。

出土遺物 (第 16図 )

邪蓋18は垂下する日縁部に、端部は凹面を

有 し内傾する。

o              10             20cm

(S=I:3)

第16図  AttS B 3出 土遺物実測図
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調 査 の 概 要

SDl(第 7図 )

調査区北東部NoSl,E2・ 3区に位置する。幅約1.2m、 深さ0。 15m、 長さ5m分を検出して

いるが東・西端は調査区外へ続いており、 SBl号住居址を切る。断面は「レンズ状」を呈し、
東から西へ緩傾斜 (比高差 8 cm)を なす。溝底部に3～ 16cm大の円礫が表面に露出している。

第Ⅳ層出土遺物 (第 17～ 20図、図版15～ 17)

ガラス製品 (第 17図)19は自玉である。側面の中央部が膨らみ、丸く納まり、上下端面の

中央に穿孔がある。色調は半透明の青色である。

壷形土器 (20～ 24)20は木葉紋を施した胴部片である。無軸のもので浅い沈線を施してい

る。21は 日縁端部が上下方向に拡張しており拡張部に凹線紋を6条施す。拡張部上端に 2条

の沈線を巡らせている。凹線紋上に棒状浮文が貼られ、浮文上面に 9条の刻みが施されてい

る。22も 上下方向に拡張されており、拡張部に 3条の凹線紋を施している。23は上方向に較

べ下方向の拡張が長く4条の凹線文を施し、その凹線上に刻み目を入れている。24は頸部片

で 1条の凸帯を貼り巡らせており、押圧紋を2条施してある。

甕形土器 (25～ 29)25は緩やかに外反する頸部より、更に外反する日縁部をもつ。外面に

叩き、内面に刷毛目調整がみられる。26は「く」の字状の頸部より、日縁部が外反する。27

イま「く」の字状の頸部より、日縁上部を直立気味に立ち上がらせている。28は球状の胴部よ

り緩やかな「く」の字状をした頸部より、日縁部がやや内湾気味に立ち上がる。29は上げ底

の張り出された底部である。

高不形土器 (30)水平に伸びる邪底部に脚部は裾が大きく開き、内面の柱裾部境に稜をもつ。

椀形土器 (31。 32)内湾した胴部より口縁端部が外反し丸く納める。底部形状は不明であ

る。32は平底の底部より胴部が内湾しながら立ち上がり、端部は丸く納められる。

飯 (33・ 34)33は平底の底部より体部が外傾して立ち上がり、日縁部は外反する。端面は

面をなす。底部中央に大振 りの円孔、その周りに4孔の惰円孔が窺える。胴部中央に把手が

つく。34は33の2/3の器高である。日縁部に把手が付けられる。

須恵器 (第20図)甕形土器 (35。 36)外反する日頸部を有し、端部を上下方向に拡張させ

ている。35は頸部上方に2条の凸線を巡らせており、その上方に波状文を6条施している。

①円
〕       1        2cm

l…
(S=:1)

鮎＼別
0             5             10cm
|

(s=:2)

A区第Ⅳ層出土遺物実測図 (I)第 17図
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構味高木追跡 2次調査地

⊂ 正 三 正 三 三 匡 嚢 F正

三
下
蛋 壬 壬

32!

22

:言言言:言言言言言:言言:言言::言言言::言:i====三
三三
=三====:三

iξ:::こ三
ii1 23

27

口
と

ヽ

31

32

(S=i:4)

第 18図  A区第Ⅳ層出土遺物実測図 (2)

）
�
◇
＞れ＼傷
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調 査 の 概 要

36は 日縁上部に凸線を 1条巡らせており、その下に 9条の波状文を施 している。

三形土器 (37)外反する日縁部を有 し、日縁端部がやや拡張される。日縁外面に 1条の凸

帯を、その上下に波状文を巡らせている。

高不形土器 (38)無蓋の高不である。日縁部は広 く外反 しており、端部は尖り気味で日縁

部と体部は鋭い稜で界される。邪上部に波状文、下部には回転ヘラ削 り調整が施されている。

邪蓋 (39。 40)39は 日縁部が内湾気味に垂下 し端部が凹面を有する。40は天丼部 と口縁部

の間に緩やかな稜が残 り、日縁端部は丸 く仕上げられている。

17X身 (41～44)4Hよ立ちあが りは内傾 し内端面に凹線が巡 り、体部は受部内面下で強く屈

O                     10                     20cm

(S=I:4)

第 19図  A区第Ⅳ層出土遺物実測図 (3)
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博味高木遺跡2次調査地

する。受部は上外方向にのびる。抱21ま立ちあがりは内傾し端部は丸く仕上げられ、体部は受

部内面下で強く屈曲し、受部は上外方向にのびる。43は立ちあがりが内傾し、受部は外方向

に伸び、体部は受部内面で緩やかに屈曲する。44は外踏んばりの高台より口縁部がほぼ直線

的に斜め上方向に立ち上がり、端部は丸く納められている。

0                             1o                             20cm

(S=:3)

第20図  A区第Ⅳ層出土遺物実測図 (4)

―- 28 -―



調 査 の 概 要

0               1               2m
|

」

1 暗灰責色土

I―a lに 青灰色が混じる
2明灰黄色土
3耕作土
4床土
5暗褐色土(灰色混じり)

(S=ド 40)

5-a5よ り灰色が強い
6暗褐色シルト(遺物包含層 )
7 6に 黄色シルト多含
8暗灰褐色土
9明黄褐色上
106よ りやや明るい

第21図  A tt I号 塚測量図

1号塚 (第 21・ 22図、図版 5～ 7)

調査区北西部N o Sl,Wl,El区 に位置す

る。東西2.3m、 南北2.6m、 検出面よりの

高さ0.3mを測り、軸は方墳形塚でみる。塚

断面は 1層暗灰黄色土、 2層明灰責色上の

二層に分層できる。二層とも礫を積み上げ

ているが、 1層に比べ 2層の方が比較的大

0                                        50cn

―
(S=:10)

第22図  A区 1号塚遺物出土状況

倒 ③ 6

薫

ゴ 識
t＼

Fようも な 熱 く
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檸味高木遺跡2次調査地

きい礫を主体に積み上げられている。上に混じった状態でなく、 2層は密に積み上げられた

状態である。塚内部および塚の下面において埋納施設の検出はなかった。遺物は 1層 より角

礫製岩の五輪の塔の一部、弥生式土器、土師器、須恵器、陶磁器、瓦の破片が出上している。

2層東側よりの約 7 cm～人頭大の礫上に土師皿が南北に17枚積み重なった状態で出土してい

る (第22図 )。 lrt東裾部から寛永通費が 1枚出土している (第23図 )。 1層段階で祭祀を行い、
2層 に於いてはその後マウンドしたと考えられる。

出土遺物 (第23～26図、図版18。 19)

寛永通費 (第23図)は鉄銭で、直径2.2cmを測る。初鋳年は1774

年 (安永 3年)である。

土師皿 (45～ 61)底部はいずれも回転糸切 り離 し技法である。

45・ 55～60は内湾気味に立ち上がり、日縁端部が尖り気味であ

る。46・ 54は直線的に外方向に開き、日縁端部が尖る。47～ 53

は外方向に大きく開き、日縁部が膨らみ気味である。

器台形土器 (62)瓦質である。側面がハの字状の脚部より、

受部が平らな面をなし、端面に S字状の模様が施されている。

陶器 (63)唐津焼の碗である。高台の接地面を除いて内外面

(S=|:I)

第23図  A区 1号塚出土遺物拓本

Ъ      46     47M==ン 48

斡 幹 端
欄    m― =ν引く :1ジ

53迎 :イジ

56 ‐ ワ 57~li■rジ

60      61

0                     10                    20cm

(S=に 4)

第24図  A区 I号塚出土遺物実測図 (1)

鵜 Mて
―
弱

58 ~::零 59
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調 査 の 概 要

‐諭
捌
即
￥
覇

10                    20om

(S=I:4)

第25図  A区 I号塚出土遺物実測図 (2)

第26図

に施釉が見られる。

(S=I:6)

A区 1号塚出土遺物実測図 (3)

石64は磨製石斧である。65は火輪部であり、中央部のみの残存である。66は空輪部であり、

表面が摩減している。

2号塚 (第27図、図版 8。 9)'

調査区東端に位置する。塚東側を道路、南側をコンクリートにより削平されている。遺存

状況より推定直径約 5mの円形塚が考えられる。検出面よりの高さ0.55mを測り、 1号塚と

同様に 2層 に分層でき約 3～ 17cmの円礫が下層の方が密に積まれている。塚の形状と同様に

-31-



ヒ

耕作±  5黒 色上
床±   6褐 色土
黒褐色± 7黒 色シルト
黄褐色土

構味高木遺跡 2次調査地

ド

第27図  A区 2号塚測量図

鹸

ξttH機球
Ⅷ
D守踏
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調 査 の 概 要

高さ0,17mのマウンドが造られている。礫に混じリマウンド内より弥生式土器、土師器、

恵器、陶磁器、下層より勾玉、磨製石斧が出土 している。

出土遺物 (第 28。 29図、図版20)

石斧 (67)扁平片刃磨製石斧で、

勾玉 (68)硬玉製勾玉で、「C」

形を呈 し、厚手である。穿子とは

すべて回転穿孔により1孔が穿

たれ、研磨は表裏及び周縁 とも

施されている。

壷形土器 (69,70)69。 70と  ~

もに日縁端部が上下方向に拡張

しており、69は拡張部に斜格子

の刻みを施 している。70は拡張

部に 4条の凹線文を施す。

甕形土器 (71)上げ底で突出

部を持つ底部である。

鉢形土器 (72)備前焼である。

平底の底部より、外反気味に立

ち上がる。 9条の放射状の櫛描

き条線が施されている。

長方形状を呈 し、全体が丁寧な研磨で仕上げられている。

o                                            5cm

(S=1:1)

0              0Cm

第28図  A区 2号塚出土遺物実測図 (1)

〕

一

⑧

―

∞

-068

0                    10                   20cm

江 正 三 三 正 ≦ 竪 墓 ≦ 郭

~ア ~~下

互

=く
も 69

70

(S=1:4)

第29図  A区 2号塚出土遺物実測図 (2)
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博味高木遺跡 2次調査地

B 区        
´

SBl(第 30・ 31図、図版11)

調査区中央No Sl、 WoEl区に位置する。規模は東西 5m× 南北3.3m以上で壁高は 6 cm

を測り、幅12cm、 深さ 3 cmの壁体溝が残る。平面形は方形を呈しており、 SB2・ 3を切っ

ている。住居址内東壁中央付近に東西0,9m×南北1.lm、 高さ約20cmの J焉蹄型の作り付けカ

マ ドを検出した。残存状況より煙道が壁外に出ない構造であるが、煙道部が削平された可能

性もある。床面より数基のピットが検出されたが住居址に伴うものかは判断しがたい。カマ ド

(S‐ I:50)

第30図  BttS B I測 量図

―- 34 -―



調 査 の 概 要

内より上師器の甕・高不・須恵器の邪身片が出土 した。

出上遺物 (第32図、図版20)

甕形土器 (73・ 74)73'74と もに張 りの弱い胴部より、

日縁部が内湾気味に立ち上がり、端面は平らな面をなす。

高郭形土器 (75)日縁部が外反する。

sB2

調査区東側 N・ Sl, El

「く」の字形の頸部を呈しており、

＼

2区に位置する。規模は直径 8m、 壁高は0.lmを測り、幅0。 2

Ｅ
ｏ
Ｎ

ｏ
ｏ

一

I焼上
2暗灰褐色土
3 2よ t'米占j性がBtttヽ
4 2に黄褐色上が混じる
5 2に 赤色土が混じる
6暗茶褐色土
7 2に 黄。赤褐色混じり

0                       1m

(S=I:20)

カマ ド測量図BttS B I第31図
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第32図  BttS B

m、 深さ3 cmの壁体溝を検出した。平面形は

円形を呈しており、 SBlに切られている。
床面より数基のピットが検出されたが住居址

に伴うものかは判断しがたい。遺物は甕、壁

体溝より有柄磨製石鏃が出土しているだけで

土器類は殆ど出土していない。

出土遺物 (第 33、 図版20)

76は弥生式土器の甕の日縁部片である。「く」

の字状の日縁部の端部は平らな面をなし刷毛

状工具による4条の浅い凹線を施す。

77は有柄磨製石鏃である。

SB3(第 35図、図版11)

調査区西側 N o Sl,Wl・ 2区に位置する。

規模は東西3.3m以上×南北3.5れで壁高は10om

を測り、幅20cmの壁体溝が残る。床面より柱

穴を6基検出したが、本住居l■に伴うものか

判断しかねた。西側をSDlに切られ、弥生

土器の細片のみが出土しただけである。

出土遺物 (第34図 )

博味高木遺跡 2次調査地

(S=I:4)

1出土遺物実測図

ン                                           76

0                     10                    20cm

0                     5                     10cm

(S=ド 2)

第33図  BttS B 2出 土遺物実測図

0                    1ocm

(S=Ii4)

第34図  BttS B 3出 土遺物実測図

Ａ
ＩＩ‐
‐――‐
嘲
Ｖ
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調 査 の 概 要

第35図  BttS B 3測 量図

78は甕である。僅かに残る底部より内湾気味に立ち上がる。外面胴部に叩きが施されている。

SDl

調査区西端N,Sl,W2区 に位置し、 SB3を切つている。幅0.8m～ 1.5m、 深さ0。 21m、

南北に長さ4.2m分 を検出した。断面は「U字状」を呈しており、北から南に緩傾斜 (比較差

9 cm)を なす。覆土は灰色上に黒褐色土混じりである。出土遺物はない。

S Pl19(第 8図)     ・

SB3の南側 S2W2区、南壁より検出した。規模は東西0。 9m× 南北0.35m以上、深さ0.44

mを測る。平面形は楕円形を呈しており、覆土は砂質上の混じった黒褐色シルトである。出

土遺物は小型の鉢形土器が出土している。

ヒ

SDI

I灰褐色シルト
2黒褐色シルト
3黒色シルト
4褐色シルト

o                        2m

(S=:50)
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檸味高木遺跡 2次調査地

出土遺物 (第36図、図版21)う

鉢形土器 (79～ 82)79・ 80は僅かに残る底部より内湾気味に立ち上がる。31は丸底の底部

より内湾気味に立ち上がる。82は丸底の底部で胴部は内湾 しており、日縁部は上方向にのび

る。

0            10           20cm

(S=に 4)

第36図  BttS PI19出土遺物実測図

第Ⅳ層出土遺物 (第 37・ 38図、図版21)

石鏃 (83～ 87)83～ 87はサヌカイ ト製の打製石鏃であり83～86は 凹基式三角形石鏃である。

87は 凹基式葉型石鏃である。

一

△

◇

―な一‖△ ―小々

―
h―小へ -0-‖ h
◆

一
Yも
一‖

⇔ “

B区第Ⅳ層出土遺物実測図 (I)第37図
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調 査 の 概 要

土製紡錘車 (88)円盤状で中央に円孔 1孔が穿たれている。

壷形土器 (89)ラ ッパ状の回縁部より回縁端部が下方向に拡張されており、拡張部および

口縁内面に波状文を施 している。日縁内面に貼 り付け凸帯の痕が残る。

甕形土器 (90・ 91)90は 日縁端部をつまみ上げる。91は平底で内湾気味に立ち上げる。

鉢形土器 (92)内湾 しており、日縁

端部が平らな面をなす。

高不形土器 (93。 94)93は矢羽根状

透しを有する凹線文期の典型的な高郭

の脚部である。94は裾部が大きく開き、

内面の柱裾部境に稜をもつ。

支脚形土器 (95)ラ ッパ状に開く脚

部である。

江 正 三 ゞ 《 ゞ ゞ 期

~~手
雰 生 く も

89

0            5            10cm

(S=I:2)

o                     lo                    20cm

92
(S=に 4)

第38図  B区第Ⅳ層出土遺物実測図 (2)
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檸味高木遺跡 2次調査地

拾  遺

A地区の塚 2基については、不明な点が多い。構築時期としては、 1号塚から出土した土

師器小皿が決め手になる。ただし、松山平野の近世土師器については編年研究がなされてい

ないため断定はできないものの、岡山市教育委員会によって調査された江戸時代の足守陣屋

跡 (足守小)遺跡から出上した土師器小皿と酷似している (註1)こ とから、 1号塚は、この

遺跡の年代から、18世紀後半に構築された塚と考えられる。 2基の塚については墳形の違い

はあるが、埋土状況から同時期の塚と考えられる。

調査中並びに調査後、A地区の塚について聞き取り調査などを行った。塚について明確な

伝承は不明であるが、貴重な手軽卜かりになるかも知れないため、ここに記しておく。

1.塚 にまつわる伝承
旧土地所有者から聞き取りを行い、遺跡周辺の字名は「高木」であり、A区は通称「お塚

田」、 B区は「かぎ田」と呼ばれ、A区は七畝、 B区は 1反 1畝ある。A区の塚の謂れは、御

主人が亡くなっているため詳細は不明であった。

方形の塚 (1号塚)上には、以前、五輪塔があったが、いつ頃か壊されてしまったらしい

とのことである。正月やお盆には、必ず地主がお祀りしていたとのことである。

以前の塚は、もう少し小さかったが、耕作や車などで現状の大きさになったとのことであ

る。

A区の南側隣接地所有者によると、方形の塚 (1号塚)は、吉の死者を葬っている墓であ

ると伝え聞いているとのことである。

以前、調査地周辺には多数の塚があり千人塚と呼ばれていたが、全て耕地のために整地さ

れ現存するのはA区の塚 2基だげである。

円形の塚 (2号 )は東半分が市道で隠れていたが、調査後、この市道下に水道管埋設工事

を行うため掘削することになった。工事中、松山市教育委員会によって立会調査が実施され

た結果、市道下、 2号塚の東半分は以前の道路工事によるためか何も検出されなかったこと

が判明している。

2.周辺の信仰対象など

周辺の信仰対象物などについてここに記しておく。

調査地の西約100mに、素育神社及び真言宗豊山派萬防山得能寺があり、調査区の北東約500

mには竃神社がある。調査区東約150mに は共同墓地がある。

得能寺は、真義真言宗の寺で千手観音を本尊として祀り、境内には無水庵と呼ばれる本堂

が今も残つている。明治 。大正時代には松山の二十三観音の一つとして参拝者が多く賑った
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ようである。現在は荒れ、この本堂がいつ建立されたかは不明である。境内の墓地の中で墓

標の紀年は文化・安政しか読み取れなかった。

素鳶神社は、建速須姦鳴神が祭られており、桑原八幡神社の末社である。由緒沿革は未詳

である。本殿裏には、三つの社がある。中央の社は、方形状の石壇上に祭られている。左の

社下には、五輪塔の空 。風輪 1個が無造作に置かれていた。この空 。風輪は長さ約20cm、 幅

約10～ 13cmを 測り、一石で造られており江戸時代以後と考えられる。また、境内には、天保

六年 (1835)の奉燈が建てられており、また、伝説のある月の出石があり、かつては水商売

の人達で賑わったとのことである。

電神社は、かまどの神である奥津日子命・奥津比売命の二神が祭られている。この電神社

は、沢田神社、奈良原神社、須賀神社及び竃神社の四社を合万Eしたものである。いつ建てら

れたかは不明。

共同墓地内の墓標について、享保二年 (1717)、 享保十九寅年 (1734)元文四末年 (1739)、

寛保三年 (1743)、 安永四年 (1775)寛政元年 (1789)、 文化二年 (1805)、 文化二年 (1806)、

文政二年 (1819)、 文政三年辰年 (1820)、 文政五年 (1822)、 文政七年 (1824)、 文政九年 (1826)、

文政十二年 (1829)、 天保九年 (1838)、 天保十二年 (1841)、 嘉永四年 (1851)、 安政六末年

(1859)、 慶應二寅年 (1866)な どの紀年名が読み取れた。

中世の河野家と関連する神社としては、東野に河野九朗通賢を主祭神にした東山神社があ

り、この境内には松山藩主の松平定行公の霊を祭った勝山神社もある。また、松末町に松末

美濃守通為を主祭神にした松末神社もある。

3.松 山藩内の歴史的事例
1号塚の構築時期は、前述の様に18世紀後半に構築されたと考えられる。構築目的がはっ

きりしないため、18世紀に松山藩内で発生した千ばつ 。飢饉・風水害などの主な事例を列記

してみることにする (註 2)。

元禄十二年 (1702) 7月 28日 、大風あり、家崩壊2400戸、城内松300本折る

宝永元年 (1704) 3月 23日 、大風により、松山領内で1300軒家崩壊

宝永四年 (1707) 10月 4日 、地震あり、温泉145日 とまる、湯祈席の一呑古い記述

享保二年 (1717)、 伊予豆彦神社 (椿森)災上

享保五年 (1720) 10月 25日 、藩主、定直没す、61才

享保六年 (1721)関 7月 15日 、石手川決壊、死者72人

享保七年 (1722) 6月 23日 、松山暴風雨、被害甚大、死者88人

享保八年 (1723) 5月 15日 、大川文蔵を採用し、石手川改修

享保十四年 (1729) 8～ 9月 、伊予各地に暴風雨、水害発生

享保十七年 (1732) 6月 、長雨降り続き、各地の稲にうんか発生
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6月 15日 、̂う んか、稲につき、稲枯れ、堀江村餓死人七月より翌二月

まで400人

7月 7日 、収穫皆無、、米麦価暴時

松山餓死者凡3489人、牛 J焉 3907疋

享保十七年 (1732)9月 22日 、義農作兵衛死す

享保十八年 (1733)1月 、松山藩、飢饉による餓死者の慰霊祭を執行

5月 20日 、藩主、定英没す、38才

12月 5日 、松山騒動、山内興右工門切腹す

元文四年 (1739) 8月 5日 、松山領大風雨

寛保元年 (1741) 8月 15日 、久万山騒動にて家老奥平久兵衛、失脚す

延享元年 (1744) 8月 7日 、松山藩、大風雨

宝暦五年 (1755) 8月 24日 、松山藩、大風

宝暦六年 (1756) 4月 22日 、松山藩、重信ナllを 改修      、

宝暦十三年 (1763)3月 18日 、藩主、定喬没す、48才

明和二年 (1765) 2月 11日 、藩主、定功没す、33才

明和七年 (1770) 夏、松山地区に千ばつの被害甚大

6月 、千ばつのため、味酒社において雨乞い踊り挙行

12月 26日 、新立から鋏砲町まで士家290戸、商家650戸 を焼 く大火事あっ

た。

安永八年 (1779) 7月 14日 、藩主、定静没す、51才

天明三年 (1783) 8月 11日 、松山領に大洪水

天明四年 (1784) 1月 1日 、落雷で天守閣焼失す、 6月 29日 に幕府から再建許可がきた。

関 1月 7日 、河原町より出火、百軒余焼失

12月 17日 、竹之鼻町より出入、百軒余焼失

天明五年 (1785) 11月 2日 、暴風雨あり、八股の榎倒れ、新樹を植えた

寛政二年 (1790) 7月 、松山領、千ばつ被害七万四千五百余石

寛政四年 (1792) 夏、大風雨、洪水、田畑損毛高五万三千六百余石

寛政十一年 (1799)7月 、千ばつによる被害、松山領損毛六万七千余石
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4.小  結
今回の調査により、(1)弥生時代中期後半から古墳時代後期にかけての生活関連遺構と遺物

修)近世の塚を検出した。

(1)弥生時代は前期の遺物が破片であるが僅かに包合層より出土している。遺構は確実に弥生時

代に時期比定できるものはAttS B lで、中期後葉～後期初頭である。BttS B 2は 時期決定す

る資料が乏しく、弥生時代後期の遺物が 1点確認されたにすぎない。古墳時代はBttS B 3も 細

片のみの出土であり、古墳時代初頭の遺物が 1点出土しただけで時期決定の資料に乏しい。古墳

時代中期になると、前半にAttS B 3、後半にAttS B 2が確認され、後期前半にBttS B lを 検

出した。AttS B lの無頸主は施文より東九州的様相が窺える。また、BttS B 2周 辺より多数の

チップに混じり5点の石鏃が出上していることより、石器制作が行われていたことが考えられる。

概観すると平面形は四角形プランが 5棟、円形プランが 1棟検出された。内 3棟は壁体溝を

検出したが、主柱穴は未検出である。AttS B 2と SK3の切り合い関係を検索したが、判

断できなかった。 B tt S Pl19よ り古墳時代初頭の一括遺物が出土した。

このことより、高木 1次調査地において検出された古墳時代中期頃の集落の広がりが当地

域にもみられる。

(2)塚 2基の構築目的にはいろいろなことが観察される。まず、塚上から出土した五輪塔の

破片から、真言宗による塚であると考えられる。           ―

次に、墓の痕跡は 2基 とも無く、護摩壇の痕跡も無かった。 1号塚の東側から土師器小皿

が重なって出土したことは、何がしかの祭昴Eを 「西向き」に行った痕跡と解することができ

る。これは、浄土思想 (西法浄土)に基づ く祭祀ではないだろうか。護摩壇の痕跡が無いこ

とから修法壇の可能性が考えられる。土師器小皿を並べ、修法を行ったのであろう。修法の

後にマウンドして、その痕跡を封じ込めている。なぜ封じ込めたのか。

修法の目的としてはいろいろ考えられる。まず、何がしかの供養または祈願ではないかと

いうことである。内容は不明であるが、18世糸己後半には前列記の如く藩主が相次いで死去し

ており、また、天明の飢饉または千ばつがあったことも考慮する出来事であろう。

次に、周辺に多数の塚が存在していたことは、農村共同体における日常的祭祀行為かも知

れない点が輩げられる。春 。秋の彼岸に伴うものかも知れない。

塚のマウンド内から多数の礫を出上している。出上した礫には円礫や方形礫もあり、形は

様々で、大きさは30cm大のものが大半を占めている。一般的にこの 2基の塚は「積石塚」(註

3)と 呼ばれるものであるが、出土した礫の様相などから新しく「礫積塚」と呼称したい。こ

の礫積塚については、今後の資料増加を待ちたい。

塚については、新名称「礫積塚」も合めて立正大学の坂詰秀一先生から多大のご指導を項

いたことに感謝いたします。
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(註〕           r
l 平成 4年 3月 、備前焼について岡山市教育委員会へ指導を仰ぎに行った際、足守陣屋跡遺跡出上の上師器

小皿を実見した。

2 列記するにあたり、『松山市史料集第13巻一年表・近世八・近現代五一』を参月Rに した。

3 積石塚については、『日本考古学辞典』18版、東京堂出版、1964に おいては、次のような記述がなされている。

「土壌をもって棺榔を覆い墳丘を作る代わりに、碑石を積み上げたものを積石塚という」。しかし、今回調査した

塚の性格を考える上では、むしろ同辞典の「十三塚」の項目が参考になるので記述する。「13基の高塚が一群をな

して密在するもの。・……十二塚は戦死者や殉教者を葬ったとする伝説もあるが、築造の起源については中世民間

に広く行われた十三仏の信仰に結びつける説……築造に修験者が関係したといわれる。したがって十二塚には何

等外部施設が施されないものが多いが、石壇か立石の類のあることもある。また内部構造は学術調査を経たもの

が少ないので明らかではないが、供養または法賽の遺物が存する以外、特殊な施設はないようである。……十二

塚は歴史時代の民間信仰の上壇として考古学上の対象となるものであり、その基本的な調査が要望される。」

〔参考文献〕

宮本一夫 1989『構味・鷹子遺跡の調査』愛媛大学考古幸研究室・愛城大学埋蔵文化財調査室

1991『文京遺跡第10次調査』愛媛大学埋蔵文化財調査室

梅木謙- 1991『松山大学構内遺跡]松山大学。松山市教育委員会

1992『桑原地区の遺跡』松山市埋蔵文化財センター

株式会社竹岡レクレーションセンター・財団法人君津郡市文化財センター 1992『竹岡十三塚遺跡』

木夏津市・財団法人君津郡市文化財センター 1993『田蔵中塚遺跡』

松山市史料集編集委員会 1988『松山市史料集第13巻一年表。近世八。近現代五一』

みんなでつくる住みよい桑原地区委員会・桑原公民館 1981『ふるさと桑原』

みんなでつくる住みよい桑原地区委員会・桑原公民館 1987『桑原史跡めぐり』

愛嬢県神社庁 1974『松山市内の神社』『愛媛県神社誌』

浅井伯源編集1980『伊豫乃古跡 (中豫ノ巻)』 愛媛出版協会

遺構 。遺物一覧 (河野史知)

(1)以下の表は、本調査検出の遺構 。遺物の計淑I値及び観察一覧である。

は)遺時の一覧表中の出土遺物欄の略号について。

例)縄文→縄文土器、弥生→弥生土器、土師→土師器、須恵→須恵器。

●)遺物観察表の各記載について。

法量欄    ( ):復 元推定値

形態・施文欄 土器の各部位名称を略記。 例)日→日縁部、胴中→胴部中位、柱→柱部、

裾→裾部、胴底→胴部～底部。

胎上 。焼成欄 胎土憫では混和剤を略記した。 例)砂→砂粒、長→長石、石→石英、密
→精製土。( )中の数値は混和剤粒子の大きさを示す。例)砂・長 (1～

4)多→「1～ 4mm大の砂粒 。長石を多く合む」である。

焼成欄の記号について。◎→良好、○→良、△→不良
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表 2 竪穴式住居址一覧(A区 )

竪穴

(SB)
時  期 平面形

規模

長さ×幅×深さ(m)

主柱穴

(本)

内部施設
周壁溝 備 考

高麻 上渡 炉 カマド

I 弥生中期後半 隅丸方形 278× 21<X044 ○ O SKHこ 切 られる。

2 古墳中期後半 隅丸方形 40× 40X01 O SK2に切られる。

3 古墳中期前半 不明 40く X10<X035 ○

遺 構 一 覧

表 3 竪穴式住居址一覧(B区 )

竪穴

(SB)
時 期 平画形

規模

長さ×幅×深さ(m)

主柱穴

(本 )

内部施設
周壁溝 備 考

高床 上壊 炉 カマド

I 古墳後期前半 万形 50× 33X006 ○ O SB2・ 3を切る

2 弥生後期 円形 直径80X01 O SBHこ切らオとる

3 古墳初頭 方形 東西33m以 にX35× 01 SBl,SDHこ 切られる

表 4 土塘一覧(A区 )

上墳

(SK)
地  区 平面形 断面形

規模

長さ×幅×深さ(m)
埋 土 出土遺物

備 考
時  期

I 隅丸長方形 舟底状 106X054X045 暗褐色ンル ト 土師 SBlを 切る 古墳以降

2 S3Wl 不定形 皿  状 36X18X01 黒褐色シル ト SB2を 切る 不  明

3 S3El 不定形 皿  状 20× 16X01 黒褐色シル ト 不  明

表 5 土壊一覧(B区 )

土娠

(SK)
地  区 平面形 断面形

規   模
長さ×幅×深さ(m)

埋 土 出土遺物 備考 時期

I SlEl 不定形 皿  状 12以上 X12× 007 暗灰色土 弥  生 不 明

2 SlE2 不定形 皿 状 096X053以 上×O08 暗茶褐色土 弥生・土師 不 明

3 SlE2 楕円形 皿 状 061以上 X028以上 X019 暗褐色土 上  師 不明

SlE2 楕円形 舟底状 051以上 X055X054 暗茶褐色上 弥 生 弥生中期以降

5 NlE2 特円形 皿 状 112X053以 上×01 暗褐色土 弥生 不 明

NIEl 不定形 舟底状 062以 上Xo 45以上 X016 暗褐色土 弥生 不明

7 NlEl 不定形 皿 状 075X039× 006 暗褐色土 不明

SIEl 方 形 尤底状 044X033X036 暗褐色土 不明

9 SillII 不定形 皿 状 067以上 X06X015 暗褐色土 弥生 不 明

NlE2 不定形 皿 状 127× 042以上 X014 暗褐色土 不明
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表 6 溝一覧(A区 )

溝

ＳＤ
地   区 断面形

規 模

長さ×幅×深さ(m)
埋   土 出上遺物 備 考 時  期

I Nl,Sl,E2・ 3 レンズ状 50× Oユ 6X005 黒褐色シル ト SBlを 切る 不   明

表10 SB2出 土遺物観察表 土製品(A区 )

構味高木遺跡 2次調査地

表 7 溝一覧(B匡 )

溝

ＳＤ
地   区 断面形

規 模

長さX幅 ×深さ(m)
埋   上 出上遺物 備 考 時  期

|
Nl,Sl・ 2,W2 レンズ状 42X08-17X02 灰色土 J:師・須恵・瓦 SB3を 切る 中世以降

表 8 SBl出 土遺物観察表 土製品(A区 )

番号 器種 法量 (cm) 形態 。施文
調 整 土

成

胎

焼
備考 コ朋

外  面 内   面

I 甕

日径  980)
残存高 315

最大幅径(鵠 8)

日縁端都がやや拡張され

端面は凹面をなす。

⑩ ―凸帯貼り付け後、

刻み目文様を施す

∽ ―ヘラ磨 き

ω ―ヘラケズリ
石・長(1-3)

○
13

褻

径

高

得

日頸部が「 く」の字状で

上げ底の底部。
ヘラミガキ ヘラケズリ

密

◎

壷

日径  138
器高  132
底得  60

日頸部が「 く」の字状で

底部は平底である。

延⊃―ヨコナデ

ω 一ヘラミガキ
ナ デ

密

◎
黒斑 13

4 壼

得

高

得

口

器

底

張 りだ した胴部に 6条の

凸帯を貼 り付けている。

ナデ
ヘラミガキ

∽ ―ナデ

⑩ ―ヘラケズリ

密

Ｏ
13

表 e sBl出 土遺物観察表 石製品(A区 )

番号 器  種 残  存 材  質
法 量

備考 コ朋
長さ(cm) 幅 (cm) 厚さ(cm) 重さ(g)

5 石庖丁 緑泥片岩 67以上 40以上

6 石  鐘 完形品 赤色頁岩 13

番 号 器 種 法量 (cm) 形態・施文
調 整 生

成
胎
焼 備考 EXl婦

外  面 内  画

7 イ畜
略
財

Π縁部は内傾する明瞭な

段を有する。
ョコナデ ヨコナデ

密

◎

8 褒

口得  260
最大胴径 286

残作青i 166

日顎部が「 く」の字状。

日縁端部は平らな面をな

す。

摩減の為不明 ⑪―ナデ
石・長 (1～ 2)

◎

9 褻

口径  208
最大胴径 200

残存高 V0

‖頸部が「く」の字状。

日縁端部は平らな面をな

す。

摩減の為不明 ⊂ D一ハケ
石 。長 (1～ 2)

◎
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SB2出 土遺物観察表 土製品(A区 )

遺 物 観 察 表

番号 器種 法量 (cm) 形態 。施文
調 整 胎

焼

生

成
備考 コ翔

外 画 内 面

褒
日径  (158

残存高  56
く」の字状の頸部。 摩減の為不明 摩滅の為不明

II
小 型
丸底壺

口径   96
最大lR行 V0
残存高 148

球状の体部に日縁部が外

傾 し端部が丸 く納められ

る。

ケヽ (7本/1伽 ) ⑩―ヘラケズリ
密

◎
14

小 型
丸底壷

Π径  100
器高  143
最大用径 128

球状の体部に口縁部が外

傾 し、端部が尖り気味で

ある。

ケヽ (8本/1cn)
◎―ハケ俗本/c→
⑩―ヘラケズリ

密

◎
14

高郭

口径  186
器高  130
底径  ■ 6

外反する口縁部は長 く邪

底部は裾部が屈曲する。
摩減の為不明

⑮ ―ハケ (6本 /1cm)

∽ 一ヘラケズリ

石・長 (1-3)

◎

高郭

日径  184
絲高  126
底得  ■ 6

外反する日縁部は長 く邪

底部は裾部が屈曲する。
⊂⊃―ヨヨナデ

∽ ―ヘラケズリ

⑩ ―ヨヨナデ

⑮ ―ハケ

石

◎

長 (1■ 3)

高 イ
口径  180
残存高  46

外反する長い口縁部。 ヨコナデ ヨコナデ
密

◎

鉢

口径  136
淋高   64
底得  52

平底で値かに外傾する日

縁部、日縁端部はやや細

くなる。

⊂D―ハケ
咆 ―ナデ

畦 底め―ナデ
石・長 (1)

◎

表1l SB3出 土遺物観察表 石製品(A区 )

番号 器  種 残 存 材 質
法 量

備考 コ肪
長さ(cm) 幅 (cm) 厚さ(cm) 重さ(g)

石庖丁 緑泥片岩 11 29 91

表12 SB3出 土遺物観察表 土製品(A区 )

番号 器種 法量 (cm) 形態 。施文
調 整 生

成
胎
焼 備考 コ栃

外 画 内 面

蓋郭
日得  a30)

残存れ 39
垂下する日縁端部は凹面

を有する。
ヨヨナデ ヨコナデ

密

◎

表13 第Ⅳ層出土遺物観察表 石製品(A区 )

番号 器  種 残 存 材 質
法 量

備考 図版
外径 (cm) 外径 (cm) 厚さ(cm) 重さ(g)

Fi 王 ガラス 0 5 0 2 0 1 15
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檸味高木遺跡 2次調査地

表14 第Ⅳ層出土遺物観察表 土製品(A区 )

番号 器 種 法量 (cm) 形態・施文
調 整 生

成

胎

焼
備 考 コ獅

外  面 内  面

一霊 残存高  30 胴上部に無軸の木葉文。 摩減の為不明 摩減の為不明
石・長 (1～ 2)

○
15

壷
略
跡

日縁端部を上下に拡張 し、

6条の凹線文 Lに棒状浮

文を貼る。

ハケ(8本/1cm)

ナデ
ョコチデ

石

◎

・長 (1～ 2)

一霊
唯
斯

(304)

37

口縁端部を に下
`こ

拡張 し、

3条の回線を施す。

ヘラミガキ

ナデ

石 長 (1～ 3)
◎

士霊
Π径  (252)

残作高  11

日縁端部を_■ ドに拡張 し、

4条の凹線文上にテ1み 目

を施す。

ナ デ ヨヨナデ
石・長 (1～ 2)

◎

蓋 残存高  54
頸部に凸帯を 1条貼り巡

らせている。
摩減の為不明 摩減の為不明

石・長 (1～ 3)

◎

築
Π径  (154)

残存高  57
外反する頸部より更にR

縁部が外反する。

①―ナデ

咆 ―タタキ(右上り)
⑩一ハケ●本/1cけ

石・長 (1～ 3)

◎

裂
Π径  (2C O)

残存高  38

「く」の字状の頸部より

日縁端部がやや外反し、

平らな面をなす。

①―ヨコナデ

〇 ハケ6本/1cm)

①―ヨコナデ
ハケ(4本/1cm)
⑩一ヘラケパリ

石・長 (1～ 3)

◎

甕
日径  (250)

残々 高  54

「 く」の字状の頸部より

口縁上部を直立気味に立

ち上十する。

①―ヨヨナデ

∽ ―ハケ(1位膨れ ctll
摩減の為不明

石・長 (1)

◎

獲

口得  160
器高  256
最大冊径 234

「く」の字状の頸部より、

日縁部が内湾気味に立ち

上がる。

①―ヨコナデ

∽ ―ナデ

∽ ―ハケ(6本 /1cm)

①―ヨヨナテ

⑩―ナデ

密

◎

褻

(底部 )

径

存

残

我 32

上げ底の張 り出された底

部である。
摩減の為不明 摩減の為不明

石

Ｏ

長 (1～ 5)

高年
康行  100
残存れi ■ 5

郭底部は裾部力司司出する。

充填法。
摩減の為不明 瞼 一ヘラケズリ

密

◎

椀
口径  a33)
残存高  45

内湾するBrl部 よリロ縁端

部が外反する。
摩減の為不明 ナテ

密

◎

椀

Π径  住14)
底径   60
残存高  40

平底の底部より内湾気味

`こ

立ち上がる。
摩減の為不明 摩減の為不明

密

◎
15

甑

1,径   274
洛高  232
底径   80

底都中央に大振 りの円了し、

その周 りに 4子しの小振 り

の格円子し。

ケヽ(5本 /1cm) ケヽ (6本 /1em)
石 長 (1～ 3)
○

欲

口径  250
器高  180
農径   90

底部中央に大振 りの円孔、

その周 りに 4 fLの 小振 り

の精円子L。

ケヽ (6本 /1cm) ナ デ
石・長 (1～ 3)

◎

褒
口得  200
残存稿  61

口縁部は大 きく外反 し端

部は ,下に拡張する。
ヨヨナデ ヨコナデ

密

◎
17

裂
1径  220
残Tv高  68 `1縁

部は大 きく外反 し端

部は ,ド に拡張する。
ヨコナデ ヨヨナデ

密

◎
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遺 物 観 察 表

第Ⅳ層出土遺物観察表 土製品(A区 )

番 号 器種 法量 (cm) 形態・施文
調 整 土

成

胎

焼
備 考 図獅

外  面 内   面

壺
瞭
難

口縁部は外反 し、端部は

やや拡張する。
ヨコチデ ヨコナデ

密

◎

高邪
H径  124

残存高 03

田縁部は外反 し、体部に

は波状文を施す。脚部に

透か し有 り。

ヨヨナデ ヨコナデ
密

◎

蓋郭
基部径l120)

残存高 40
垂下する日縁部、日縁端

部は外反して段をなす。
ヨコナデ ヨヨナデ

密

◎

輩郭
日径 は19)
残存高 34

垂下する日縁部、日縁端

都は丸くおさめられる。
ヨヨナデ ヨコナデ

密

◎

邦身

径

存

104

42

直線的に内傾する立ち■

が り。端部は段を有 し内

傾、受部は上方向。

①―ヨヨナデ

④-2/3回転ヘラケズリ
ヨヨナデ

密

◎
17

邦身
Π径  ■ 1
残存高 47

直線的に内傾する立ち上

が り、端部は丸く、受部

は外方向。

①―ヨヨナデ

④-1″ E「E転ヘラケズリ
ヨヨナデ

密

◎

不身
高

待

存

口

残

109

52

内傾する立ち上が り、受

部は外方向。

①―ヨヨナデ

④-1カ回転ヘラケズリ
ヨヨナデ

密

◎
17

17N身

径

高

得

Ｈ

器

底

150

19

■ 0

体部と底部の境は稜をな

す。高台は入の字状に開

き、平坦面で接地。

ヨコナデ ヨコナデ
密

◎
17

表15 1号塚出土遺物観察表 土製品(A区 )

番号 器 種 法量 (cm) 形態・施文
調 整 生

成

胎

焼
備考

外  面 内  面

皿

口得 96
器高 15
度径 60

舛方向に大 きく開き口縁

部が膨 らみ気味。

ヨコナデ

底都回転糸切 り
ココチデ

密

◎

皿

口径 96
器高 17
底径 72

直線的に外方向に開き口

縁端部が尖る。

ヨコナデ

底部回転糸切 り
ヨコチデ

密

◎

皿

終

高

径

口

恐

底

08)

18

160)

外方向に大 きく開き日縁

部が膨 らみ気味。

ヨコナデ

底部回転糸切 り
ヨコナデ

密

◎

皿

Π径 041

器高 16
底径 (52)

｀
外方向に大 きく開き口縁

部が膨 らみ気味。

ヨヨナデ

底部回転糸切り
ヨヨナデ

密

◎

皿

径

高

径

口

器

底

96

15
外方向に大きく開きΠ縁

部が膨 らみ気味。

ヨコナデ

底部回転糸切 り
ヨコナデ

密

◎

皿

口径 98
器高 19
底各 55

外方向に大きく開き口縁

部が膨 らみ気味。

ヨヨナデ

底部回転糸切 り
ヨヨナデ

密

◎

51 皿

各

高

得

口

器

廣

(98)

16

(5 8)

外方向に大 きく開 く
ヨヨナデ

底部回転糸切 り
ヨヨナデ

密

◎
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檸味高木遺跡 2次調査地

1号塚出土遺物観察表 土製品(A区 )

番号 器種 法量 (cm) 形態 。施文
調 整 生

成

胎

焼
備考

外  面 内  面

皿
口径  198)

残存高 18
外方向に大 きく開き日縁

部が膨 らみ気味。
ヨヨナデ

密

◎

皿
口径  96
残存高 15

外方向に大 きく開き日縁

部が膨 らみ気味。
ヨコナデ ヨヨナデ

密

◎

皿
口径  190)

希高  15
直線的に外方向に開き日

縁端部が突る。

ヨヨナデ

底部回転糸切 り

密

◎

皿

口得  196)

器高  16
底得  60

内湾気味に立ち上が り日

縁端が尖る。

ヨコナデ

底部回転糸切 り
ヨヨナデ

密

◎

皿

径

甘
向

径

田

恐

底

〕00

16

78

胴部が屈曲する。
ヨコナデ

底都回転糸切 り
ヨコナデ

密

◎

皿

日径  96
器高  17
底径  72

内湾気味に立ち上が り口

縁端が突る。

ヨコナデ

底部回転糸切 り
ヨコナデ

密

◎

皿
日径  06)
城存嵩 17

内湾気味に立ち■が リロ

縁端が突る。
ヨコチデ ヨコナデ

密

◎

皿

得

高

径

内湾気味に立ち上が り口

縁端が尖る。

ヨコナデ

底部回転糸切り
ヨコナデ

密

◎

皿
口径  199)

残存高 15
内湾気味に立ち上が り日

縁端が尖る。
ヨコナデ ヨコナデ

密

◎

皿

口径  95
器高  15
底径  69

内面胴下部が肥厚気味で

ある。

ヨヨナデ

底部回転糸切 り
ヨコナデ

密

◎

器 台 残TF高  65
「ハ」の字状脚部より受

部が平らな面をなす。
ナ デ ナデ

密

Ｏ

腕

(唐津 )
一れ

一局

符

存

台

疾

残

士
同

高台が下方向にのびる。 施釉の為不明 施釉の為不明
密

◎

表16 1号塚出土遺物観察表 石製品(A区 )

番号 器  種 残存 材質
法

備考 図版
長さ (cln) 幅(cm) 厚さ(cm) 重さ(g)

磨製石斧 緑泥片岩 97以 上 23以上 37以上 112 53 19

五輪塔 (火輪都 ) 角礫岩 199 11 1 4 0kg

五輪塔 (空輪部 ) ほlBI完形 角礫岩 16 2 2 0kg
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表17 2号塚出土遺物観察表 石製品(A区 )

表18 2号塚出上遺物観察表 土製品(A区 )

表20 SB2出 土遺物観察表 土製品(B区 )

遺 物 観 察 表

番号 器 種 残 存 材質
法 量

備考 貝加
長さ(cm) 幅 (cm) 厚さ(cm) 重さ(g)

扁平片刃磨製石斧 緑泥片岩 20 203 72

勾玉 完形 硬 玉 07

番号 器種 法量 (cm) 形態 。施文
調 整 胎

焼

生

成
備考 コ

"外 面 内 面

壷
口径 (326)

残存高 41

日縁端部が上下方向に拡

張される。
⊂⊃―ヨコナデ 摩減の為不明

石・長 (ユ ー3)

◎

壷
口径 (230

残存高 23
拡張部に 4条の凹線文。 摩減の為不明 摩減の為不明

石 。長(1-3)

◎

71 褒
底径 149)

残存高 40

Jをげ底の突出部を持つ底

苦[。
摩減の為不明 摩減の為不明

石・長(1-3)

○

摺鉢

(備前)

得

存

底

残

放射線状に 9条の櫛梢条

,蔵。
ナ デ ヨコナデ

密

◎

表19 SBl出 土遺物観察表 土製品(B区 )

番号 器 種 法量 (cm) 形態 。施文
調 整 胎

焼

生

成
備考

外 面 内 面

嚢

Πtt  134 0)

残存高 140

最大胴径(366)

張 りの弱い胴都より、頸

部が「 く」の字状を呈す

る。

摩減の為不明 摩減の為不明
長・石 (1～ 3)

○

築
Π符  (閉 2)

残存高  75

「くっの字状の頸部をも
肩部にハケ(5本/1cm) ナ デ

石・長 (1～ 2)

○

高不
口径  190
残存高  78

外反する口縁部は長 く不

底部は裾部が屈曲する。
摩減の為不明 摩減の為不明

密

◎

番号 器種 法量 (cm) 形態・施文
調 整 胎

焼

土

成
備考 コ所

外 画 内 面

褻
i径  住73)
残存高  30

「く」の字状の頸部より、

日縁端部が平らな面をな

す。

ヨヨナデ ヨコナデ
密

◎
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表21 SB2出 土遺物観察表 石製品(B区 )

表22 SB3出 土遺物観察表 土製品(B区 )

檸味高木遺跡 2次調査地

番号 器   種 残存 材質
法 い夏

備考 コ獅
長さ (cln) 幅(cm) 厚さ(cm) 重さ(g)

有価磨製石鉄 完形 緑泥片岩 0 95

番 号 器種 法量 (cm) 形態 。施文
調 整 胎  土

焼  成 備 考 図順
外  面 内   面

姿
底径 (03)

残存高 40

僅かに残る底部より、内

湾気味に立ち上がる。
ハケ(8本/1cn) ナ デ

石

◎

・長 (1～ 3)

表23 S Pl19出土遺物観察表 土製品(B区 )

番号 器 種 法量 (cm) 形態 。施 文
調 整 胎

焼

上

成
備 考 コ浙

外  面 内   面

鉢
底行 18
残存高 52

僅かに残る底部より内湾

気味に立ち上がる。
タタキ(11本/5cn) ケヽ(7本/1cm)

密

◎

鉢
底径 11
残存高 79

僅かに残 る底部より内湾

気味に立ち上がる。
タタキ(10本 /5cm) ナデ

石 。長 (1～ 3)

◎
21

鉢 残存高 81
丸底の底部より内湾気味

に立ち上がる。
クタキ (10本 /5cm) ケヽ (7本/1帥 )

石・長(1～ 2〉

◎

鉢
120

10 3

丸底の底部で胴部は内湾

してお り、日縁部は上方

向にのびる。

ケヽ (■ 本/1cm) ナデ
石 。長 (1～ 2)

○

表24 第Ⅳ層出土遺物観察表 石製品(B区 )

番 号 器  種 残 存 材質
法 旦星

備 考
長さ(cm) 幅 (cm) サ享さ 重さ(g)

石飲 完形 サヌカイト 13

石鏃 完形 サヌカイト 1 45

石鉄 完形 サヌカイト 1 3 0 42

石9/A 完 形 サヌカイト 25 16 0 5

石鏃 完形 サヌカイト 2 5 14 0 42
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表25 第Ⅳ層出土遺物観察表 土製品(B区 )

番号 器種 法量 (cm) 形態 。施文
調 整 胎

焼
土
成 備考 図加

外 面 内 面

紡錘車

直径  39
厚さ 085
重さ ]38

円盤状で円子しが1孔。 ナ デ ナデ
石・長 (1～ 2)

◎

一霊
口径 (200)

残存高 17

日縁端部が下方向に拡張

される。
摩減の為不明 摩減の為不明

石・長 (1～ 4)

◎

甕
口径 (185)

残存高 45
口縁端部がつまみ上げ状。 ヨコナデ

密

◎

壷
底径 (68)

残存高 78
平底の底部より内湾気味

に立ち上がる。

⑩―ヘラミガキ
ハケ(9本 /1cm)

がキ 石 。長住-4)

鉢
口径 (226)

残存高 59
内湾 し口縁部が尖り気味。 摩減の為不明 ①―ハケ偲本/1cω

密

◎

高邪
底径 (100)

残存高 46
矢羽根状透しを有する。 ヨヨナデ ヨコナデ

長・石 (1～ 3)

O

高郭
底径 136
残存高 68

裾部が屈曲する。 摩減の為不明 摩減の為不明
密

◎

支脚
底径 120
残存高 62

ラッパ状に開 く脚部。 摩減の為不明 摩減の為不明
長・石 ll～ 5)

○
21

遺 物 観 察 表
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調 査 の 経 過

1.調査の経過

(1)調査に至る経緯
1991(平成 3)年 3月 、株式会社三 実より松山市檸味 4丁 目178-3地 内における宅地開
発にあたって、当該地の埋蔵文化財の確認願いが松山市教育委員会文化教育課 (以下、文化

教育課)に提出された (第39図 )。

確認願いが提出された縛味 4丁目178-3は松山市の指定する埋蔵文化財包蔵地の『81構味

遺物包合地』内にあたる。周辺地域では、以前より調査が実施されており、当地一帯は周知

の遺跡として知られている。同包合地内では縛味遺跡 (愛媛大学農学部構内)〔宮本一夫 1990〕

や博味四反地遺跡、博味立添遺跡、構味高木遺跡 〔梅木謙- 1989〕 などの調査が行われて

おり、弥生時代から中世にかけての集落が存在していたことが明らかになりつつある。

周辺には、北は文京遺跡などを合む道後城北遺跡郡 〔西田栄他 1976。 梅木謙- 1991〕

が、南は来住廃寺跡 〔小笠原好彦 1979〕 や久米高畑遺跡 〔西尾幸則 1989〕 などを含む久

米地区があり、弥生時代から中世まで断続して営まれた大集落が存在する。

これらのことから当該地における埋蔵文化財の有無と、さらには遺跡の範囲やその性格を

確認するため、1991(平成 3)年 4月 に文化教育課は試掘調査を実施した。試掘調査の結果、

弥生土器 。上師器・須恵器を合む遺物包合層と柱穴数基を検出し、当該地に弥生時代から中

世の集落関連遺構があることを確認した。

この結果を受け、文化教育課・株式会社三 実の両者は遺跡の取扱について協議を重ね、
宅地開発によって失われる遺時・遺物について記録保存のため発掘調査を実施することとなっ

た。発掘調査は弥生時代から中世にかけての当該地及び周辺地域の集落構造や古地形の解明

を主目的とし、文化教育課が主体となり株式会社三 実の協力のもと1992(平成 4)年、 3
月10日 に開始した。

修)調査の経緯
1992(平成 4)年 3月 10日 より重機により表土票1ぎ取り作業を開始した。試掘結果及び深

掘りによる土層観察により、地表下約30cmま で粂1ぎ取りを行い、移F土はすべて調査地外に搬

出したため表土黒1ぎ取りに 3日 間を費やした。その後、調査地内に仮設事務所を設置し、作

業用具等を搬入した。

3月 23日 より作業員を増員し本格的な発掘調査を開始した。 4月 7日 より遺物包合層であ

る第Ⅳ層の掘り下げ及び遺物検出を行う。 4月 14日 、第V層上面にて遺構検出を行い竪穴式

住居址や溝、柱穴等数多くの遺構を検出する。 4月 23日 からSBlの掘り下げ及び遺物検出
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構味高木遺跡 3次調査地
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調 査 組 織

を中心に行い、 5月 7日 、 SBlの出土遺物の測量 。取り上げを行う。当日、田崎博之、宮
本一夫両先生に調査指導を乞う。 5月 13日 、完掘写真を撮影し、 5月 16日、遺構の測量図が

完了する。 5月 18日、拡張掘り及び深掘りを行い、 5月 22日、出土遺物、調査用具等を撤去

する (野外調査終了)。

5月 25日 より松山市埋蔵文化財センターにて報告書に関する整理作業を行う。この間、奈

良国立文化財研究所、奈良県立橿原考古学研究所、奈良県教育委員会、大阪市文化財協会、

田原本町教育委員会、京都文化博物館他にて資料調査を行う。

(3)調査組織
調 査 地 松山市博味 4丁 目178-3

遣 Ltl名 檸味高木遺跡 3次調査地

調査期間 野外調査 1992(平成 4)年 3月 10日 ～同年 5月 22日

室内調査 1992(平成 4)年 5月 25日 ～同年 8月 31日

調査面積 479m2

調査委託 株式会社三 実
調査担当 梅木 謙一 。宮内 慎―・武正 良浩
調査作業員 高橋  恒・水日あをい。山本  圭

中島  宏 。西原 聖二・富山 寛之
山口 裕二 。林   亨・槍垣 貴仁
黒田 令子・山下満佐子・大西 陽子
兵頭 千恵 。好光明日香 。一花 誠子

。大西 朋子
・渡部 竜二 。木村 浩紀 。大久保英昭
・溝部 真功・山下 邦明 。坂本  守
・小笠原聖二・森田 利恵・松本美知子
・松山 桂子 。三木 和代 。渡部 芙美

(S=1:800)

第40図 調査地測量図
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檸味高木遺跡 3次調査地

2.層 位  (第 41・ 42図、図版22)

本調査地の基本層位は、第 I層表土、第H層責灰色土、第Ⅲ層暗緑責色土、第Ⅳ層暗褐色

上、第V層褐色粘質土である。第V層 より下位の土層は、土層図に示すとおりである。

第 1層 一近現代の造成工事及び農耕による客土である (厚さ25～ 35cm)。

第H層一水田耕作に伴う床土である (厚さ5～ 10cm)。

第Ⅲ層一調査区内に部分的にみられる (厚さ3～ 5 cm)。

第Ⅳ層一調査区東半分を除く地域でみられ、北東から南西に向けて緩傾斜堆積をなす (厚

さ10～ 20cm)。

第V層一地山と呼ばれるものである (厚さ30～ 50cm)。 調査区北西隅及び、南東隅に拳大の

礫が露出している箇所がみられる。

第 6層一淡褐色土。調査区南西部にみられ、調査区中央部から南西に向けて傾斜堆積をな

す (厚さ10～ 30cm)。

第 7層一茶褐色土。調査区ほぼ全域でみられ、その堆積は調査区北西隅が最も厚く、 3～

5 cm大の円礫を多く合む (厚さ10～ 50cm)。

A6  1  A5

H 41′ 500m

IⅢ
Ⅱ

(S=I:30)

第41図 北壁土層図
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暗緑責色土、第Ⅳ層暗褐色

に示すとおりである。
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第43図 遺構配置図
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第 8層一黄褐色砂。調査区北部を除く地域でみられ、北東から南西に向けて傾斜をなす。

1～ 2 mm大の砂粒で、土層観察等により流砂層と考えられる (厚さ5～ 40cm)。

第 9層―責褐色砂。第 8層 と同様の検出状況を示す。 5～ 10cm大の円礫を多く合む (厚さ

5～ 20cln)。

第10層 ―責褐色砂礫。第 8、 9層 と同様の検出状況を示し、砂粒は 1～ 2 mm大のものであ

る。第 8層 と同様に流砂層と考えられ、第 8層 と同一層の可能性もある (厚さ10～

20cm)。

第11層―灰褐色砂礫。調査区全域でみられ、その上面の標高は北東部が高く、南西に向け

て傾斜をなす。わずかながら起伏がみられる。拳大の円 。角礫からなり、おそら

く旧石手川系の砂礫層と考えられる。

自構は第Ⅳ層中及び第 V層上面での検出である (第43図 )。 第Ⅳ層中では竪穴式住居址 2棟

(古墳中期以降)を、第V層上面では掘立柱建物址 1棟、溝 4条、土羨 8基、柱穴204基 (住

居址、掘立柱建物柱穴を合む)、 土器溜り (SXl)他 を検出した。ただし、第 V層上面検出
の遺構は、その深さなどから考えると本来は第Ⅳ層以上の層から掘り込まれた可能性が高い

ものばかりである。

遺物は遺構内及び第Ⅳ層からの出上である。第Ⅳ層からは、弥生土器・土師器 。須恵器の

ほか、石製品としては石斧、石鏃他が混在して出土した。注目すべきものとしては、この第

Ⅳ層中出上の絵画土器がある (巻頭図版)。

第 V層上面の標高を測量すると、調査区北東部が最も高く漸次、南西部に向けて傾斜をな

,している。なお、調査にあたり調査区内を4m四方のグリットに分けた (第44図 )

0            5            0m

(S=I,200)

第44図 調査地区割図
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博味高木遺跡 3次調査地

3.調査の概要 に構と遺物)

(1)竪穴式住居址

本調査において確認された住居llLは 2棟である。第Ⅳ層中にて SBlを 第 V層上面にて S

B2を検出したが、 SB2に ついては本来は第Ⅳ層以上の層から掘 り込まれたものである。

平面形はいずれも方形～長方形であり、両者とも壁体溝がみられる。ただし、 SB2に つい

ては壁体溝のみの検出である。

SBl(第 45図、図版24～ 27)

調査区中央部やや北寄りA5～ B5区に位置する。住居址南西壁は SB2号 住居址壁体溝

小ピットに切 られ、北壁は土装 SKl及 び溝 SD3に 切 られている。平面形は隅丸方形を呈

笥

H41′ 100m

O土 器

● 石器

0        1        2n

(S=に 60)

第45図  SBI測 量図
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調 査 の 概 要

し、規模は東西幅5.7m、 南北幅5.Om、 壁高は住居址北西隅で28cm、 南東隅で15cm(検出面

下)を測る。覆土は暗褐色土である。床面は比較的硬 く平坦である。壁体に沿って幅12～ 20cm、

深さ 3～ 12cmの小ピットが廻っている。床面北部及び西部中央部に幅15cm、 長さ lm、 深さ

約 8 cmの断面「V」 字状の溝を検出した。この溝床は一部凹凸になっている。

主柱穴はSP① o② o③・④の 4本である。各柱穴は円～楕円形を呈 し、径30～ 50cm、 深

さ25～ 30cm、 柱穴間は190～200cmを 測る。この他、床面にて多数の小ピットを検出したが、

その性格は不明である。炉は住居址中央部やや北よりに位置する。平面形は楕円形で、規模

は長径70cm、 短径60cm、 断面は皿状を呈し、深さ約12cmを 測る。炉内にて焼土及び炭を確認

している。その他、住居址北東部にて楕円形土墳 (SK5)を 検出した。規模は長径115伽、

短径70cmで 、北側がやや幅広になっている。断面は皿状を呈し、深さ20cmを 測る。本土羨の

覆土は住居址と同様であるため、本土渡は本住居址の施設であると考えられる。 しかしなが

ら、その性格は不明である。

また、住居 l■床面にて10数基の柱穴を検出したが、本住居址に伴うものであるかは判断で

きなかった。

遺物は、埋土上部と下部とでその時期が異なる (第46～48図 )。 埋土上部では、弥生土器・

土師器・須恵器が混在 して出上したが、これは本住居址を覆う包合層土壌と考えられる。一

方、埋土下部においては、床面直上及び床面付近から完形品を合む土師器片を多数検出した。

炉址内からは、鉢形土器 (29)が、炉址の東側では、完形の小型丸底壷 (23)が出上 した。

また S P182では高不形土器 (41)の脚部が柱穴内に入った状況で出上した。いずれの上器も

,完形に近いものであリー括性の高いものである。

その他、床面から浮離 した状況で、径30～ 35cm、 厚さ15cm程度の石を 2個検出したが、そ

の性格はわからない。

出土遺物 (第46～48図、図版32～ 36)

埋土上層と埋土下層の遺物に分けて解説する。

埋土上層出土遺物 (1～ 13)

1・ 2は 日径10cm程度、 3は 日径約12cmを 測る須恵器のj7h身。いずれも小片である。 1は、

たちあが り端部は内傾する凹面をなし、 3は尖り気味に丸い。 4・ 5は須恵器高郭小片。両

者ともにスカシが看取される。これら須恵器は 6世紀前半代のものと判断される。 6・ 7は

土師器の甕形土器、10は椀形土器である。 6は、日縁部は内湾 してたちあが り口縁端部は先

細 りする。頸部内面に弱い稜をもつ。内外面共に刷毛目調整を施す。 7は 口縁部に屈曲部を

もつもので、日縁端部は丸 くおさめる。10は内湾 してたちあがる体部に、やや内湾する日縁

部がつ く。
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檸味高木遺跡 3次調査地
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調 査 の 概 要

8。 9は弥生後期の主形土器である。 8は肩部片で頸部と肩部の境に押圧による凸帯が 2

条貼付けされる。肩部外面にミガキを施す。 9は 日縁部は外反 して端部は細 く丸 く仕上げて

いる。

H。 12は高不形土器の脚部片。11は脚裾部に円子しをを穿ち、脚部屈曲部に竹管及び半我竹

管文を施すものである。12は脚端部を拡張 し、脚端部に 4条のイ尤線文 (擬凹線文 )、 脚下端部

に 2条の沈線文を施す。

13は、ほぼ完形の扁平片刃石斧である。長さ9,6cm、 幅3.4cm、 厚さ1.lcm、 重さ63.9gと 、

やや大型品である。材質は粘板岩の類であろう。

埋上下層出土遺物 (14～ 45)

土師器 (14～ 29。 32～ 45)

甕形土器 (14～22) 14～ 17は短 く外反する日縁部をもち、日縁端部は先細 りする。頸部

内面に弱い稜をもつ。18・ 21は 口縁部は外反する。18は 日縁端部は九みのある「コ」字状に

仕上げ、21は わずかに内傾する。19。 20は内湾気味にたちあがる日縁部をもつ。日縁端部は

肥厚する。22は 口縁上部を直立気味に立ちあがらせることを特徴とする。

壼形土器 (23～26) 23～ 25は小型品である。23は完形品。扁平の体部に外傾する日縁部

をもつものである。日頸部境には稜はなく、回縁端は細 く丸 く仕上げる。日径は胴部最大径

を凌がない。胴部内外面は横方向のヘラ削 り、日頸部外面は刷毛目調整を施す。24は 日頸部

境にわずかに稜をもつ。外面は全体に刷毛目調整を施す。26は大型品。或形の体部で、外面

は刷毛目調整を施 し、内面は削 り痕を顕者に残す。

高不形土器 (27。 32～45)27は脚部小片。外面に 7条の沈線文と羽状文を施す。32～40は

不部の接合部の形状で三つに分類できる。① :接合部が段になるもの (32～ 36)、 ② :接合部

で屈曲するもの (37・ 38。 40)、 ③ :邪底部よりゆるやかに外反してたちあがるもの (39)で

ある。口縁端部は外反するもの (32～ 34。 37・ 39)、 外傾するもの (36・ 40)がある。lTh底部

は32・ 33。 36に充填技法がみられる。

41～45は低脚で、柱部は三角錐状を呈する。裾部は長く外反して開く。内面の柱部と裾部

の境には稜をもつ。44は充填技法である。

鉢形土器 (28。 29) 28は平底の底部から、外傾して立ちあがり、日縁部は内湾する①日

縁端部は先細りする。底部外面に指頭痕を顕者に残す。29は炉内出土の鉢形土器。日径6.8cm、

器高6.2cmの小型品で、日縁部は外反する。

須恵器 (30。 31)

30は 日径約12cmを はかるlTh蓋。明瞭な稜をもつ。口縁部は外反気味に下がり、端部は内傾

する。31は 日径1lcm前後の不身。たちあがりは内傾し、端部は内傾する凹面をなす。
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第47図  SBI埋 上下層出土遺物実測図 (I)
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I埋上下層出土遺物実測図 (2)第48図  SB
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博味高木遺跡3次調査地

時期 :出土遺物は全体的にみで、古墳時代中期後半～後期初頭の範囲に入るものである。

構味高木遺跡のSB5号住居IIよ りやや新しい時期のものと考えられる。出土状況より、埋

土下層部出土品は、本住居址の埋没・廃棄時に伴う可能性が高い。これらのことから本住居

址は、古墳時代中期後半～後期初頭に廃棄・埋没したものと考える。

SB2(第 49図、図版28)

調査区南西部 C4・ 5区に位置する。住居址南半部は調査区外へ続き、北西部はSBl号

住居址を、北東部はSDlを切つている。ただし、 SBl号 住居址との切 り合いは、 SB2

号住居址の壁体溝に相当する位置にある小ピット列にて、その切 り合い関係を知る。 住居

址上部は後世の削平を受け破損しており、ほとんどの地点でSB2号住居址の床面が露出し

た状況であった。平面形は (隅丸)方形ないし (隅丸)長方形を呈するものと考えられ、規

模は東西幅5.6m、 南北幅3,6mを測る。本住居址に伴う施設として壁体溝に相当する位置に

小ピット列を確認した。小ピットは径 8～ 19.5cm、 深さ3～ 19。 5cmで ある。小ピット内より

土師器片、須恵器片が数点出土している。

主柱穴は、 SP① o②の2本を検出した。調査区外に他に2本あるものと考えられ、主柱

//sB I

(S=に 60)

第49図  SB2測 量図

H 4′ 200m
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第50図  SB2出 土遺物実沢1図

穴はSBl号住居址同様 4本である可能性が高い。柱穴は円～楕円形で、径30～ 50cm、 1条さ
20～ 30cm、 柱穴間は3mを 測る。床面は比較的硬く、北東から南西に向けて緩傾斜をなす (比

高差 5 cm)。 床面にて主柱穴以外に大小 5基の柱穴を検出したが、本住居址に伴うかどうかは

わからない。

この他、本住居址の北側の床面にて85× 70cm、 深さ約10cmの楕円形を呈する凹地を検出し

た。埋土中には炭と焼土が含まれていた。

出土遺物 (第50図 )

土師器 (46)46は甕形土器の口縁部片。推定回径18.8cmを 測る中型のものである。日縁

部は内湾気味にたちあがり口縁端部は丸くおさめる。内外面共にヨヨナデ調整を施す。

須恵器 (47～49) 47・ 48は珠をもたない須恵器郭蓋。47は推定回径H.8cmを 測る。天丼

部と日縁部を分ける稜は退化し、九みをおびたものになっている。48は推定回径12.8cm。 日

縁部はやや外反して下がり、端部は内傾する段をなす。稜は断面三角形で比較的鈍い。

49は不身小片。受部は断面三角形で大く、端部は尖り気味である。

時期 :本住居l■の遺物は僅かであるため正確な時期は判断しがたいが、 SBl号住居址及
びSDlを切ることなどから廃棄・埋没時期の上限を古墳時代後期におくことができよう。

(2)掘立柱 建物 址

本調査において確認された掘立柱建物址は 1棟である。ただし、調査区西側 B6～ C7区

にて柱穴が集中して検出されており、同地点に建物址が存在した可能性もある。

1号掘立柱建物址 (第51図、図版29)調 査区中央やや東寄りA2～ B3区に位置する。
柱穴 S P48・ 1391ま SDlを切っている。第V層上面での検出であるが、土層観察等により、
本来は第Ⅳ層中から掘り込まれたものである。

建物は 2× 2間の総柱建物l■と考えられ、桁行長4.Om、 梁行長3.15mを 測る。東西棟で、

平均柱間は東西2.Om、 南北1.5mである。各柱穴は、円または楕円形を呈し径30～ 60cm、 深さ
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18～ 50cmを 波1る 。柱痕径は10～ 1先mであり、深さは20～30cmで ある。柱穴埋土は暗褐色土で

あり、柱穴内からは弥生土器、土師器、須恵器片が数点出土している。

時期 : 本建物は出土遺物が僅かであるため明確な時期は判断しえないが、 SDlを 切る

ことなどから上限を弥生時代末～古墳時代初頭におくことができよう。

儒)溝
本調査において確認された溝は 4条である。いずれも第V層上面での検出である。

SDl(図 版29。 30)調 査区北東部から南西部に走る溝である。 SB2号住居址、 SK

2、 及び 1号掘立柱建物柱穴に切られる。断面「U」 字状で規模は幅0。 95m、 深さ20～ 35cm、

検出長19.Omを 測る。北東から南西に向けてわずかに傾斜をなす (比高差15cm)。 溝床は比較

的平坦で、埋土は黒褐色土であるが、地点によっては溝床直上に l om大の小礫の堆積がみら

れた。溝の性格は水利に伴うものとしてではなく、むしろ集落の地境を示す境界としてその

役割を果た

哀

‰

‖%

萎攀

Ш008′ 1, H

稲
Ⅷ
嗣

Ⅷ
華 萎

0            1           2m

(S=I:60)

第51図  I号掘立柱建物測量図

′
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194                         206
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したものと考えられる。

遺物は溝の上面にて須恵器片が、埋土中からは弥生土器片が出土した。ただし、上面検出

の須恵器片については流れ込みによる可能性が高い。

出土遺物 (第52図、図版37)

50は弥生時代前期の壺形土器。頸部に 3条のヘラ描き沈線文が 2段に施され、沈線文間に

直線状及び弧状の沈線文が 3～ 4条施される。内面は横方向のミガキが認められる。51は童

形土器の肩部片。貼付の凸帯上に斜格子文を施す。52は 日縁端部をつまみ上げる甕形土器で、

肩部に刻目凸帯が 1条貼付される。弥生第Ⅳ様式に属するものである。53は弥生時代前期の

甕形土器。肩部に 3条のヘラ描き沈線文を施す。54は矢羽根状透かしを有する高辱形土器で

ある。柱部に 6条の平行沈線が施され、さらに脚裾部に 3条、脚下端に 1条の凹線文がそれ

第52図  SDI・ SD2出 土遺物実測図

/オ=雨
~~＼
、
｀
51

〒~~�千=薬=Υ貶

0                    10                   20cm

(S=|:4)

SD 1   50´V55・ 57

SD 2   56
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ぞれ施される。55は高邪形土器の脚部小片。柱状の脚部で、外面は縦方向の丁寧なヘラミガ

キを施す。57は石器素材。

時期 :出土遺物等から、本遺構は弥生時代前～後期に使用し、かつ埋没したものと考える。

SD2(図 版29) SDlと ほぼ平行して走る溝である。遺構東部は撹乱により削平され、

また数基の柱穴によって切られている。断面形、及び規模は、 SDlと 同様で、わずかに深

さが SDlに較べ浅い。溝床は平坦で埋土はSDlと 同様の黒褐色土である。その性格もS

Dlと 同様地境を示す境界であろうと考える。

時期 :出土遺物はほとんどなく、時期の決定は難しいが、 SD2を切る柱穴内の出土遺物

や層位関係等から上限を古墳時代におくことがでよう。

他の溝状遺構についての詳細は表28に記す。

僻)土  媛
本調査において確認された土装は8基である。 7基については第 V層上面での検出で、 S

K5は SBl内 に伴うものである。

SKl(図 版30) 調査区北西A4・ 5区に位置する。南側はSBlを切り、北側は調査

区外へ続く。第Ⅳ層中からの掘り込みである。平面形は長楕円形を呈すると考えられ、規模

は長径2.4m、 短径1.3m、 深さ70cmを測る。断面形は舟底状をなし埋土は上層が暗褐色上、

下層は粘性の強い黒褐色土であり炭化物が検出された。遺物はわずかに土師器片、須恵器片

が数点出土しているのみである。また、床面付近に径20～ 25cm、 厚さ10cm程度の石が 2点検

出された。遺構の性格は下層において炭化物を検出したことなどから炉の可能性が考えられ

る。 2個の石についても、なんらかの役割でこの炉に伴うものと考えてよかろう。遺構の時

期については遺物が僅かであるため明確な時期は判断しがたいが、 SBlを切ることから、

古墳時代中期後半以後に廃棄・埋没したものと考える。

SK2(図 版28)調 査区南西C5区に位置し、 SB2号 住居址北西部床面において検出

された。 SDlを切りSP①、 S P157に切られる。2.05m× 1.20mの隅九長方形を呈し、深

さ17cmを測る。埋土は暗褐色上で炭が少量混じる。出土遺物は、基底部より弥生土器片が 1

点出土している。しかしながら、 SK2の 時期・′l■格や SB2に伴うものかどうかはわから

ない。

その他の上羨についての詳細は表29に記す。

(5)その他の遺構 と遺物

本調査において確認された柱穴は204基 (住居址、掘立柱建物柱穴を合む)である。いずれ

も第 V層上面での検出である。埋上の違いにより3グループに分けられる。柱穴内からの遺

物の出土はあまりみられないが、少なくとも3時期に分けられるものと考えられる。

この他には土器溜りSXlを確認している。
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SXI 調査地中央やや北東よりB3区に位置する。明確な掘 り方は確認できなかった。
80× 120cmの範囲で土器が集中して検出された。出土遺物は甕形土器、壷形土器、高不形土器

で、一括品として資料性が高い。

出土遺物 (第53図、図版38・ 39)

甕形土器 (58～ 62・ 66～69) 58～ 60は 日縁端部をつまみ上げ状にする甕形土器。58は 日

縁が「く」の字状を呈する胴張 りのもので、59・ 60は 日縁逆「 L」 字状を呈する胴の張 りの

弱いものである。器面外面は、すべて頸部に横方向のナデ、胴部上半部には縦方向の刷毛日、

胴部下半には縦方向のミガキが施される。

61・ 62は 日縁部に凹線文を施す甕形土器。両者とも2条の凹線文が施される。61は、日縁

内面がやや内湾 し、日縁屈曲部に 1条の凸帯が貼付される。62は凸帯上に刻目を施す。内外

面共に刷毛目調整を施す。

66～69は甕形土器の底部。すべて平底をなし、外面に縦方向のミガキが認められる。

主形土器 (63) 63は 日縁部に 3条の凹線文を施すもの。日縁内面はナデによりわずかに

凹む。頸部下半に縦方向のミガキがみられる。

高邪形土器 (64・ 65) 64は 内傾する口縁に 5条の凹線文が施される。凹線文以下や頸部

外面に縦方向のミガキが施される。内面は刷毛目調整後、 ミガキがみられる。65は高郭の脚
部で、外面には刷毛目調整が者千残る。矢羽根透かしは貫通せず、脚端部に 3条の凹線文が

施される。

時期 :こ れらの上器は弥生時代中期後半のものである。

第Ⅳ層出土遺物 (第54～57図 )

須恵器 (第54図 )

郭蓋 (70～72) 天丼部は比較的扁平で、天丼部と口縁部を分ける稜は鋭い。日縁部はや

や外反気味に下がり、端部は内傾する段をなす。

不身 (74～ 78) 74・ 75はたちあが り長 く内傾 し、端部は内傾する凹面をなす。76。 77は

扁平な底部をもつ。77はたちあが り端部は尖り気味に丸く仕上げる。

高lTN(73・ 79,80) 73は有蓋高不の蓋。つまみ中央部は凹む。79・ 80は脚部片。 3方向

に透かしが看取される。

壷 (81・ 82) 81は広口壷。やや肩の張る胴部から外反気味に立ち上がり、日縁部は下方

に肥厚する。胴部外面に平行叩き、内面に円弧叩きを施す。82は短頸壼。口縁部は丸くおさ

める。

堤瓶 (83) 83は堤瓶の日縁部片。日縁部は内湾 し端部は内方に屈曲する。中位に 1条の

凹線を施す。

Lft(84・ 85)84は 日縁部は上外方に大きく外反 し、端部は内傾する段をなす。凸帯の上
下に波状文を施す。85は胴部片。 2条の沈線間に刺突列点文を施す。
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土師器・ 弥生土器 (第55図 )

甕形土器 (86～89)86は 日縁部は外反 し口縁中位はわずかに肥厚する。87は 口縁上位で

屈曲した後直立 し日縁端部は内傾する。88・ 89は 口縁部は内湾 し、端部は肥厚、89は 内傾す

る稜をもつ。

壺形土器 (90。 91,96) 90は 日縁端部はわずかに上方に肥厚 し、日縁部に 2条の凹線文

を施す。91は複合口縁壷。口縁拡張部は内傾 し、斜格子文を施す。96は小型の壼。肩部の張

りは弱 く、胴部最大径は日径を凌ぐ。日縁端部は先細 りする。

高郭形土器 (92～95) 92～ 94は邪部片。92は不屈曲部にわずかに稜をもつ。92・ 93共 に

椀形の不部で日縁部は外反する。95は脚部片。裾部は長 く内湾 し、柱裾部内面にわずかに稜

をもつ。

ミニチュア土器 (97) 97は ミニチュア品。内外面共に指頭痕を顕著に残す。

叡形土器 (98。 99) 98。 99は飯の把手。両者共に上外方に湾曲する。

100。 101は 甕形土器、 102。 103は壺形土器の底部。100は上げ底を呈する。101はわずかに

突出する底部で外面に叩き調整を施す。102・ 103は平底。調整は摩減の為不明である。

石鏃 (104) 完形品 。緑泥片岩製。

朝鮮系軟質土器 (第56図 )

朝鮮形軟質土器は 8点出土した (本稿掲載は 3点 )。 第Ⅳ層包合層からの出土である。器表

面に施される叩きは、正格子叩きと斜格子叩きの 2種類があり、少なくとも2個体以上の破

片と推定される。器種の判断されるものとしては 1個体がある。胴部径や傾きなどから判断

すると、こ形土器もしくは長胴の甕形土器と考えられる。外面は正格子叩きが施され、内面

はナデにより仕上げられているが、内面に叩きのあて具の痕跡は確認できなかった。胎土は

石英、長石のほか、赤色土粒 (シ ャモットか ?)を合んでいる。

0                     5                     10Cm

(S=1:2)

第56図 第Ⅳ層出土遺物実測図
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第57図 線刻画上器実測図
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（
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(S=I:3)

(S=I:2)
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その他の遺構と遺物

線刻画 (絵画)上器 (第57図 )

調査区の中央部やや南よりA地点とB地点から船を描いた線刻画 (絵画)土器が出土した

(第44図 )。 出土地点は約 2m離れてはいるものの同一個体であることを確認した。船が描か

れている土器は唐古鍵遺跡や清水風遺跡などこれまでに11遺跡14例が報告されている。今回

出上のものは、頸部付近の破片で (幅 7～ 8 cm、 長さ11～ 12cm、 厚さ1.5c/m)、 両方とも第Ⅳ

層包合層掘 り下げ時に出土 したものである。包合層は厚さ約20cmの堆積をはかり弥生時代～

中世の遺物が混在 していたものの分層できなかったため堆積時期は明確には判断しえなかっ

た。 しかしながら土器の径や傾き、器面調整等から復元すると、松山平野における弥生時代

後期の複合口縁壺形土器になるものと推定される。

器面調整は、頸部上半部外面 (絵が描かれている部分)は刷毛目調整後ナデ消 しを、下半

部外面は横方向のヘラ磨きを施 している。内面は上半部がヨコナデ、下半部は縦方向の粗い

刷毛目調整を施 している。

船については、船首は左側で、櫂は現状で 8本 (推定 9本か)を確認 している。次に船の

上に描かれている「W」 字状のものであるが、これは人間の足を表現 しているものと考える。

現状で 4対が確認できる。その他、船の両側に各 2個の四角形状のものが、ほぼ左右対称に

描かれている。おそらくは漁粉具 (網か ?)の類であろうと思われるが類例がなく断定はで

きない。まあ船首側の四角形状のものの横に描かれている 3本線については、船の構造物な

のか、あるいは漁粉具の類のものかはわからない。

4.小  結

(1)弥生時代

遺構 弥生時代に時期比定できるのは土器溜 りSXlで ある。遺物の出土状況よリー括投

棄がなされたことが知れる。

遺物 中期後葉以降の遺物が大半をしめ、包合層と遺構埋土より出土 した。他に、前期の

遺物が溝 SDlか ら出土 している。 SXlか らは多様な土器が良好な状態で出上 した。甕形

土器、壷形土器、高lTh形土器が出上しており、中期後半の器種構成を考えるうえでの好資料

(一括資料)と なるものである。

甕形土器は、日縁端をつまみあげるものや、日縁に凹線文をもち頸部に刻目の凸帯を貼付

するものである。壺形土器は、日縁に凹線文をもつ小型壺である。高邦形土器は口縁部に凹

線文をもち、やや内湾するものである。脚部に矢羽根透かしをもっている。

各器種 とも弥生第Ⅳ様式に属するものである。
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修)古墳 時代       
ぶ

遺構 本調査検出の竪穴式住居址は古墳時代の築造と考えられる。切 り合い関係からSB

lが SB2に 先行する。平面形は四角形プランで、主柱穴はSBlで 4本を検出した。 SB

lでは壁体沿いに壁体溝が巡る。その溝中に小ピットが検出された。 SB2では壁体溝は検

出されなかったものの、SBlと 同様の小ピットが検出された。さらには、 SBlの床面に

て無数の小ピットが検出された。これら小ピットは構味高木遺跡 〔梅木・宮内1992〕 や松山

大学構内遺跡 2次調査 〔梅木・宮内 1991〕 など、松山平野の竪穴式住居llLにみられる構築

物である。

注目されるのはSBlである。埋土上層部出土の遺物は、弥生土器 。土師器・須恵器が混

在していたが、埋上下層部出上の遺物については一括性の高い資料である。床面出上の小型

丸底壺は、日径が胴部径より小さく、頸部はやや短くなっている。甕形土器は日縁端部の内

傾と肥厚はあまりみられない。高邪形土器は、日縁部は内湾して立ち上がり口縁端がやや外

反する形態をとる。形式学的には檸味高木遺跡 SB5号住居址よりはやや新しい時期のもの

と考えられる。古墳時代中期後半の上器様相が知れるものとして好資料となるものである。

(3)線刻画 (絵画 )土器 の出土

第Ⅳ層中から船を描いた線刻画 (絵画)土器が出上した。土器は復元すると松山平野にお

ける弥生時代後期の複合口縁壺形土器になるものと考えられる。本調査出上の線刻画 (絵画)

土器の特徴は、従来出土しているものにない表現方法で描かれているところである。特に、

船の本体や人間の表現などはこれまでにない意匠である。船については、船体の羽状文によ

る充填や、スピード感のある櫂の表現などがそれである。また、人間については、従来、足

は 1本線もしくは 2本線で描かれているものがほとんどであるが斜線により充填している点

が特徴である。船が描かれている土器はこれまでにも出土例はあるが、今回出上のものはそ

れらに較べ表現方法がよリリアルで、なおかつ写実性に富んでいる。しかも非常に丁寧な線

刻を施しているところなども注目されるところである。

今回出土の線刻画 (絵画)土器は、原始・古代の船舶の構造を考えるうえでは重要であり

かつ貴重な資料である。一方、本調査地は第 1図からもわかるように海岸からはなれた内陸

の平野部にあたっている。このような内睦地域から海に関連するものを描いた土器が出上し

たことは非常に興味深く、間接的ではあるが内陸集落と海のつながりを知る 1つの手がかり

となるものである。

なお、線刻画については石野博信、佐原 真、橋本裕行、藤田二郎、朝鮮系軟質土器につい

ては田中清美、今津啓子ほか多くの方々の指導と助言を賜った。感謝申し上げます (敬称略)。
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線刻画 (絵画)上器の出土
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遺構 。遺物一覧 (宮内慎― )

(1)以上の表は、本調査検出の遺構 。遺物の計測値及び観察一覧である。

(2)遺構の一覧表中の出土遺物欄の略号について。

例 )縄文→縄文土器、弥生→弥生土器、土師→土師器、須恵→須恵器。

●)遺物観察表の各記載について。

法量欄  ( ):復 元推定値

形態 。施文欄 土器の各部位名称を略記。例 )口 → 口縁部、胴上→胴部上位、柱→柱

部、裾→裾部、胴底→胴部～底部。

胎土・焼成欄 胎土欄では混和剤を略記 した。例)砂→砂粒、長→長石、石→石英、

蜜→精製土。 ( )中の数値は混和剤粒子の大 きさを示す。 例)砂・

長 (1～ 4)→「 1～ 4 mm大 の砂粒 。長石 を合む」である。

、    焼成欄の略記について。◎→良好、O→良、△→不良
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表27 掘立柱建物址一覧

表20 溝一覧

表29 土墳一覧

構味高木遺跡 3次調査地

表26 竪穴式住居址一覧

穴

め

竪

６
時  期 平面形

規   模
長さ×I賑 ×深さ(m)

主柱穴

(本 )

内部施設
周壁溝 備 考

高床 土壌 炉

古墳中期 隅丸方形 57× 50× 028 ○ O O S32,SKl,SD3に 切られる。

2 古墳中期以降 隅丸方形 56X36× α ○ ○ SDlを切る。

掘立
規  模
(間 )

方 位

桁 行 梁 行
床面積

(ド )
時  期 備  考

実長(尺 ) 柱間寸法(尺 ) 実長 (尺 ) 柱間寸法(尺 )

I 東西 400(133) 6568 315(105) 51,54 弥生～古墳 SDlを 切る

溝

ＳＤ
地   区 断面形

規   模
長さX幅 ×深さ(m)

埋  土 出土遺物 備   考 時  期

| Al～A5 U字状 1900× 095× 030 黒褐色土 弥生・須恵 SK21こ切られる。 弥生以降

2 Bl～ C4 U字状 13 50× 0 85X0 15 黒褐色土 弥t,■ ,V・ 須恵 弥生以降

3 A4 凹レンズ状 120X036X Oよ 7 暗褐色士 SBlを 切る。 古墳中期以降

4 B5 皿状 050X025X006 暗褐色土 SBlに切られる。 古墳中期以前

噴

Ю

±

６
地  区 平面 形 断面形

規   模
長さ×幅×深さ(m)

埋  土 出土遺物 備   考 時 期

I 長惰円形 摺鉢状 250X175× 070 黒色粘質↓ SBlを 切る。 古墳中期以降

2 長方形 皿状 210X125× 025 褐色」: 弥生
SDlを切る。
SB2床面検出

弥生以降

3 椿円形 摺鉢状 褐色〕 弥軒:・ 土師・須患 SK8を切る。 時期不明

4 楕円形 皿状 170X060× 007 暗褐色子 土師・須恵 時期不明

5 楕円形 皿状 115× 070× 020 暗褐色子 土師・須恵 SBl床両 古墳中期

6 円形 逆台形状 120× 030× 025 暗褐色す 時期不明

7 円形 皿状 i00× 050× 015 晴褐色土 時期不明

8 方形 皿状 140× 060× 010 暗褐色土 弥■・土師・須恵 SK3に 切 られる。 時期不明
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表32 SBl下 層出土遺物観察表 土製品

遺 物 観 察 表

表30 SBl上 層出土遺物観察表 土製品

番号 器種 法量 (cm) 形態・施文
調 整

色調(色 )
生
成

胎
焼 備考 図版

外   面 内  面

| 郭身

口径 (102)

受部径(121)

残高  30

たちあが りは直線的にの

び端都は内傾する凹面を

なす。受部端に沈線状の

凹み。

① 一回転ナデ

◎一回転ヘラ削り
回転ナデ

回転ナデ 青灰色
密

◎

2 必身
受部径l120)

残高  25
受部は比較的長 く、やや

上外方にのびる。
回転ナデ 回転ナデ 灰色

密

◎

3 郭身
Π径 120)
受部径(143)

たちあが りは内傾 し、瑞

部は央り気味に丸い。受

部はほぼ水平にのびる。

回転ナデ 回転ナデ 灰色

密

◎

4 高 イ
脚基言「径l19)

残高  30

ハの字状に開 く高イの脚

部片。スカシ窓あり。

④ 一回転ナデ

⑩一回転カキロ
④―ナデ

⑩一回転ナデ
青灰色

密

◎

5 高イ
4H底得 (90)

残高  29

高邦脚部小片。脚端部に

1状の凸線が巡る。

スカシ窓看取。

回転ナデ い1転ナデ 灰色

密

◎

6 嬰
Πtt t43)

残高  37

内湾する口縁部。日縁端

部はわずかに内側に突出

する。

① ハケ6本 /1cnll→
ナデ

〇 ハケ

“

本/1耐

①一ノヽケ→ナデ

⑤―ナデ
黄褐色
えi'長 (1～ 2)

◎

7 褻
日径 (156)

残高  30

内湾する口縁部。 日縁部

L部 に日曲部をもつ。日

縁端部は丸い。

ヨコナデ ヨコナデ 乳褐色
石'長 (1～ 2)

◎

8 重
頸部径(210)

残高  78

壺形土器の頸部片。押圧

による 2条の凸帯が員占付

される。

◎―ヨコナデ

〇一ヘラミガキ
ヨヨナデ 灰褐色

石・長(1-0

◎

9 壷
‖径 (124)

残高  46
外反する口縁部。日縁端

部は丸 くおさめる。
ヨコナデ ヨヨナデ ①―宇し褐t

O―赤褐t
石。長(1～か

○

椀

径

古
同

川

残

(140)

46
内湾気味にたちあがるΠ

縁部。端部は丸い。
ヨヨナデ

①―黄褐t
O―黒灰t

密

◎

高イ 残高  25
高界の脚部小片。屈曲部

上下位に半散竹管文及び

竹管文を施す。円手し看Jfk。

ケヽ (10本 /1cm) ケヽ→ナデ
①―褐 雀
⑪―晴褐屯

石・長(1～か

◎

高
jTN
脚部径(217)

残高  32

脚端部は拡張 し、裾 ド部

に 4条の擬凹線文、瑞面

に 2条の沈線文を施す。

ヨコナデ 黄褐色
石・民(1～ 4)

◎

表31 SBl上 層出土遺物観察表 石製品

番号 器  種 残存 材質
法 量

備考 図

"長さ(cm) 幅 (cm) 厚さ(cm) 重さ(g)

扁平片刃石斧 完形 粘板岩 63 958

番 号 器種 法量 (cm) 形態・施文
調 整

色調(色 )
胎 土
焼 成

備 考 図顔
外   面 内  面

甕
口行 (140)

残高  52
内湾 して外反するΠ縁部

端部は先細 りする。

Ｏ

⑮

ヨコナデ

ハケ(7本/1cm)

①

⑪

ヨヨナデ

ヘラケズリ
黄灰色

石・kO～ )

○
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SBl下層出土遺物観察表
▲
土製品

番号 器 種 法量 (cm) 形態・施文
調 整

色調(色 )
上

成

胎

焼
備考 図版

外  面 内   面

褻

卜径

一高

口

残

(134)

37
外反する日縁部。

1/6の残存。
摩減の為不明 摩減の為不明 赤褐色

密

Ｏ

褻

一径

一日

日

残

(138) 口縁部は外反し、端部は

丸くおさめる。

O―ヨコナデ

⑪一ハケ→ヨヨナデ
①―ヨコナデ

⑪―ヘラケズリ
①―褐 色
⑥一赤褐色

密

◎

17 褻
一倫

一高

口

残

(121)

30

内湾気味にたちあがるロ

縁部。端部は丸い。
ナデ 、ケ→ナデ

①―灰黄色
O―黄褐色

石。長(1-か

◎

饗

一径

一島

日

本娠

(134)

33
外湾 してたちあがる日縁

都。端都は丸 くおさめる。

O― ヨコナデ

◎一ハケ
ヨコナデ

④―昇灰色
⑥―黄灰色

密

◎

喪

卜径

一働

口

残

(176)

27

口縁部はわずかに内湾 し、

端部は外方に突出する。
摩減の為不明 摩減の為不明 黄灰色

石長(1～り

◎

蜜

一特

一島

口

“察

内湾する日縁部。端部は

コ字状でやや内傾する。
摩減の為不明 ヨヨナデ 黄灰色

石'長 (1～り

◎

褻
Π径 (138)

残高  30

外反する日縁部。端部は

わず力Чこ外方に突出する。

1/8の 残存。

ヨコナデ ヨヨナデ
Э一灰黄t
O―黄褐t

密

◎

壷
口径 〈174)
残高  57

外反する頸部に、外反す

る日縁部がつ く。
ヨヨナデ

①一摩減の為不明

⑪―ヨコナデ
①―子し褐色
⑥―赤褐色

石張 (卜 21

金

O

小型

丸底壷

径

吉
同

口

器

完形品。肩部は強 く張 り

胴下半はすはまる。日縁

部はやや内湾 し、端部は

光細 り。

①―ヨヨナデ
∽ ―ハケ(7本 /1cm)
→ヨコナデ

0同 n―ナデ

O―ヨコナデ

⑩―ナデ
⑥―乎t褐色
⑥―黄褐色

石・ミ(1～ 31

金

◎

型ヽ
麟

刊

丸
残高  75

肩部の張 りが強い。

2/3の 残存。
ハケ (7本 /1cm)

③一ハケ0本/1cn
⑩―ナデ

乳灰色
密

◎

小型

丸底壷
残高  65

肩部は張 り、胴下半はす

ばまる。胴部内面に指頭

痕顕者。

摩減の為不明 摩減の為不明 灰黄色
石。長は～0

◎

一軍
頸部径(122)

残高 203
半球形の胴部。 ケヽ (10～ 12本 /1cm)

ω ―ヨヨナデ

∽ ―ヘラケズリ
D-7し褐色
D―赤褐色

石・長(1～ 51

O

高イ 残高  37
器台の脚部小片。7条の沈

線文と縦方向の有軸羽状

文を施す。

ナ デ

黄灰

灰

一　

一

Ｄ

③

石。長住～21

◎

椀
径

古
同

口

い奇

(■ 2)

53

内湾 してたちあがる口縁

部。端部は先細 りする。

底部は平底。

ナ デ 摩減の為不 IIB 黄褐色
密

◎

鉢

々，

一ｈ

Ｒ

器

完形品。丸底の底部から

内湾気味にたちあが り、

11縁部は外反する。

ナ デ
①―ハケ

⑪―ナデ
淡灰褐色

石̀長住～31

◎
炉 内

lrN畜
径

一働

口

残

日縁部は外反気昧に下が

り端部は内傾する。

○一回転ヘラ削り

○一同転ナデ
回転ナデ 灰色

密

◎

不身

口径 (108)

受部待l128)

残高  30

たちあが りは内傾 し、端

部は内傾する。受部はや

や■外方にのびる。

回転ナデ 回転ナデ 青灰色
密

◎
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遺 物 観 察 表

SBl下 層出土遺物観察表 土製品

番号 器種 法量 (cm) 形態・施文
調 整

色調(色 )
生

成

胎

焼
備 考 図版

外  面 内  画

高邦

径

径

；
同

Π

底

残

(170)

126

136

日縁端部は外反する。

屈曲部は丸みのある段を

もつ。

ヨヨナデ ヨヨナデ 淡黄色
石・受α～0

◎

高
j7N
日径 (167)

残高  51
口縁部は外反 し、屈曲部

に段をもつ。充壊技法。
摩減の為不明 摩減の為不明 赤褐色

石。長(1～ 31

O

高●FN
口径 (180)

残高  56

深い必部。屈曲部は丸み

のある段をもつ。日縁端

部はややうす く丸い。

摩減の為不明 摩減の為不明 責褐色
石'長 O～51

O

高郭 残高  35
郷屈曲部は丸みのある段。

1/6残 存。
摩減の為不明 摩減の為不明

Э―暗褐t
O―暗黄t

看'長は～31

金

◎

高イ
回径 (132)

残高  62

内湾する日縁部。屈曲部

にわずかに稜をもつ。充

壊技法。

ナ デ ナデ 乳黄色
密

○
果斑

高郭
口径 l176)

残高  44

外傾外反する日縁部。端

部は先細 りする。屈曲部

はかすかに稜をもつ。

ヨコナデ ヨコナデ ④―黒灰t
③―淡黄t

密

◎
黒JRI

高イ 残高 40
内湾する日縁部。邦屈曲

部はかすかに稜をもつ。
ヨヨナデ ヨヨナデ D―灰褐色

D―淡貢色
石・長 1

◎

高 jrN
口径 (180)

残高  37
外傾外反する日縁部l海残

存。
ケヽ→ヨコナデ ヨヨナデ 黄褐色

密

◎

高 lTN 残高 127
ITN屈 曲部は稜をもつ。器

璧は厚い。
摩減の為不明 摩減の為不明 淡黄色

石・長(1～ D

全

○

高邪
一径

一局

底

残

116
裾部は長 く内湾 し、器壁

は厚い。柱―裾部内面に

稜あり。

⑧一板ナデ

⑦―ヨコナデ
ヨコチデ D―褐 色

Э―茶褐色

石.長 0～ 21

金

◎

36

高郭
底径  106
残高  72

柱部はややお、くらみ、裾

部は長い。柱 ―裾部内面

に稜あり。

摩減の為不明 摩減の為不明 乳灰色
石'長 a～ 0

◎

高郎 残高  64 組み合わせ技法。 コヨナデ
④ ハケ→ナデ

①―ヨヨナデ
乳寅色

石・長(1～ 0

◎

高邦 残高  65
柱の状錐角

　
。

一二

法

充填技
ヨヨナデ ヨヨナ デ

D―赤持色
Э―乳rk色

密

◎

高必
底径 (118)

残高  35
高邦の脚部片。

○―ココナデ

⑭ ′サ6本れc耐・ナデ
ナ デ 褐色

密

◎

表33 SB2出 土遺物観察表 土製品

番号 器種 法量 (cm) 形態・施文
調 整

色調(色 )
生
成
胎
焼 備考 図加

外   面 内  面

築

「]径  (188)

残高  25
内湾する日縁部。端部 l」

丸 くおさめる。
ヨコナデ ヨコナデ 乳褐色

子i・美(1～妙

◎
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構味高木遺跡 3次調査地

SB2出土遺物観察表 土製品

番号 器種 法量 (cm) 形態・施文
調 整

色調(色 )
生

成

胎

焼
備 考 コ蛎

外  面 内  面

郭蓋
一俺

一嵩

口

残

(118)

27

天丼音Fと 口縁部の境界は

凹線による。日縁端部は

内傾する。

回転ナテ 回転ナデ 灰色
密

◎

ITN蓋

径

古
同

国

小娠

(128)
天丼部 と日縁部の境界の

稜は段差による。 日縁部

は外反 し、端部は内傾。

○一回転ヘラ削り

O一回転ナデ
回転ナデ 青灰色

密

◎

不身
受部径(128)

残高  21
たちあがりは内傾。受部

は大く、水平にのびる。
回転ナデ 回転ナデ 青灰色

密

◎

表34 SD出土遺物観察表 土製品

番号 器種 法量 (cm) 形態・施文
調 整

色調(色 )
土

成

胎

焼
備 考 IXH赫

外   面 内   面

壷 残高  53
頸部片。上下に3条の沈線

文を施 し、その間に孤文

が施文される。

ヘラミガキ ヘラミガキ D―茶褐色
0-黄褐色

石・長(1-3)

金

◎

SDl 37

壺 頸部径(220)

頸部片。1条の凸帯が貝占付

され、凸帯上に斜格子文

を施す。

ケヽ (5～ 6本 /1cm) ヨヨナデ
0-黄褐t
③―淡褐t

石・長a～妙

◎
SDl

襄
口径 〈237)
残高  17

口縁部は押庄による凸帯

が貼付される。 口縁端都

は上方につまみあげられ

る。

ヨヨナデ コヨナデ 黄褐色
石`長 (1～ 0

◎

巽
阿径 (162)

残高  29
小片。頸部外面にヘラに

よる2条の洗線文を施す。
摩減の為不明 摩減の為不明 褐  色

石。長住～妙

O

高 jr
脚廣径 103

残高  103

脚中位に6条のlt線文、脚

裾部に4条の凹線文、端部

に1条の i尤線文を施す。

④―ヘラミガキ

⑩―ナデ
④―ヘラミガキ

⑩一摩減の為不明
①―赤褐宅
⑥―晴褐雀

石'長 9～り

◎
SDl 37

高 lTN 残高  51
高
jTNの
脚部片。組み合わ

せ技法。
ヘラミガキ

①―茶褐色
⑥―灰黄色

密

◎

壺

経

ヤ
同

底

残

やや突出する底部からi
外方に内湾気味にたちあ

がる。

摩減の為不明 摩減の為不明
①―暗褐色
⑥―灰褐色

石'長は～51

◎

表35 SD出土遺物観察表 石製品

番 号 器   種 残存 材質
法 量

備 考 図師
長さ(cm) 幅 (cm) 厚さ(cm) 重さ(g)

不明 完 形 緑泥片岩 387 5

表36 S Xl出土遺物観察表 土製品

番号 器 種 法量 (cm) 形態・施文
調 整

色調(色 )
生

成

胎

焼
備考 コ肪

外  面 内  面

褻
同行 (176)

残高 214

II縁端部を ヒ方につまみ

あげる。頸部に横方向の

ナデを施す。

O― ヨコナデ

∽ 一ハケ(4本 /1cm)

∽ ―ヘラミガキ

①―ヨコナデ

山 一ハケ

∽ 一ヘラケズリ

0-赤褐色
0-黄褐色

石・員は～0

◎
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S Xl出土遺物観察表 土製品

表37 第Ⅳ層出土遺物観察表 土製品

遺 物 観 察 表

番号 器種 法量 (cm) 形態・施文
調 整

色調(色 )
生

成

胎

焼
備考 EXH赫

外  面 内  面

褒.
H径 (160)

残高 195

水平に折れまがる日縁部。

端部はわずかに上方につ

まみあげられている。

①―ヨコナデ

ω 一ハケ(6本/1cm)

ω ―ハケ→ヘラミガキ

①―ヨコナデ
⑮一ハケ6本/1c→

赤褐色
石・長0～21

◎

姿
11径  (170)

残高 128

口縁端部はわずかに上方

につまみあげられ、日唇

部に1条の凹線文を施す。

⑥―ヨヨナデ

⑬―ナデ

⑩―ハケ6本/1cn)

①―ヨヨナデ

⑩―ハケ(10本/1c→
赤褐色

石。長住～り

◎
媒

61 甕
曰径 (224)

残高 105

日縁部に2条の凹線文をも

ち、頸部に押圧による凸

帯を貼付する。

O―ヨコナデ

⑩ ′サ住0～■本/1c耐
①―ヨコナデ

⑩ ハケ00-11本 /1卸 )
褐色

密

◎

賽
径

吉
同

日

本娠

(204)

78

日縁部に2条の凹線文をも

ち、頸部に押圧による刻

目凸帯を貼付。

①―ヨヨナデ

⑩ ハケ6本/1c耐
①―ヨコナデ

⑮一ハケ6本/1c0
灰貢褐色

石長ll～ 21

◎

口径 (130)

残高  58

口縁部に3条の凹線文を施

す。日縁部内面は、わず

かにナデ凹む。

◎―ヨコナデ

⑪―ヘラミガキ
①―ヨコナデ

⑬―ナデ
黄褐色
石'長 (1-か

◎

高イ
口径 (192)

残高  60
日縁部はやや内湾 し5条の

凹線文を施す。

⑮ ―ナデ

⑮ ―ハケ(lψ膨れ cm)

⊂⊃―ココナデ

⑮ ―ハケ(1々膨れcml

→ヘラミガキ

褐色

密

◎
黒斑

高邪
一徒

一日

底

残

(113)

26

64と 同一個体か。裾部に

3条の凹線文。裾部に1条

の凹線文。矢羽透 し看取。

⑩ ―ハケ→ヨヨナデ

ω ―ナデ
Ω ―ナデ

ω ―ヨヨナテ
褐 色

密

◎

甕
底径  (56)

残高  31
平底。わずかに直立して

立ちあがる。

⑩―ヘラミガキ

⑧―ナデ
ナデ (指頭痕 ) 褐色

密

◎

褻
径

甘
同

底

残

57 平底。内傾した後、外傾

して立ち上がる。

⑮一ヘラミガキ

⑧―ナデ
ナ デ 赤褐色

石・長住～21

◎

蜜
底径  78
残高  4,

平底。

外傾 して立ち上がる。

⑩―ヘラミガキ
⑬―ナデ

ナデ (指頭痕 ) 灰褐色
石長は～妙

◎

褻
径

亡
同

底

残

平底。

外湾 しながら立ち上がる。

⑩―ヘラミガキ

〇―ナデ
ナデlt旨頭痕頭者) 灰褐色

石長住～0

◎

番号 器 種 法量 (cm) 形態 。施文
調 整

色調(色 )
生

成

胎

焼
備考 図版

外  面 内  面

〆蓋

日径 (120)

稜径 (120)

器高  44

天丼菩Hよやや丸みをもつ。

日縁部は内湾気味に下か

り日縁端部は内傾する。

○ 一回転ヘラ削 り

①―回転ナデ
回転ナデ 灰色

密

◎

71 イ蓋

径

径

高

口

稜

器

(133)

(132)

5ユ

天丼部は丸みをもち、稜

は段差により浮かびあが

らせている。 口縁端は凹

面。

〇一回転ヘラ曹1り
① 一同転ナデ

回BArナ デ 灰色
密

◎

郭蓋

径

径

高

口

俵

残

(113)

(112)

48

天升部は丸く、稜はわず

かに突出する。日縁瑞部

は内傾

〇一回転ヘラ削り

①一回転ナデ
回転ナデ

晴灰色

青灰色

密

◎

蓋
つまみ径31

残高  19
有蓋高不の蓋。つまみ中

央部は凹む。

(つ まみ)―ナデ

○一E「H転ヘラ削り
同転ナデ 灰色

石 k(1～ 2)

◎
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構味高木遺跡 3次調査地

第Ⅳ層 出上遺物観察表 土製品

番 号 器種 法量 (cm) 形態・施文
調 整 色調絵吾|

生

成

胎

焼
備考 コ婦

外 面 内  面

不身

日径  ■ 0
受部径 134

雁高  50

ほぼ完形。たちあが りは

内傾 し、端都は内傾。底

部はやや平底。

①一回転ナデ

◎ 一回転ヘラ削 り
回転ナデ

青灰色

灰 色

密

◎

必身

日径 (120)

受部径(138)

残高  45

たちあがりは内傾し、瑞

部はわず力Чこ凹面をなす。

受部は短く_と外方にのび

る。

①一回転ナデ

⑬一回転ヘラ削り
回転ナデ

灰 色
青灰色

衝

◎

イ身

日径 (132)

受部径(158)

器高  28

たちあが りは内傾 し、端

部は尖り気味に丸い。受

部は、大 く、底部は平底。

①―同転ナデ

⑤ 一回転ヘラ削 り
回転ナデ 灰  色

密

◎

jTN身

日径 (132)

受部径(155)

器高  33

たちあがりは厚みがなく、

端部は丸い。受部は大 く

やや上外方にのび、底部

は平底。

O一回転ナデ

⑬一回転ヘラ削り
回転ナデ 灰  色

密

◎

不身
口径 (92)

残高  38

たちあがりは非常に短く

内傾。底部は深さはある

が扁平底。

③一回転ナデ

〇一回転ヘラ削り
回転ナデ

青灰色

灰 色

密

◎

高 JT
一径

一励

底

残

低脚の高イ。脚輪部付近

は段をな して下が り、端

部は内傾。スカシあり。

ω
∽
回転カキロ

回転ナデ
回転ナデ

青灰色

灰 色

密

◎

高邦
径

高

底

残

脚部はハの字状に外反 し

て 下が り、端部付近で段

をなし内傾、スカシ看取。

回転ナテ 回転ナデ 灰  色
密

◎

一霊

径

高

日

残

やや肩のはる胴部から外

反気味にたちあが り、日

縁端は下方に肥厚。

①一回転ナデ

⑮―平行口「き
① 一回転ナデ

⑩一円弧叩き
色

色

灰

自

三日
灰

密

◎

士電

径

高

日

残

(74)

36
短 くやや上方にのびる口

縁部。端部は九い。
回転ナデ 回転ナテ 灰自色

密

Ｏ

提瓶

一径

一局

口

猿^

旧縁端は内側に湾曲し端

部は丸い。中位に 1条の沈

線が巡る。

回転ナデ 回転ナデ
灰白色

灰 色
石'長 ll～ 0

◎
自然用

蓮
口径 は20)
残高  28

日縁部は上外方に大 きく

開き端部は内傾する段を

なす。日縁に刺突文、他

に波状文あり。

回転ナデ 回転ナデ
青灰色

灰 色

密

◎

題 残高  33
題の肩都片。外面に2条の

沈線が巡 り、沈線間に刺

突冽J点 文を施す。

回転ナデ 回転ナデ
青灰色

灰 色

密

◎

甕

一径

一働

口

挙察

(210)

56

ゆるやかに曲がる「 く」字

状 口縁。 口縁部中位は肥

厚する。

Ｏ

⑬

摩減の為不明

ナデけ旨頭痕 )

① ナデ

⑮ ハケ
乳灰色

砕

金

◎

襄

一径

一局

口

宏^

(201)

42

内湾する口縁部。Π縁上

部に屈曲部をもち、日縁

端部は内傾する。

摩滅の為不明 ナデ 灰褐色
密

◎

褻
径

一局

Π

残

(200)

38
日縁部は内湾気味に立ち

あが り内端部が肥厚する。
摩減の為不明 ヨヨナデ 黄褐色

石・長a～0

◎

褒
径

吉
同

口

小娠

日縁部は内湾気味に立ち

あが り端部は内傾する稜

をもつ。

摩減の為不明 摩減の為不明 赤褐色
石・長(1～ 9

○

重
口径 (186)

残高  27

口縁端部はわずかに上方

に肥厚 し、日縁部に 2条の

凹線文を施す。

ヨコナデ ナ デ 暗灰褐色
fr・長0～ 21

◎
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第Ⅳ層出土遺物観察表 土製品

遺 物 観 察 表

番号 器種 法量 (cm) 形態・施文
調 整 色調

1含暑|
生

成

胎

焼
備考 図版

外 面 内 面

重
H径 (238)

残高  40

複合口縁壷。 日縁拡張部

は内傾 し、斜格子文を施

す。

ナ デ ヨヨナデ 乳黄茶色
石・長0～21

◎

高邦
日径  142
残高  60

内湾する口縁部。 17N屈 曲

部はかすかに稜をもつ。
摩減の為不明 摩減の為不明 茶褐色

石。長a～41

O

高邦
日径 (142)

残高  36
内湾する日縁部、端部は

先細りする。
ヨヨナデ 摩滅の為不明 黄褐色

石'長は～21

◎

高
jTN
口径 (147)

残高  41
口縁部は内湾し、端部付

近で外湾する。
ヨコナデ 摩減の為不明 茶橙色

石 。長(1)

◎

高不
底径  102
残高  56

裾部は長 く内湾 し、柱―

裾部内面にわずかに稜あ

り。

摩減の為不明 ヨヨナデ
暗赤褐色

乳褐色

石・長(1～ 31

◎

小型

丸底壷

日径  (67)

器高  72

完形品。肩部の張 りは弱

く胴部最大径は、日径を

凌ぐ、日縁端部は先細 り

する。

摩減の為不明 ナデ

黒灰色

乳灰色

乳灰色

密

◎

ミニチュア
日経  (47)

残高  40
丸底。内外面共に指頭痕

顕者。
ナデ ナデ 灰褐色

密

◎

gR 甑の把手。上外方に湾山

する。

淡構褐灰色

茶褐灰色

石'長 a～0

◎

甑 甑の把手 乳茶色
密

◎

築
底径  (76)

残高  33
くびれの上げ底を呈する

菱の底部。
ナデ ケズリ

乳茶色

茶褐色
密◎

褒
底径  (44)

残高  31
丸みのある小さい平底。

器壁は厚い。
タタキ 摩減の為不明

乳黄色

乳赤茶色

石・長t～ 31

O

壷
底径  184)

残高  17
平底。上外方にたちあが

る。
摩滅の為不明 摩減の為不明

乳橙色

乳灰色

石,長 a～9

◎

董
底徒  (72)

残高  25
小片。 摩減の為不明 不明

淡茶褐色

灰黄色

石・長0～ 21

◎

表38 第Ⅳ層出土遺物観察表 石製品

番 号 器 種 残存 材質
法 量

備考 図順
長さ(cm) 幅(cm) 厚さ(cm) 重さ(g)

石鏃 完形 緑泥片岩 0 872
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第 4章 檸味四反地遺跡 2・ 3・ 4次調査地

1.調査の経過

(1)調査に至る経緯
1991(平成 3)年 6月 6日 、日浅 忠哲氏より松山市博味 4丁 目216地内における宅地開発
にあたり、当該地の埋蔵文化財の確認願いが松山市教育委員会文化教育課 (以下、文化教育

課)に提出された (第58図 )。

当地は松山市の指定する埋蔵文化財包蔵地の『81 檸味遺物包合地』内にあたる。当地を

合む桑原・博味地区はこれまでにも数多くの調査が実施されており、周知の遺跡地帯として

知られている。同包合地内では樟味四反地遺跡 1次調査地において古墳～中世の自然流路や

AT火山灰が検出されている。博味遺跡 (愛媛大学農学部構内)1次調査では弥生時代前期
の土羨や溝が、同 2次調査では中世の掘立柱建物址や溝、本日、棚列等の集落関連遺構が検

出されている。そのほか樟味立添遺跡では弥生時代から古墳時代の集落関連遺構が検出され、

包合層中から『貨泉』が出土している。とりわけ当地の北方、約80m離れた地点に船が描か

れた土器が出土した博味高木遺跡 3次調査地が存在するほか、当地に隣接して古墳時代中期

の竪穴式住居址を含む集落関連遺構や遺物を検出した檸味高木遺跡 1次調査地などがある。

周辺地域では、北は文京遺跡 (愛媛大学構内)な どを合む道後城北遺跡群が、南には白鳳

期創建とされる来住廃寺跡や久米高畑遺跡群があり、弥生時代から中世まで断続して営まれ

た大集落地帯が存在する。

これらのことから、文化教育課・財団法人 松山市生涯学習振興財団 埋蔵文化財センター

(以下、埋文センター)は当該地における埋蔵文化財の有無とさらには遺跡の範囲やその性

格を確認するため 1991(平成 3)年 7月 30日 に試掘調査を実施した。試掘調査の結果、溝

状遺構 2条、柱穴 7基のほか弥生土器・土師器・須恵器を合む遺物包合層を検出した。この

結果を受け文化教育課・埋文センターと申請者の両者は遺跡の取り扱いについて協議を行い、

宅地開発によって失われる遺構 。遺物について記録保存のために発掘調査を実施することと

なった。発掘調査は弥生時代から中世にかけての当該地及び周辺地域の集落構造解明を主目

的とし埋文センターが主体となり申請者の協力のもと1992(平成 4)年 9月 1日 に開始した。

修)調 査 の経緯
調査地は石手川左岸の洪積世扇状地上、標高約40m前後に立地する。調査以前は耕地整備

された水田であった。調査申請面積は937∬である。

今回の調査は平成 4年度と5年度の 2度に分けて行われた (第 59図 )。 平成 4年度の調査は

調査地の南側部分462.71m2が調査対象地である。調査地西半部300∬は 2次調査地 (国庫補助

事業)、 残りの162.71ド は 3次調査地 (平成 4年度分)と して調査を実施した。
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檸味四反地遺帥 2・ 3・ 4次調査地

第58図 調査地位置図
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調 査 の 1経1過

翌年、平成5年度は調査地の北側部分474,o3m2が調査対象地である。4年度と同様に:調査地

を東西に分け、西半部2,9,43げを4狭調査地 (回庫補助事業)、 残りの244.cam3を 3次調査地

(平成5年度分)と して調査を実施した。調査事務所、廃土運場等のため最終的な発掘調査

面積は2・ 3,4茨調査全体で700m2余 りとなった。
本報告書では2・ 3・ 4次調査において検出した遺構・遺物等が重複|する場合があるため

各調査結果をまとめて|、 1遺跡の調査として報告する.こ

131 調査組織!

調 査 珀 機山市博味4丁目246

遺 ―跡 名 構味四反地遺帥 2・ 3.4次調査
調査期間 2-茨調査 1992(平成 4)年 9月 1日 ～同年10月 31日

3次調査 1992(平成4)年10月 1日 ～同年10月 31日

1993(平成 5)年 31月 1日～同年9月■0日
4次調査 1993(平成5)年 8月 1日 ～同年 9月 130日

調査面積 987m9

い=|:300)

第59図 調査地測量図
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構味四反地遺跡 2・ 3'4次調査地

調査担当 梅木 謙一    
▲

宮内 慎一

武正 良浩

加島 次郎

調査作業員

高橋  恒、山本  圭、大久保央昭、小野 敬通、坂元  守、神  直哉、

富山 貴之、広瀬  貴、溝部 真功、山口 裕二、山下 邦明、黒田 正機、

林   亨、中島  宏、西原 聖二、小笠原聖二、金城 治男、川上 貴之、

桧垣 貴仁、三宅 康孝、森田 浩司、石田真佐夫、野口 昌弘、森田 利恵、

松本美知子、黒田 令子、持永 皆子、上西 真弓、生鷹 千代、竹下 加織

2. 層   在と(第60,61図、図版44)

本調査地の基本層位は第 I層表土、第Ⅱ層茶褐色土、第Ⅲ層灰褐色土、第Ⅳ層黒褐色土、

第 V層責褐色上である。第 V層以下の上層は第60図 に示すとおりである (深掘 り地点)。

第 I層 一近現代の農耕による客上で地表下20～ 30cmま で開発が行われている。

第 H層―農耕に伴う床土である。近現代の陶磁器片が数点出上している。

第m層一微弱な土色の差異からⅢ一A層灰色土、Ⅲ一 B層灰色土 (粘性強 )、 Ⅲ一 C層灰褐

色土に分層される。Ⅲ―A, B層 は調査地南東部のみにみられ、Ⅲ一 C層は調査

区南半部ほぼ全域にみられる。遺物は土師器・須恵器・陶磁器片が小量出上して

いる。

第Ⅳ層―炭化物の細片を多く合む黒褐色土である。調査区北半部のみにみられ、遺物は少

量の弥生土器片と多量の上師器・須恵器片を包合する。そのほかに柱状片刃石斧・

有溝石錘・管玉等が出上している。

第 V層一責褐色上で調査区ほぼ全域でみられる。本層上面において遺構を検出している。

第 V層上面の標高を浪1量すると調査区北東部が最 も高 く漸次、南西部に向けて緩

傾斜 している。第 6層以下の土層は調査区北西部の西壁沿いに

'条

堀をし土層観察

を行ったものである。

第 6層一第 V層 よりやや色調の淡い責褐色上で粘性が強い。

第 7層一責褐色の粘質土で 2～ 4 mmの白色砂粒を多量に合む。

第 8層―暗褐色の砂礫土と砂質上が交互に四層堆積する。砂礫土層は 2～ 5 mmの小円礫で

構成され、砂質土層は 3～ 4 mm大の砂礫が含まれる。

第 9層―色調は第 8層 に類似するが、本層は 5 cm大の円礫で構成されている点で第 8層 と

異なる。

第10層一責褐色の砂礫層で、拳～人頭大の円礫が凝縮 した状態であった。
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AO  I AI I A2

守、

邦明、

治男、

昌弘、

千代、

神  直哉、

黒田 正機、

川上 貴之、

森田 利恵、

竹下 加織

〕上、第Ⅳ層黒褐色土、

ュる (深掘 り地点)。

)れている。

いる。

粘性強 )、 Ⅲ― C層灰褐

らヽれ、Ⅲ― C層 は調査

]磁器片が小量出土して

)みにみられ、遺物は少

のほかに柱状片刃石斧・

:遺構を検出している。

F次、南西部に向けて緩

きいに深堀をし土層観察

量は 2～ 5 mmの小円礫で

きれている点で第 8層 と

みった。

I表土  I緑 灰色土 (床土) Ⅲ―C
6淡黄褐色粘質±  7黄 褐色粘質土
10黄褐色砂礫

A3  1 A4  1  A5 I  A6

H 40′ 200m

A61A7

灰褐色土  Ⅳ 黒褐色上  V黄 褐色土
8暗褐色砂礫  9嗜 褐色砂礫 (5 Cm大の礫 )

H 40,200m

第60図 西 壁 上 層 図

I  A3

H 40′ 200m

(S=I:40)
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十日GI

CI I B0
H 40′ 200m

I  表土

Ⅲ―C灰褐色土

緑灰色土 (床土)

黒褐色上

Ⅲ―A灰 色土

V  黄褐色上

Ⅲ―B灰色土 (粘性強)Ⅱ

　

Ⅳ

第61図 南 壁 土 層 図 (S=に 40)

―- 103 -一



③   o

◎
O◎

ο⑤
つ
防ftt° o講

Ｂ４

③

餞

Ｏ
◎

　

　

　

◎
ｏ

◎

　

⑤
◎

◎ じ フ`  /鉢 ＼i

窯③も di

0                     5                    1

(S=|:150)第62図 遺構配置図
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層    位

遺構は、第Ⅲ層中及び第 V層上面で検出した (第62図 )。 第Ⅲ層中では、14・ 15世紀代の遺

物を合む溝 1条 (SD5)を 検出した。第 V層上面では竪穴式住居址 8棟、掘立柱建物址 8

棟、溝 6条、土羨24基、柱穴763基、性格不明遺構 5基を検出した。ただし第 V層上面検出の

遺構はその深さなどから考えると本来は第Ⅳ層以上の層から掘 り込まれた可能性が高いもの

が多い。

これらのことから各層は出土遺物、検出遺構から判断すると、第Ⅲ層は古代～中世、第Ⅳ

層は弥生～古代までに堆積 したものと判断される。

なお、調査にあたり調査区内を4m四方のグリットに分けた。呼称名は第63図 に記す。

0         5         10m

_              (S=I:300)

第63図 調査地区割図
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博味四反地遺跡 2・ 3・ 4次調査地

3.調査の概要 に構と遺物)

(1) 竪穴式住居址
本調査において確認された竪穴式住居址は8棟である。すべて第V層上面での検出である。

住居址は近現代の造成等により壁高が10clnに みたないものもある。平面形は隅丸方形あるい

は長方形プランをなす。

1) 弥生時代
弥生時代の住居址は2棟 (SBl・ 8)である。平面形は両者とも隅丸の方形プランをなす。

SBl(第 64・ 65図、図版47・48) 〔4次調査〕
調査区北西部B5区に位置する。住居址北東部はSB2号住居址に切られる。平面形は隅

丸方形を呈し、規模は南北4.3m、 東西4.2m、 壁高は10cmを測る。埋土は黒褐色上である。

本住居址を合め、各住居址の覆土の上には包合層である第Ⅳ層が堆積しているものの、住居

址の遺存状況は良好といえるものではなかった。

Ｅ
ｏ
ｏ
ｏ
、ｏ
守

三

び
q ´

　
　
ρ

ｓＰ②
Ｑ

焼土

ヽ`～
8ぃ

ぱ払
う

ぶ
らゃ

⑥酔③F

一

H40′ 000m

o          1          2m

(S=1:60)
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調 査 の 概 要

H 39,700m

1 黒禍色土

2黒禍色粘質土
0                     50cm

(S=1:20)

第65図  SBI内 S K24測量図
主柱穴はSP① ,②・③・④の 4本を検出したが、柱穴の出土状況から他に 2本あるもの

と考えられ、主柱穴は6本であった可能性が高い。柱穴は円～楕円形で径10～ 50cm、 深さ35～

40cm、 柱穴間は1.1～ 2.Omを測る。

住居址床面はほぼ平坦で比較的硬い。住居l■北側の壁体に沿って幅20cm、 深さ2～ 8 cm、

,断面U字状の溝が検出された。

炉は検出されなかったものの住居址中央部と西壁付近の床面にて焼土を検出した。焼土は

径20～30cmの範囲に分布するが、これに伴う落ち込みは未検出である。貯蔵穴 S K24は住居

址南側の床面にて検出した。平面形は楕円形を呈し、規模は幅45cm、 長さ94cm、 深さ17cmを

測る。埋土は住居址埋土と同様の黒褐色土である。

遺物は床面上には少なく、床面から浮いた状況で出土した。貯蔵穴からは大型と小型の鉢

形土器が、住居址西壁付近の床面から緑色片岩製の石器素材が出土した。

出土遺物 (第66図、図版58)

壺形土器 (1～ 3)1は複合口縁童の口縁部片である。内傾する日縁部で波状文を施す。
2・ 3は直口壺の口縁部片である。櫛描き細沈線文を施す。

器台形土器 (4)受部の小片である。拡張された日縁端面には櫛描波状文が施される。

鉢形土器 (5～ 7)5・ 6は貯蔵穴 S K24出土の鉢形土器である。 5は 日径27cmを測る大型

品である。日縁部は「く」の字状を呈し、日縁端部は上下に拡張する。内外面共に刷毛目調

整を施す。 6はつば状に長く外反する日縁部を持ち、底部は突出する。外面は縦方向の刷毛

目調整、日縁部内面は横方向の刷毛目調整、胴部内面は縦方向のケズリ痕を残す。 7は底部
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檸味四反地遺跡 2・ 3・ 4次調査地

にボタン状の突出部をもつ。内パ面共に刷毛目調整を施す。

石器素材 (8) 8は SBlの床面直上出上の石器素材と考えられる石製品である。左半

部を大きく欠く。法量は長さ5.2cm、 幅3.4cm、 厚さ0.6cm、 重量18.7gである。緑色片岩製。

時期 :貯蔵穴 S K24か ら出土した鉢形土器の形態及び調整等から、本住居址の廃棄時期は

弥生時代後期末に比定される。
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第66図  SBI 出土遺物実測図
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調 査 の 概 要

SB8(第 67図、図版48)〔 3次調査〕
調査区南東部E2～ F3区に位置する。本住居址は後世の削平が著しく、壁体は北壁のみ

の検出である。壁体の内側床面にて径 2～ 6 cln、 深さ5～ 8 cmの小ピットが方形状に並ぶこ

とから、本住居址の施設かもしくは、別の遺構との重複の可能性も考えられる。

平面形は隅丸の方形状を呈するものと考えられ、規模は東西4m、 南北検出長1.8m、 壁高

20cmを測る。床面は比較的硬い。埋土は暗褐色土である。床面にて大小数基の柱穴を検出し

たが本住居址に伴うものであるかは判断できなかった。

出土遺物 (第68図、図版59)

甕形土器 (9) 逆 L字形口縁を呈する甕形土器。口縁端部は上方に拡張し、日縁端面に
1条の凹線文を施す。内外面共に刷毛目調整を施す。

高辱形土器 (10) 三角錐状の柱部。中空。柱部内面にケズリ調整を施す。

鉢形土器 (11～ 13) 11は体部は外傾して立ち上がり口縁部はやや内湾する。日縁端部は

わずかに内方に屈曲する。体部外面に叩き調整、内面は刷毛目調整を施す。12は平底の底部
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第67図 SB8測 量図
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檸味四反地遺跡 2。 3・ 4次調査地

,暉
10

0                     10                    20cm

(S=I:4)

第68図  SB8出 土遺物実測図

から内湾気味に立ち上がり口縁部は直立する。日縁端部は先細 りする。内外面共に刷毛目調

整を施す。13は底部片。平底の底部から内湾気味に立ち上がる。内外面共に刷毛目調整を施す。

時期 :鉢形土器は床面付近出上であることから本住居址の廃棄時に伴う遺物である可能性

が高 く、本住居址の廃棄 。埋没時期は弥生時代後期末と考えられる。

2)古墳時代前期

古墳時代前期の住居址は 3棟 (SB3・ 4・ 6)である。第V層上面で検出した。

SB6(第 69図、図版49・ 50)〔 2次調査〕

調査区南西隅Al～ B3区に位置する。住居址北西部は溝 SD5に切られ、西壁は調査区

外へ続く。南東部は攪乱により削平されている。平面形は隅丸の方形を呈するものと考えら

れ、規模は南北5。 3m、 東西検出長4.5m、 壁高は30cmを 浪1る 。床面は比較的硬く、北から南

に向けて緩傾斜をなす。

主柱穴はSP①・②・③ o④の 4本である。柱穴は円～楕円形を呈し、径38～ 70cm、 1条さ

15～ 30cm、 柱穴間は2.0～ 2.2mを測る。

炉は住居l■のほぼ中央部に位置する。平面形は不整形な楕円形を呈し、規模は長径120cm、

短径70cm、 深さ12cmを 測る。断面形は皿状を呈する。炉内にて炭化物を確認している。

内部施設としては住居址北東部、北西部及び南西部の壁体に沿って幅 lm、 高さ20cm前後

の地山削り出しの屋内高床部 (ベ ッド状遺構)を検出した。住居l■床面からは北壁、南壁及

び北西部高床部の壁体に沿って幅10cm、 深さ 6 cm、 断面「U」 字状の溝が巡り、溝内にて径

6～ 10cm、 深さ5～ 10cmの小ピットを検出した。本住居址の埋土は上層部は暗灰褐色土、下

層部は暗褐色である。遺物は、暗褐色土中 (下層部)よ り上器片が散在して出上している。

炉の上面付近からは鉢形土器が出上した。
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調 査 の 概 要

出土遺物 (第70図、図版59)

甕形土器 (14) 14は 「く」の字状日縁を呈する甕形土器。日縁部はやや外反気味に立ち

上がり口縁端部は「コ」字状におさめる。日縁部はヨヨナデ、胴部は内外面共に刷毛目調整

を施す。

壺形土器 (15。 16) 15は広日壺、16は複合日縁壺である。15は 口縁端部が下外方に拡張

され、端面に波状文を施す。

注目土器 (17) 17は 口縁下位に貼付による凸帯が施され、凸帯上に刻み目を施す。広島

地方にみられる注目土器の可能性がある。

鉢形土器 (18,19) 18は推定回径37.6cmを 測る大型品である。日縁部は「く」の字状を

呈 し回縁端面に 2条の凹線文を施す。底部は平底である。調整は胴部内外面共に刷毛目調整

H 39′ 300m
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第69図  SB6測 量図
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博味四反地遺跡 2,3・ 4次調査地

を施し、胴部下位外面には叩き調整がみられる。19は内湾する口縁部をもち日縁端部は「コ」

字状におさめる。底部はやや突出している。内外面共に刷毛目調整を施す。

20は鉢形土器、21は甕形土器の底部と思われる。20はボタン状に突出するやや上げ底を呈

する底部である。21は平底で外面に叩き痕を顕者に残す。

時期 :出土遺物は全体的にみて古墳時代初頭～前期の範囲におさまるものである。よって

本住居址の廃棄・埋没時期は古墳時代初頭～前期と考えられる。

SB3(第 71図、図版51)〔 4次調査〕

調査区中央部やや北寄りD5～ E6区に位置する。住居址北東部は土羨 SK2に、東側は

SB4号住居址及び土羨 SKlに切られる。平面形は隅丸方形を呈し、規模は南北4.7m、 東

西検出長4.2m、 壁高は 6～ 12cmを 淑1る 。埋土は小円礫 (河原石)を 多量に合む黒褐色上であ

1ヽ7

o                     10                    20cm

(S=1:4)

第70図  SB6出 土遺物実測図
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調 査 の 概 要

る。主柱穴はSP① o② o③ o④の 4本である。柱穴は円～楕円形を呈し、径24～ 60cm、 深
さ5～ 50cm、 柱穴間は1.7～ 2.6mを測る。床面は円礫 (河原石)が露呈しており凹凸が著し
い。床面にて主柱穴以外に5基の柱穴を検出したが本住居址に伴うものであるかは判断でき

なかった。炉は未検出である。

遺物は主柱穴間でまとまって出上 したが、その多くは床面から遊離 している。

出土遺物 (第72図、図版60)

甕形土器 (22～ 26) 22～ 25は「く」の字状日縁を呈する甕形土器。22・ 23は 日縁部はや

や外反 し端部は「ヨ」字状におさめる。胴部外面に刷毛目調整を施す。24・ 25はやや内湾す

る口縁部をもち、26は 日縁中位に屈曲部をもち上部を直立気味に立ち上がらせる。日縁端部

は丸く仕上げる。内外面共にヨコナデ調整を施す。

|

H40′ 000m
0上器

0         1         2m

(S=I:60)

第71図  SB3測 量図
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博味四反地遺跡 2・ 3・ 4次調査地

重形土器 (27) 27は二重口縁壷の口縁部片。日縁拡張部はほぼ直立 し端部は内傾する。

鉢形土器 (28～ 31) 28は 日縁部は外反し端部は「コ」字状におさめる。日縁部はヨヨナ

デ、胴部内外面は共に刷毛目調整を施す。29～31は 日縁部は内傾ないし直立するものである。

29は 日縁端面は水平で「コ」字状に仕上げる。30は厚めの平底に内傾して立ちあがる口縁部

をもつ。日縁端部は「コ」宇状に仕上げる。底部は突出する。31は九みのある平底で直立す

る口縁部をもつものである。日縁端部は先細りし丸くおさめる。胴部下位外面にヘラミガキ

調整を施す。

23

0                       10                      20cm

(S=|:4)

SB3出 上遺物実測図
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調 査 の 概 要

支脚形土器 (32) 32は 中空・柱状の体部をもつもので、外面は刷毛目調整、内面はナデ

調整を施す。

時期 :出土遺物は弥生時代後期～古墳時代前半の範囲におさまるものであるが、床面付近

出土遺物などから本住居址の廃棄時期を古墳時代前期 と考える。

SB4(第 73図、図版51・ 52)(3次調査〕

調査区中央部北寄りE5～ F6区に位置する。 SB3号住居址を切 り上羨 SKlに切られ
る。住居址南側は土羨 S K23と 重複するが切 り合い関係は不明である。平面形は隅丸長方形

を呈するものと考えられ、規模は南北検出長3.2m以上、東西4,3m、 壁高10cmを 測る。

埋土は小円礫 (河原石)を 少量合む暗褐色土である。床面はSB3号住居址と同様、円礫

H40′ 000m

第73図  SB4測 量図

0          1          2m

睛

(S=I:60)

I 暗褐色上
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構味四反地遺跡 2・ 3。 4次調査地

0                    10                   20cm

(S=I:4)

が露呈 し凹凸が著 しい。主柱穴や炉は

未検出である。北壁付近にて広い範囲

に焼上を検出した。遺物は埋土中から

土師器小片が数点出上したにとどまる。

壁体溝からは勾玉が 1点出上 している。

出土遺物 (第74図、図版60)

甕形土器 (33・ 34) 33は 日縁中位

に屈曲部をもち上位は直立気味に立ち

上がる。日縁端部は丸 く仕上げる。調

整は内外面共に摩減の為不明である。

a tt         b面

① ;_=生」晰
(S=1:3)

第74図  SB4出 土遺物実測図

34は内湾する口縁部をもち、口縁端部は丸く仕上げる。内外面共に刷毛目調整を施す。

勾玉 (35) 35は壁体溝出土。一部に破損が認められるものの全体の遺存はおおむね良好

である。研磨は両面に及んでいるものの、それぞれの面で稜が確認されることから丁寧なも

のとは言えない。横断面形態は隅丸方形を呈 している。穿孔は a面からの片面穿孔である。

弱瑞製。

時期 :本住居址はSB3号 住居址を切るものの出土品をみると形式差があまり認められず

SB3と 時期差が少ないものと考えられる。よって本住居址の廃棄・埋没時期は古墳時代前

期に比定されよう。

3)古墳時代 中期

古墳時代中期の住居址は 2棟 (SB5'7)で ある。両者ともに第 V層上面での検出であ

る。

SB5(第 75図、図版52)〔 4次調査〕

調査区南西部 B5～ C6区に位置する。東壁はSB2号住居址に切られ南西及び北西隅は

それぞれ SK4、 SK3に切られる。平面形は隅丸長方形を呈するものと考えられ、規模は

東西4.5m、 南北3.5m、 壁高22～ 28cmを測る。埋土は黒褐色上である。床面は北東から南北

に向けて緩傾斜し、硬くしまっている。住居址北東部には幅25cm、 深さ 4 cm、 断面「U」 字

状の壁体溝が巡っている。なお住居址中央部南寄りで南北方向にのびる小溝を1条検出したが
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調 査 の 概 要
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第75図  SB5測 量図

第76図  SB5出 土遺物実測図
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構味四反地遺跡 2。 3・ 4次調査地

本住居址に伴うものであるかは判断できなかった。主柱穴及び炉は未検出である。

遺物は埋土中から弥生土器片、土師器片が散在して出土した。

出土遺物 (第76図 )

高JTh形土器 (36・ 37) 36は不都片。JTh屈曲部は九みのある稜をもつ。lTh上部は内湾して

立ち上がり、日縁部は外反し、口縁端部は丸く仕上げる。外面は刷毛目調整、内面は刷毛目

調整後ナデ調整を施す。37は脚部片。三角錐状を呈する柱部に長く開く裾部をもつ。柱部と

裾部境内面には稜をもつ。

鉢形土器 (38) 38は直立する体部にやや外反する口縁部をもつ。日縁端部は丸く仕上げる。

時期 :高不形土器の形態は古墳時代中期の特徴を示している。高邪形土器片は床面付近の

出土品で摩減も少ないことから本住居址に伴うものと考えられる。よって本住居llLの廃棄・

埋没時期は古墳時代中期に比定されよう。

SB7(第 77図、図版53・ 54)〔 2次調査〕

調査区中央部西寄りC3～ D4区に位置する。住居址西壁は土渡 SK9と 重複するが切 り

合い関係は明確にできなかった。平面形は隅丸方形もしくは長方形を呈するものと考えられ、

規模は3.5m、 南北検出長2,7mを測る。壁高は北壁で約15cmを 測るが、住居址南半部は後世

の削平等により住居址検出時すでに第V層が露出した状況であった。埋土は暗褐色土である。

床面は比較的硬くしまっている。土層観察及び遺物の出土状況から本住居址は暗褐色土を貼
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第77図  SB7沢 」量図
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調 査 の 概 要
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第78図  SB7出 土遺物実測図
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構味四反地遺跡 2・ 3・ 4次調査地

りつけた貼 り床構造の可能性がある。床面にて大小14基の柱穴を検出したが主柱穴は特定で

きなかった。

壁体に沿って径 6～ 10cm、 深さ 6～ 8 cmの小ピットが点在 して検出された。また、床面に

て径 6～ 8 cm、 深さ 5～ 8 cmの小ピットが多数検出された。

遺物は住居址北東部床面にて集中して出土 している。

出土遺物 (第78図、図版61)

甕形土器 (39・ 40) 39・ 40は 口縁部は内湾気味に立ち上がる。日縁端部は丸く仕上げる。

39の胴部内面にケズリ調整を施す。40は 内外面共にナデ調整を施す。

壺形土器 (41～47)日 縁部は直立 して立ち上がるもの (41・ 43・ 44)と 外反するもの (42)

がある。いずれも口縁端部は先網 りし丸 くおさめる。45は胴部中位がふくらみをもち46・ 47

はほぼ球形の体部をもつ。46は外面は刷毛目調整、内面はケズリ調整を施す。47は内外面共

に刷毛目調整を施す。

鉢形土器 (48・ 49) 平底の底部から内湾 して立ち上がる体部をもつ。日縁部はわずかに

外反 し、48の 口縁端部はわずかにナデ凹む。49の端面は先細 りする。49は 内外面共に指頭痕

を顕者に残す。

高不形土器 (50～ 53) 邪屈曲部はいずれもわずかに段をなす。不上部は内湾 して立ち上

がり、日縁部は外反する。日縁端部は丸くおさめる。50は内外面共に刷毛目調整、その他は

いずれもヨヨナデ、ナデ調整を施す。

時期 :遺物は埋土中の出上ではあるが、高lTh形土器の形態が古墳時代中期の特徴を示すも

のである。よって本住居址の廃棄・埋没時期は古墳時代中期と考える。

4)古墳時代後期

古墳時代後期の住居址は 1棟 (SB2)である。第V層上面で検出した。
SB2(第 79図、図版54。 55)〔 4次調査〕

調査区北西部C5～ D6区に位置する。北西隅はSB5号住居址を切 り南西I品はSBl号

住居址を切る。平面形は隅丸方形を呈し、規模は東西4.7m、 南北4.6m、 壁高14～ 20cmを測

る。埋土は黒褐色上である。主柱穴はSP① o②・③の 3本を検出したが、これらは「コ」

宇状に配列することから住居址内南西部に主柱穴が想定され、 4本柱であったと考えられる。

柱穴は円形を呈し、規模は径20～ 30cm、 深さ10～ 20cm、 柱穴間は2,0～ 2.8mを測る。床面は

ほぼ平坦で比較的硬い。北壁に沿って幅14～ 20cm、 年果さ9～ 13cmの壁体溝が検出された。炉

は未検出である。

住居llL東壁近くの床面にて土羨 (SX4)を検出した。平面形は不整円形を呈し、規模は

長径1.8m、 短径1.6m、 深さ18帥を測る。土羨東壁には著しい凹凸がみられた。埋土は第V

層の塊状ブロックを含む黒褐色上である。炭化物・焼土は認められなかった。
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調 査 の 概 要

遺物は壁体溝及び住居址中央部床面から甕形土器や須恵器不身・不蓋が出土 した。土羨 S

X4か らは土師器小片が少量出土 したにとどまる。

出土遺物 (第80。 81図、図版62)

甕形土器 (54～57) 日縁部は内湾 して立ち上がる。日縁端部は54・ 55は内傾 し、56は丸

く仕上げる。54・ 56の胴部外面は刷毛目調整を施す。57は小型品。日縁部はわずかに外反 し

端部は先細 りする。胴部内面にケズリ痕を残す。

製塩土器 (58) 58は製塩土器の口縁部小片。口縁端部は先細 りする。外面全体に叩き調

整を施す。

椀形土器 (59) 59は体部は内湾 し、日縁部は直立する。日縁端部は先細 りする。内外面

共にヨヨナデ調整を施す。

ゴ

Ｅ
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０
ｏ
、０
゛

三

H 40′ 000m

0         1         2m

(S=に 60)

第79図  SB2測 量図

! 黒褐色土
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檸味四反地遺跡 2・ 3・ 4次調査地

59

と:≡≡≡正三と ____」 」、 61

(S=に 4)
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第80図  SB2出 土遺物実測図 (I)
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調 査 の 概 要

1           0     5      0Cm

(S=2:3)

第31図  SB2出 土遺物実測図 (2)

高lTh形土器 (60) 60は高不形土器の郭部片。口縁部は外反 し端部は丸 くおさめる。

JTh蓋 (61年64) 日縁部は直立 して下がるもの (62)と 、外反 して下がるもの (61・ 63・

64)がある。いずれも断面三角形の稜をもち、日縁部は内傾する段をなす。

辱身 (65) たちあがりは直立 し、端部は内傾する段をなす。受部は外方に水平にのびる。

高邪 (66) 66は無蓋高不の不部。椀形の不部に 2条の凸帯を貼付する。凸帯下に波状文

を施す。

壺 (67・ 68) 67は 口縁部は外反 し、日縁端部は珠玉状におさめる。内外面共に回転ナデ

調整を施す。68は直日童の頸部片。凸帯が上下に 1条ずつ貼付され、凸帯下に波状文を施す。

石庖丁 (69) 69は SB2床 面ほぼ直上からの出上である。左半部を欠く未製品である。

研磨を行う前の段階で製作が中止されている。自然礫を分割 した呆1片 を素材としており、 a

面には広 く自然面が残置し、 b面には素材面が認められる。 a面の右側縁には両面からの階

段状子1離によって狭 りが作出されている。法量は長さ10cm、 幅6.5cm、 厚さ1.Ocm、 重量85。 9

gである。

時期 :壁体溝及び床面出土遺物から本住居址の廃棄・埋没時期は古墳時代後期 (前半)と

考える。

(2) 掘立柱 建物址
本調査において確認した掘立柱建物址は 8棟である。いずれも第V層上面での検出である

が、柱穴の深さなどから考えると本来は第Ⅳ層以上の層から掘り込まれた可能性が高いもの

ばかりである。また、調査区南東部にて柱穴が集中して検出されており、この他にも建物址

が存在していた可能性も高い。

1号掘立柱建物址 (第82図 )〔 2次調査〕

調査区西部A4～ C5区に位置する建物址でSBl号住居址、及び SB2号住居址を切っ

ている。 4× 2間の東西棟で規模は桁行長7.Om、 梁行長5,Omを測る。桁間はほぼ一定して

∩
―‐

―‐

Ｈ

Ｗ

―- 125 -―



檸味四反地遺跡 2・ 3。 4次調査地

いるが、梁間はやや北側部分が広くなっている。各柱穴は円～楕円形を呈し、径60～ 90cm、

深さは50cmを測る。柱穴 SP2の床面に20cm大の扁平な石が敷かれていた。柱の支えであろ

う。柱穴埋土は暗褐色土を基調とするが、炭化物を合む柱穴も存在する。柱穴内から土師器・

須恵器の細片が少量出土している。

2号掘立柱建物址 (第83図、図版55)〔 2次調査〕

調査区北東部E7～ G7区に位置する。建物の北側は調査区外へと続く。桁行長6.3mを測
る東西棟で各柱穴間は1.5～ 1.6mと ほぼ一定している。柱穴は桔円形を呈し径50～ 80cm、 深

さ15～30cmを測る。柱痕径は20～26cmを測る。柱穴理土は 1号建物址と同様の暗褐色土であ

る。遺物は土師器の細片が数点出上したにとどまる。

3号掘立柱建物址 (第83図)(3次調査〕

調査区北東部F7～ G7区に位置する。一部、柱穴が 2号建物l■と重複し、切 り合い関係
から2号建物址が先行する。 2× 1間の南北棟で、規模は桁行長3.6m、 梁行長2.4mを測る。

各柱穴は円形を呈し径20～ 40cm、 深さ5～ 15cmを 測る。柱穴埋土は灰褐色土である。柱穴内
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調 査 の 概 要

からの遺物の出土はない。

4号掘立桂建物址 (第83図 )〔 3次調査〕

調査区北東部F6～ G6区に位置する。桁行長3.Om、 梁行長1,3mを測る南北棟で建物方
位を 3号建物址と等しくする。各柱穴は円形を呈し径20～ 30cm、 深さ5～ 12cmを 測る。柱穴

埋土は 3号建物址と同様の灰褐色土である。柱穴内からの遺物の出土はない。

5号掘立柱建物址 (第84図)(2次調査〕

調査区南西部 Cl～ D2区に位置する。 2× 1内 も建物址で主軸は 1号建物址に比べてや
や西に偏している。規模は桁行長4.Om、 梁行長2.Omを測り、柱穴間は2.Omほぼ一定して

測
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構味四反地遺跡 2・ 3・ 4次調査地

いる。各柱穴は円～楕円形を呈しく径30～ 50cm、 深さ10～ 20cmを測る。柱穴埋土は第Ⅲ層と

同様の灰褐色土である。柱穴内からは土師器小片が数点出上している。

6号掘立柱建物址 (第84図 )〔 2次調査〕

調査区南西部 B3～ D3区に位置する建物址で SB7号住居址を切っている。 2× 1間の

東西棟で主軸を 1号建物址とほぼ等しくする。規模は桁行長4.8m、 梁行長3.Omを測る。各

柱穴は円～楕円形を呈し、径20～ 50cm、 深さ15～20cmを測る。柱穴埋土は第Ⅲ層と同様の灰

褐色上である。柱穴内からは土師器細片が少量出土している。
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調 査 の 概 要

7号掘立柱建物址 (第85図 )〔 3次調査〕

調査区南側El～ G2区に位置する。建物の西隅は調査区外へと続く。 2× 1間の建物址
で規模は桁行長6.2m、 梁行長3.Omを測る。各柱穴は楕円形を呈し、径30～ 60cm、 深さ12～

30cmを測る。柱穴間は約 3mを演1り ほぼ一定している。柱穴埋土は灰褐色土である。柱穴内
からの遺物の出土はみられない。

8号掘立柱建物址 (第85図)(3次調査〕

調査区中央東寄りF4～ G5区に位置する。 2× 1間の南北棟で、規模は桁行長4.4m、 梁
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第85図 掘立 7〔上〕掘立8〔下〕,測量図
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檸味四反地遺跡 2・ 3・ 4次調査地

行長2,6mを測る。各柱穴は円～浩円形を呈し径25～ 60cЦ 深さ10～ 30cmを 測る。柱穴埋土は

灰褐色上であり柱穴内からは土師器の網片が数点出土したにとどまる。

以上の掘立柱建物址については柱穴内からの遺物の出上が僅少であり詳細な年代付けは難

しいが、切り合い関係や柱穴埋土等から1号建物址及び 2号建物址は古墳時代後期以降、そ

の他の建物址は中世段階の建物址と考える。

(3)  渾子(第62・ 86図 )
本調査において確認された溝は 7条である。 SD5は 第H層中、他はいずれも第V層上面

での検出である。

SDl〔 4次調査〕

調査区北西部C7～ D7区に位置する。平面形は西端で北に屈曲する「 L」 字形を呈する。

断面形はU字状を呈し、上場幅60～ 90cm、 深さ8 cmを 測る。理土は黒褐色上である。埋土中

o                     10                    20om

(S=I:4)

いＬ

76
t九

5

(S=1:3)

Ｄ

Ｄ

Ｓ

Ｓ

70。 72・ 76・ 78

73-75。 77

SD7 71 ・78

第86図  SD出 土遺物実測図
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調 査 の 概 要

に砂粒を多く含まないことから水不1に関する流路としての機能は有 していないものと考えら

れる。遺物は埋土中から弥生土器、土師器、須恵器の小片が数点出土 したにとどまる。出土

遺物等から古墳時代以降に埋没 したものと考えられる。

SD5〔 4次調査〕
調査区西壁沿いA2～ A4区 を南北に流れる溝でSB6号住居址を切っている。溝底は北
から南に向けて緩傾斜をなる (比高差 5 cm)。 断面形は皿状を呈し、上場検出幅40cm、 深さ8

cmを測る。埋土は第Ⅲ層と同様の灰褐色土である。 SDlと 同様、水利に伴うものとは考え

がたい。時期はSB6号住居JIを切ることや出土遺物、埋土等から中世段階に掘削されたも
のと考えられる。

出土遺物 (70・ 72・ 76。 78) 70は土師器羽釜片。日縁部は内湾し、日縁端部に断面円形

状で下膨れの凸帯を貼付する。内外面共にヨヨナデ調整を施す。72は土釜片。直立気味の日

縁部に断面三角形の凸帯を貼付する。14c。 76は備前焼の招鉢。日縁上端をほぼ垂直に立ち

上げる。78は須恵器壷。口縁端部は上下方に肥厚し日縁下に 1条の凸帯が巡る。頸部に波状

文を施す。 5c。

SDI出 土遺物 (73～ 75・ 77) 73・ 74は甕形土器。73は 日縁部は直立気味に立ち上がり

端部付近で外反する。日縁端部は丸く仕上げる。74はわずかに突出する平底の底部。内外面

共にミガキ調整を施す。75は壺形土器の底部片。突出する平底か応内湾気味に立ち上がる。

底部外面に指頭痕を顕者に残す。弥生後期。77は須恵器不身片。 6c。

SD7出 土遺物 (71) 71は土師器羽釜。日縁部は内湾し、日縁部上端部に断面三角形状

の下膨れの凸帯を貼付する。内外面共にナデ調整を施す。14c～ 15c。

本調査で検出した溝状遺構に関する詳細は表41に記す。

(4) 土 墳
本調査において確認された土墳は24基である。いずれも第V層上面での検出である。 SK

24は SBl号住居址内に伴うものである。ただしSK6は住居址の可能性もある。平面形と

埋土により5分類される。ISKl・ 14は長方形で埋土が灰褐色上、 SK8・ 18は円形で埋土

が黒褐色土、 SK2・ 3・ 13・ 16は楕円形で埋土が褐色土、 SK4・ 15・ 17・ 19は長楕円形

で埋上が褐色土、 SK9・ 10。 11・ 12・ 20。 21・ 22の平面形は長楕円形で埋土は黒褐色土で

ある。

SKl(第 87図、図版56)〔 4次調査〕

調査区中央部やや北寄りE6区に位置する。 SB4号住居llL及びSK2を切っている。平

面形は隅丸長方形を呈し、規模は南北1.2m、 東西0.3m、 深さ20cmを 測る。埋土は1.5cm大の

小円礫を多量に合む灰褐色土を基調とし、部分的に炭化物が認められた。床面はほぼ平坦で

ある。床面の南側から長さ15cm、 幅10cm、 厚さ5 cmの石枕が出土している。石枕は上面が南

から北に向けて傾斜するように置かれていた。この石枕の周囲で高台付lTh・ 玉・鉄器が出土
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檸味四反地遺跡 2・ 3・ 4次調査地

している。高台付不は石枕の西樹で床面からやや遊離 した状態で 2点出土 している。両者と

も完形品で内面が東を向いて並列 しておりやや直立 した状態であった。玉は石枕の東側の床

面から2点出土している。南側の玉は半割され、その片方のみが出土 した。

北側の玉の近 くでは用途不明の鉄器が床面からやや遊離 した状態で出土 した。発掘調査時

の上層観察では木棺等の痕跡は認められなかった。遺構の平面形・規模 。遺物等からSKl

は墓として機能していたことが想定される。

出土遺物 (第88図、図版63)

79・ 80共 に完形品である。79は 日径9,6cm、 器高3.2cm、 30は 日径9.3cm、 器高3.2clnを測る。

形態は底部より外方へ向かって広がり口縁部でやや外反する。口縁端部は丸く仕上げる。底

部に断面三角形状の高台を貼付する。外面はナデ調整、内面は日縁部はヨヨナデ調整、底都

はナデ調整を施す。色調は内外面共に乳灰責色である。胎土は密で焼成は良好である。

玉 (81・ 82)81・ 82は SKlの 床面直上出土。81は左半部を大きく欠く破損品である。

平面形態はゆるやかな楕円形と想定され、横断面形態は楕円形に近い。玉のほぼ中央に片側

判

往

● 土器

o玉
■ 鉄

1 灰褐色土(小円礫含む )
0                     50cm

(S=f:20)

第87図  SKI測 量図
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調 査 の 概 要

0        5        10cm

(S=1:3)

第88図  SKI出 土遺物実測図

穿子とが施されており、破損はちょうどこの穿孔部で認められる。欠いている左半部は本遺構

埋土から認められていないことから、副葬時に意図的に割られた可能性が高い。法量は長さ

1.Ocm、 幅1。 lcm、 厚さ0.8cln、 重量1.2gで ある。碧玉製。82は完形品である。平面、横断面

形態ともに不整形を呈している。研磨は器面全体に及んでおらず一部にのみ認められる。法

量は長さ0,9cm、 幅1.3cm、 厚さ0,7cm、 重量1.4gで ある。石英製 (?)。

時期 :出上した高台付不の形態等から本遺構は古代末～中世初頭に時期比定されるものと

考えられる。

SK5(第 89図、図版57)〔 4次調査〕

調査区北西部B7区に位置する。遺構の遺存状態は悪く、遺構の西根1は後世の削平を受け、

不明である。平面形は円形を呈するものと思われ、規模は径50cm前後と想定される。埋土は

やや粘性のある灰褐色土であり、炭化物を少量含む。

遺物は遺構中央部から完形の上師皿 1点、その直下から遺存状態の悪い歯が数点出土した。

土師皿は外底を下に向けた状態であった。

出土遺物 (図版63)

83は SK5出土の土師器不である。日径12,7cm、 器高2.lcmを測る。形態は平底の底部から

斜め上部に直線的に立ち上がり日縁部はわずかに内湾する。底部は回転糸切 りによって切 り

離される。内外面共にヨヨナデ調整を施す。色調は乳黄色である。胎土は密で焼成は良好で

ある。

時期 :出土した土師皿の諸特徴から16世紀時代の遺構と考えられる。

他の上墳状遺構については時期を知り得るものは少ないが出土遺物を第90図に掲載した。
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博味四反地遺跡 2・ 3・ 4次調査地

笥

墜醸

�

廻
°

H39′ 900m

(S=I:20)

1 灰褐色土(炭化物を少量含む)        0     5     10cm

(S=I:3)

第89図  SK5測 量図・出土遺物実測図

SK8出 土遺物 (84～86)84・ 85は甕形土器。84は 日縁端部が上下方に拡張され、日縁

端面はナデ凹む。85は 日縁部が内湾気味に立ち上がり端部は丸 くおさめる。内外面共にヨコ

ナデ調整を施す。86は複合日縁壷。口縁拡張部はは直立気味に立ち上がり、端部は丸 くおさ

める。日縁外面は刷毛目調整を施す。

SK,0出土遺物 (87～89)87は 「く」の字状口縁を呈する甕形土器。日縁部は外反気味

に立ち上が り端部は丸くおさめる。日縁内面にわずかに稜をもつ。88。 89は壷形土器の顎部

片。89は頸部と胴部の境に断面三角形の凸帯を貼付 し、凸帯上に大きめの刻み目を施す。内

外面共に刷毛目調整を施す。

S K16出土遺物 (90・ 91) 90・ 91は土師器皿。90は 日縁部は外傾 し、端部は丸く仕上げ

る。91は深さのある皿。内湾気味に立ち上がる日縁部。端部は失り気味に丸くおさめる。90。

91共に底部切 り離しは回転ヘラ切 りによる。内外面共に日縁部はヨコナデ、底部はナデ調整

を施す。
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調 査 の 概 要

SK7出 上遺物 (92) 92は須恵器高 lTh。 脚部は内湾する。 6c。

S K13出土遺物 (93) 93は須恵器壼。平底の底部から上外方に直傾的に立ち上がる。底

部付近に 2条の沈線を施す。 9c。

S K18出土遺物 (94) 94は分銅形土製品である。 S K18の埋土上面からの出土であり、

以＼F‐ノ
0 10                   20cm

/寸<く、

第90図  SK出 土遺物実測図

ヽ ェ
0            5            10cm

(S=1:3)

0                      5cm

(Si li2)

【 %徳 ~f小 86

反 芭 亜 垂 璽 ≡ Z′ 91

SK 8    84-86

SK10    87-89

SK16   90・ 91

SK 7    92

SK13    93

SK18    94
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博味四反地遺跡 2・ 3・ 4次調査地

流れ込みの可能性もある。下半部を欠失している。器形は円形で表裏とも平坦である。眉は

断面三角形の凸帯を貼り付け、鼻を一体で表現する。日と口は同一施文具と推定される道具

で半月形に線刻する。また、 くり込み部両端に左右一対で表面から穿孔しており耳を表現し
たものと思われる。頭髪は眉の上から裏面にかけてほぼ全面に刺突文を施すことによって表

現する。色調は表裏面共に黄褐色である。胎土は細かい砂粒を合む。焼成は良好で、頭髪、

日裏面の刺突の部分にベンガラの塗彩の痕跡がみられ、当初は全面に塗彩されていたものと

推測される。残在長3.8cm、 上半部最大幅4.7cm、 くり込み部最大幅1,9cln、 上端面厚さ0,9cm、

くり込み部厚さ1.2cmを測る。

出土遺物・切 り合い等よりSK2は古墳時代以降、 SK6は古墳時代中期以前、 SK3・
4・ 9。 23は古墳時代中期以降、 S K13・ 14は中世以降のものであろう。

本調査で検出した土羨に関する詳細は表42に記す。

H39′ 800m

1 暗灰褐色土

第91図  SX2測 量図
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調 査 の 概 要

(5) その他の遺構 と遺物
本調査において確認された柱穴は763基 (掘立柱建物柱穴を合む)である。すべて第V層上

面での検出である。柱穴内からの遺物の出土は少量で、弥生土器・土師器・須恵器小片が出

土している。他に性格不明遺構 (S Xl～ 5)を 5基検出した。

SX2(第 91図、図版57)〔 4次調査〕

調査区北西部B7区に位置する。平面形は隅丸長方形を呈し、規模は南北1.5m、 東西0,7

m、 深さ12～ 26cmを測る。埋土は暗灰褐色土である。床面は凹凸が著しく特に遺構西部で顕

著である。これは人為的というより1直物の成育に伴う凹みであろう。遺物は土師皿が 7点遺

構の東壁付近で床面から15cm程度遊離した状況で出土した。これらはすべて同一面で出土し

ている。また土師皿を覆う埋土と土師皿より下の埋上が同じであることから遺物はSX2に

伴うものと判断した。出土した土師皿は野外調査時では 6点 と認識していたが、その後の整

理で計 7点であることが明らかになった。調査時では北側の土師皿から順に番号をつけて取

り上げを行った。出土状況に差異が認められ、NO.95。 97・ 99。 100は外底を下にNO.96・

98は外底を上に向けていた。

出土遺物 (第92図、図版64)

いずれも完形もしくは完形に近い出土品である。形態は底部付近に稜を持つもの (95～ 98)

と持たないもの (99～ 101)に分類される。日縁部は外反するもの (95～ 100)と 内湾するも

の (102)があり口縁端部はすべて丸く仕上げる。底部は、すべて平底である。底部の切 り離

くてて三ここ:::::::::::::::::::'ララ房
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タ
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99 0

第92図  SX2出 土遺物実測卿
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博味四反地遺跡 2・ 3・ 4次調査地

しは回転糸切 りによるもの (95～ 88)、 回転ヘラ切 りによるもの (99)、 不明のもの (100。 101)

がある。調整は内外面共にヨコナデ調整を施すもの (95～ 98)と ナデ調整を施すもの (99～

101)が ある。色調は内外面共に乳責色～乳責灰色である。胎土はいずれも密で焼成は良好で

ある。

時期 :出土 した土師皿からSX2は 16世紀代に比定される。

柱穴出土遺物 (第 93・ 94図、図版65)

甕形土器 (102・ 103) 102は推定日径40cmを 測る大型品。日縁部は外反し端部は「コ」字

状に仕上げる。口縁下に凸帯が巡 り、凸帯上に押圧痕を残す。103は 口縁部は内湾 し端部は丸

く仕上げる。頸部外面には稜をもたない。

主形土器 (104) 104は 複合口縁主。口縁部は外反 し、日縁拡張部は内湾する。日縁拡張

部外面に波状文を施す。日縁部は刷毛目調整、日縁拡張部はヨコナデ調整を施す。

高不形土器 (105。 106) 105。 106は高lTh形土器の郷部。105は 不屈曲部にわずかに段をも

つ。不部は内湾して立ちあがり日縁部は外反する。日縁端部は丸く仕上げる。106は 必屈曲部

に弱い稜をもつ。内外面共にナデ調整を施す。

土釜 (107) 107は 土釜の口縁部片。口縁部は短 く直立 し、日縁端部は平坦面をなす。断

面台形状の鍔部を貼付する。外面はヨヨナデ、内面はナデ調整を施す。

皿 (108・ 109) 108。 109は 土師器皿。108はわずかに上げ底の底部から内湾気味に立ち上

がり、日縁端都は丸く仕上げる。底部の切 り離 しは回転糸切 りによる。内外面共にヨヨナデ

調整を施す。109は平底の底部から直立気味に立ち上がり口縁部は大きく外反する。底部切 り

離しは回転糸切 りによる

邪蓋 (110～ 112) HO。 111は須恵器邦蓋。HOは扁平な天丼部から口縁部に下がり、日縁

部は下方に屈曲する。日縁端部は尖り気味に丸い。1lHま辱蓋のつまみ片。中央部が大きく凹

む。1121よ天丼部は丸く、日縁部は直立 して下がり日縁端部は内傾する。断面三角形の稜をも

才
9。

17h身 (H3) 113は たちあがりは内傾し、端部は不明瞭な段をなす。

壺 (114) 日縁部は外反し端部は「コ」字状におさめる。日縁下に断面三角形状の凸帯が

巡る。

石鏃 (115) H5は S P34埋土出土。比較的厚みのある争1片 を素材とした凹基無茎式の打

製石鏃である。両脚の先端部を欠く。両面のほぼ全面に細部調整が加えられており、初刹離

面は認められない。基部に施された狭りは推定で0.8cmを 測 り、長さの25%前後を占める。法

量は長さ2.9cm、 幅2.Ocm、 厚さ0.4cm、 重量1.6gで ある。サヌカイト製。

砥石 (116・ 117) 116・ 117は S P33埋土出土。116は不整形をしており、裏面が大きく欠

く破損品である。使用痕は表面と左側面に看取される。表面の使用痕は中央から下端にかけ

て認められる縦・斜め方向の線条痕である。左側面のは V字形を呈し、使用頻度の高さを想
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調 査 の 概 要
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調 査 の 概 要

定させるものである。法量は長さ15。 lcm、 幅8。 9cm、 厚さ6.lcm、 重量599.5gである。 1171ま

長方形を呈するものと想定される破損品である。使用痕には、わずかに細かい線条痕があり

器面の円滑なものと、ある一定の大きさに削 り取られたようなものの二種が認められる。法

量は長さH.5cm、 幅6.8cm、 厚さ7.2cm、 重量545.6gである。石材は117と 同一であるが名称

は不明である。

第Ⅲ層出土遺物 (第95図、図版66)

土師器

羽釜 (118～ 120) 日縁部は内湾 して立ち上がる。H8・ 119は 日唇上端に断面三角形状の

凸帯を貼付する。120は 日縁端に断面三角形の下膨れの凸帯を貼付する。内外面共にヨヨナデ

調整を施す。

土釜 (121) 121は 土釜小片。鍔は断面三角形で外方向に長く水平にのびる。

皿 (122～ 128) 日縁部は内湾気味に立ち上がるもの (123～ 125。 127)と 、直線的に立ち

上がるもの (122・ 128)が ある。底部の切 り離 しは回転糸切 りによるもの (123。 125。 127)

があり、その他は摩減の為不明である。いずれも内外面共にヨコナデ調整を施す。

lTN(129,130) 129は平底の底部から外反気味に立ち上がり、日縁端部は丸 くおさめる。

成形手法はロクロによる。底部は回転ヘラ切 りによって切 り離された後ヨコナデ調整を施す。

日縁部は内外面共にヨヨナデ調整を施す。130はやや突出する平底の底部から外方へ向かって

たちあがる。全体の約半分を欠失している。底部切 り離 しは摩減の為不明。

陶磁器 (131・ 132) 131・ 132は備前焼招鉢。日縁部は粘土を貼付け、日唇面を上下に拡

張する。内外面共に回転ナデ調整を施す。底部は欠損 している。胴部内面に 9条の放射状の

櫛描き条線を施す。

第Ⅳ層出土遺物 (第96～98図、図版66・ 67)

土師器

甕形土器 (133～ 136) 133は 日縁部は直線的に立ち上がり、端部は内傾する面をなす。外

面は刷毛日調整後ヨコナデ調整を施 し、内面は刷毛目調整を施す。134・ 1351ま内湾する口縁

部と内傾する日縁端部をもつ。1341ま内面に指頭痕を残す。136は胴部が長胴となるもので、

日縁端部は丸みのある「コ」字状に仕上げる。

壺形土器 (137・ 138) 137は複合日縁壷。口縁拡張部に屈曲部をもちその上下に波状文を

施す。内外面共に刷毛目調整を施す。138は二重口縁壺。直立 して立ち上がる日縁拡張部に波

状文及び円形浮文を施す。

飢形土器 (139) 胴部は直立してたちあがり、日縁部は外反する。日縁端部は丸く仕上げ

る。外面は刷毛目調整後ナデ調整を、内面はヨヨナデ調整を施す。

高不形土器 (140。 141) 140は 高JThの不部片。 lTh屈曲部に稜をもつ。141は脚都片。三角

錐状の柱部に外反する裾部をもつ。柱部と裾部の境内面に弱い稜をもつ。
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博味四反地遺跡 2・ 3・ 4次調査地

須恵器          
う

不蓋 (142～ 145) 1421ま 口縁部は直立気味に下がり、端部は内傾する段をなす。天丼部と

口縁部をわける稜は段差による。143は 日縁部は外反 して下がり端部は尖り気味である。天丼

部と口縁部をわける稜は凹線による。1441ま稜は消失 している。日縁端面に刻み目を施す。

145はかえりのある邪蓋で、かえり端部と日縁端部は同一面で接地する。
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裕味四反地遺跡 2・ 3・ 4次調査地

不身 (146・ 147) 146はたちあがりは内傾し、端部は平坦面をなす。受部端に沈線状の凹

みがみられる。

高邪 (148・ 149) 148は無蓋高邦の邪部片。 2条の凸帯を貼付けし凸帯下に波状文を施す。

149は脚部小片。脚端部は下方に屈曲し、端面は尖り気味に丸 く仕上げる。

疎 (150) 1501ま疎の日縁部片。日縁部は外反 し、端部は凹面をなす。日縁下に 1条の凸

帯が巡 り、日縁部と凸帯の間に波状文を施す。
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0                     10                     20cm

(S=|:4)

第97図 第Ⅳ層出土遺物実測図 (2)
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調 査 の 概 要

提瓶 (151) 151は 提瓶の日縁部。口縁端部は外傾する面をなす。日縁中位に 2条の沈線

が巡る。

壷 (152・ 153) 152・ 1531ま壷の日頸部片。日縁部は外反 し、1521ま 口縁端部を珠玉状にお

さめる。153は下方に拡張 し、頸部に数条の波状文を施す。

甕 (154) 154は 甕の日頸部片。日縁部は外反 し端部は上下方に拡張する。日縁端部内面

にわずかに稜が認められる。

弥生土器・石製品

甕形土器 (155～ 157) 155は小片。口縁端部は上方に拡張し、端面に 2条の凹線文を施す。

―(S=I:2)

ｍ
ｌｌｌｌ
即

③

―
(S=2:3)(S=112)

第Ⅳ層出土遺物実測図

―- 145 -



檸味四反地遺跡 2・ 3・ 4次調査地

内外面共にヨコナデ調整を施す。■56は「く」の字状口縁を呈する小型品。胴部外面は刷毛目

調整後ナデ調整を施す。1571ま頸部外面に稜をもたない。内外面共に粗い刷毛目調整を施す。

壷形土器 (158) 158は 複合口縁壺。内湾する日縁拡張部に 4条の櫛描波状文を施す。外

面に刷毛目調整を施す。

高邪形土器 (159～ 161) 159は高j7Nの写部片。不屈曲部は段をなし、日縁部は大きく外反

する。日縁端部は欠損している。内面に縦方向のミガキ調整を施す。1601ま柱状の本主部に1.5cm

大の円孔を穿つ。外面はヘラミガキ調整、内面は刷毛目調整後ナデ調整を施す。161は脚部片。

脚端部を上方に拡張し、端面に 3条の凹線を施す。裾部に透かしあり。

162・ 163は甕形土器、164・ 165は 壷形土器の底部である。162・ 163は くびれの上げ底を呈

し、胴部外面はミガキ調整を施す。164はわずかに上げ底を呈し、165は突出する平底をもつ。

柱状片刃石斧 (166) 基部が大きく欠損する。右側面は一部千1落する。左側面の研磨は丁

寧になされ、前主面には縦方向の丁寧な研磨が認められる。横断面形は側面が身膨れ状の台

形を呈している。法量は長さ6.Ocm、 幅3.3cm、 厚さ0.44cm、 重量40.lgで ある。緑色片岩製。

有溝礫石錘 (167) 一部破損する。風化の進行する花商岩の自然礫を素材とし、短車由方向

に擦 り切 りによる一条の溝が亥1み込まれている。溝の深さは均―ではなく0。 3～ 0。 7cmを 測る。

法量は長さ5,4cm、 幅5。 7cm、 厚さ3.5cm、 重量133.2gである。

管玉 (168) 完形品。全体の研磨は比較的丁寧になされている。上下の端面はやや丸みを

もつ。穿孔は上方からの片面穿子しである。法量は長さ2.15cm、 幅0.8cm、 厚さ0。 8cm、 重量2.6

gである。碧玉製。

4.小  結
本調査において弥生時代・古墳時代・古代～中世の遺構と遺物を確認することができた。

1.弥生時代

確実に弥生時代に時期比定できるのはSBlと SB8である。平面形は隅丸の方形を呈す

る。いずれも後期末のものである。当地を合めた周辺地域で、これまで希少だった当該期の

竪穴式住居址の検出は当時の住居形態や構造を考えるうえで好資料となるものである。終末

期の方形の住居址で 6本柱の主柱穴を有する竪穴式住居址は束本遺跡 2次調査で既に報告さ

れており、本調査を合めて今後の周辺地域において類例の増加が予想される。なお、包合層

である第Ⅳ層からは弥生時代中期末の上器が出上していることから周辺に該期の遺構が存在

していた可能性が考えられる。

2.古墳時代
本調査検出の遺構や遺物の主体をなす。

前期  SB3・ 4・ 6は松山平野でも数少ない前期の竪穴式住居址である。いずれも平

- 146 -―



結/1ヽ

面形は隅丸の方形プランをなす。主柱穴はSB3・ 6にて 4本を検出している。注目される

ものはSB6に付設された屋肉高床部 (べ ノヽト状遺構)である。従来、松山平野で検出され
る高床部は屋内の四周あるいは三周に付設される場合がほとんどである。しかしながら、本

住居址の場合は住居址の 3つのコーナーに付設されている。これは北部九州、福岡県八女市

西中ノ沢遺跡検出の SB5号住居址 (古墳時代中期)にその形状が類似しており、当地との

交流があった可能性が考えられ非常に興味深い資料である。

中期 注目されるものはSB7である。遺物は住居址北東部の床面付近に集中して出土し
た。高不形土器の出土数が比較的多く、遺存状況の良好なjTh部が 4点出土している。高JTh形

土器に比べて他の器種は少量かつ小片であり好対照の出土状況をなす。土器様相は高邪形土

器はいずれも郭屈曲部に段をもち口縁部がやや外反する。

後期以降 古墳時代後期の遺構はSB2があるほか、時期特定はできないものの掘立柱建
物址のなかで古墳時代後期以降のものがある。 1・ 2号建物llLは掘り方や柱痕等明確に検出

できた当該期の遺構である。遺物は 5世紀末～6世紀前半、 7世紀代の須恵器が出土してい

る。

3.古代 ～中世
古代～中世の遺構としては掘立柱建物址のほか、土墳 SKl・ 5、 性格不明遺構 SX2が
ある。 SKl・ 5は土羨墓として考えられる。 SKlか らは完形の上師器JTXのほか玉や鉄器
が、 SK5か らは同じく完形の上師皿 1点 と歯が出上している。またSX2か らは土師皿 8
点が連なりあって出上している。これらの遺構や共伴した遺物は当時の埋葬観念や社会構造

を考えるうえで好資料となるものである。

4 包合層出土品
包合層中の出土ではあるが管玉が良好な遺存状況で出上した。桑原地区の集落遺跡からの

出土は初例である。管玉の所有は当時の首長層における権威の象徴を示すものであり、今回

の管玉の出土は檸味四反地遺跡を合む桑原地区において一定以上の権力を担った有力者の存

在を示唆している。

そのほか土竣 S K18上面 (流れ込みの可能性あり)か ら分銅形土製品が出土している。同

地区での出土は管玉と同様に初例であり興味1条い資料である。
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表39 竪穴式住居址一覧

竪穴

(S3)
時  期 平面形

規   模
長さ×幅×深さ(m)

主柱穴

(本 )

内部施設
周壁溝 備 考

高床 上娘 炉

I 弥生後期 隅丸方形 2× 32+α ×0 ○ ○ O S酔・掘立1に切られる。

古境後期 隅丸方形 0 20 ○ SBl,SB5を切る。

3 古墳前期 隅九方形 47× 42X012 SB4・ SKi SK2に 切られる。

4 古墳前期 隅丸長方形 53× 24+α X0 10 S酌を切り、SKHこ切られる。

5 古墳中期 I凸丸長方形 5× 3 5× 0 ○ S脱・SЮ ,SK4こ切られる

6 古墳前期 隅丸方形 53× 45× 030 ○ ○ ○ SD5に切られる。

7 古墳中期 隅丸方形 35× 27X015 ○ 掘立5に切られる

8 弥生後期 隅丸方形 39× 38X020

檸味四反地追跡 2・ 3・ 4次調査地

表40 掘立柱建物址一覧

掘立
規 模

(間 )
方  位

桁 行 梁 行
床面積

(ド )
時  期 備 考

実長(尺 ) 柱間寸法(尺 ) 実長(尺 ) 柱問寸法(尺 )

|
4× 2 東西 704(235) 5・ 55・ 38 72 500(167) 35 2 古墳後期以降 SBユ・2を切る。

2 東 西 637(212) 5・ 6・ 52・ 5 HO(37) 3 7 70 古墳以降

3 南北 364(121) 57 64 245(32) 中世

4 2Xl 南北 300(100) 5・ 5 130(43) 中世

5 2× 1 東西 402(134) 67 67 200(67) 中世

6 東西 478(159) 75 306(102) 10 2 14 6 中世 SB7を t刀 る。

7 束西 625(208) 10 305(102) 102 中世

8 ヨ耳Jヒ 440(147) 73・ 74 260(87) 8 7 中世

表41 溝一覧

溝

(SD)
地  区 断面形

規   模
長さ×幅×深さ(m)

埋  土 出土遺 修 時  期 備   考

| C7-D7 U字剪大 980× 060X008 黒褐色土 殊年・須恵 古墳以降

2 皿状 200× 050X008 灰褐色ヤ

3 C7 皿状 130X020× O05 黒褐色■

4 F7～ H7 皿】大 510X060× 006 緑灰色士 近世

5 A2～A4 皿状 708× 040× 008 灰褐色上 土師・須恵 中世 SB6を切る。

6 AO～ A] 船 FA状 420× 040× O04 暗灰色1 不明

7 Hl～ H2 船底状 490× 250× 040 灰褐色 Ji 中 HI
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表43 性格不明遺構一覧

遺 構 一 覧

表42 土墳一覧

土娠

(SK)
地  区 平面形 断面形

規   模
長さ×幅×深さ(m)

埋  上 出上遺物 時   期 備  考

| E6 長方形 皿】大 120× 086× 020 灰褐色土 主:市 ,石・鉄・T 中世 SB4,SK2を 切る。

2 E6 橋円形 皿状 200X132X022 黒褐色土 古境前期以降 SB3・ SB4を切る。

3 B6,7 橋円形 船底状 125X075× 025 茶褐色土 古壌中期以降 SB5を 切る。

4 B6 不整指円形 船底状 220X082X020 茶褐色土 古墳中期以降 SB5・ SK6を切る。

5 円形 皿剪大 05+2X05+α X0 05 灰褐色土 土師・歯 中1吐

6 不整方形 皿状 280X264× 028 黒褐色土 古墳中期以前 SB5に 切 られる。

7 A4・ 5 不整円形 Ill状 黒褐色土 不明

8 A3～ B4 円形 皿状 263× 252X008 黒褐色土 +
黄色土

lTt,土師.須急 古墳以降

9 B3～ C3 長楕円形 船 底状 2 78Xi 02× 068 黒褐色土+
褐色上

古le中期 SB7と 三複

BO・ 1 不整精円形 船底状 245× 140X047 黒褐色土 弥生 不明

II 円形 皿状 120× 120× 023 黒褐色土 不明

C2～ D2 隅丸長方形 皿状 2 00Xl 10X0 28 暗灰色土 不 明

D3 長方形 逆台形状 2 58× 0 84X0 10 茶褐色士 土師・須恵 中世

D3・ 4 長方形 皿 状 323× 210X044 灰褐色土 土師・須恵 中世

E2 3 長方形 皿状 245× l iOX0 25 茶褐色土 不 明

不整4rH形 船底状 125X075X023 褐色土 不明

17 Fl・ 2 長楕円形 皿状 320× 080X012 褐色i 不明

F3～ G3 円 形 皿 状 170X145× 015 黒褐色J 弥 4 土湾市 古墳以降

G2～ H2 長方形 船底状 265× 120X012 褐色上 不 明

G3-H3 不整常円形 船底状 192X097X022 黒褐色土 弥生・土師 古墳以降

H3・ 4 協丸受方形 逆台形状 260X092X043 黒褐色土 弥生・土師 古墳以降

H4 不整格円形 皿状 335× 143× 017 黒褐色土 不明

E5～ F5 方形 皿状 170× 140× 012 黒褐色上 古墳中期 SB4と 重複

楕円形 皿 状 094× 045X017 黒褐色上 弥生 弥生後期 SBI内

性格不げ

(SX)
地  区 平画形 断面形

規   模
長さ×幅×深さ(m)

坦  上 出土這物 時  期 備 考

I A3 不率格μl形 船底状 280× 080X043 黒褐色■ 不 明

2 B7 長方形 船底状 暗炭褐色 Ji 土師皿 中ll

3 F4・ 5 格円形 船底状 250X100× 028 黒褐色■ 不 明

4 C6～ D6 方形 船底メ大 180X160X015 黒褐色十 ざr墳後期 SB2床面検出

5 F4・ 5 精円形 TnN炭状 200X130X032 黒褐色十 不 明
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樟味四反地遺跡 2・ 3・ 4次調査地

表44 SBl出 土遺物観察表 土製品

番号 器 種 法量 (cm) 形態 。施文
調 整 色調絵吾|

生

成

胎

焼
備考 図版

外  面 内  面

I

一笙

径

高

日

残

(134)

27

複合口縁壷の口縁部片。

端部は内傾する。波状文

あり。

ヨヨナデ ハケ→ヨヨナデ 暗灰褐色
石・長は～0

◎

2 壷
口径  (56)

残高  36

直日壷。小片。日縁端部

は先細りする。多重の沈

線文を2段に施す。

ョヨナデ ヨヨナデ 黄褐色
密

◎

3 〓至
日径  (70
残高  62

直立する口縁部。端部は

丸 く仕J上げる。
ヨヨナデ ケヽ (6本 /1cm) 茶褐色

密

◎

4 冬台
口径 (224)

残高  13

受部小片。 日縁端部は i

下方に拡張。端面に波状

文を施す。

ナ デ ミガキ 橙褐色
密

◎

5 鉢
Iユ径 (270)

残高 244

大型品。 日縁端部は上下

方に拡張。 日縁部は くの

字に折 り曲げる。

①―ヨヨナデ

⑩一ハケ住0～ワ本/1帥 )
ケヽ (8～ 40本 /1cn) 黄褐色

石・長0～ 31

金ウンモ

◎

黒斑

SK24

鉢

日径 (177)

底径  24
洛高  123

日縁部は大きく外反。瑞

部はやや下方に拡張。底

部はわずかに上げ底。

①―ヨコナデ

⑩ 一ハケ(8本/1cm)
褐色

石長O～0

◎

煤

Ｋ２

7 鉢

径

吉
向

底

残

17

34
突出する底部。 ヘラミガキ ヘラミガキ 褐色

富(石・kl～ 2)

◎

表45 SBl出 土遺物観察表 石製品

番号 器  種 残存 材質
法 量

備考 図約
長さ(cm) 幅(cm) 厚さ(cm) 重さ(g)

石器素材 緑色片岩 5 2 34

表46 SB8出 土遺物観察表 土製品

番 号 器 種 法量 (cm) 形態 施 文
調 整 色調

1含吾|
生

成

胎

焼
備 考 コ栃

外  面 内 面

裂
口径 051)
残高  33

逆 L字形を呈する甕のロ

縁部。端部は上方に拡張

し、端面に1条の凹線あり。

ヨヨナデ
①―ヨヨナテ

⑩―ナデ
乳褐色

密

◎

高邦 残高  50 高系の脚部片。 ヨヨナデ
④―ヨヨナデ

⑩―ケズリ
褐色

密

◎

|| 鉢
日径 (192)

残高  67

外傾 してたちあが り日縁

端部はわずかに内方に屈

曲する。

① コヨナデ

廻⊃―叩き

ω ―ナデ
掲色

石長(1～ D

金ウンモ

◎

黒斑

鉢

径

得

高

日

底

器

(150)

31

平康の底部。内湾気味に

たちあが り、日縁部は直

立する。端部は突り気味。

ケヽ(10～ H本/1cm) ケ (10～ H本/1cm) 貢灰色
TI・長(1～か

◎
黒 斑

鉢
径

甘
阿

原

残

(24)
平底の底部 ケヽ (7本/1cm) 暗灰褐色

石長(1～ 0

金ウンモ

◎

黒斑
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表48 SB3出 土遺物観察表 土製品

遺 物 観 察 表

表47 SB6出 土遺物観察表 土製品

番号 器種 法量 (cm) 形態・施文
調 整 色調

1合暑|
生

成

胎

焼
備 考 コ赫

外  面 内 面

喪
口径 (153)

残高  61
「く」の字日縁。口縁端部

は「コ」字状におさめる。

①―ヨコナデ

⑩トハケ0～ 1骸膨/1cml
①―ハケ→ナデ

⑩一ハケ91～ワ木/1伽 )

色

色

褐

褐

茶

明

石。長但～0

◎

壷
口径 〈320)
残高  24

小片。日縁端部は下外方

に拡張。波状文あ り
摩減の為不明 摩減の為不明 淡黄褐色

石,長は～0

○

壷 残高  37
複合口縁壷。日縁拡張部

に波状文あり。
ヨヨナデ ナ デ 灰黄褐色

石・長住一か

◎

注 目

土器
残高  53

小片。 口縁下位にЯ占付に

よる凸帯が巡 り、凸帯■

に刻み目を施す。

ヨコナデ ヨコナデ 乳褐色
石・長は～21

◎

休
口径 (376)

底径  (84)

日縁端部に2条の凹線あり。

底部は平底風で胴下部以

下に叩きを施す。

①―ヨヨナデ

蛹 ―ハケ(7本 /1cm)

⑩ ―タタキ→ハケ

①―ハケ

⑪―ハケ
黄褐色

暗灰褐色

希'長 0～0

◎
黒斑

鉢
口径 (133)

残高  58

胴部は内湾 し、口縁端部

は「ヨJ字状 におさめる。

底部とやや突出する。

灰掲色

黒褐色

石'長住～0

金

◎

黒 lkl

壺

一径

一局

底

残

(45)
扁平な体部にボタン状に

突出する。やや上げ底を

呈する。

ケヽ ナ デ 黒褐色
石長(1～ 3)

◎

褒
底径  40
残高  30

平底の底部。胴下部外面

に叩き痕あり。
タタキ 黄褐色

石長a～ 0

◎

番 号 器種 法量 (cm) 形態・施文
調 整 色調

1含暑|
生

成

胎

焼
備 考 図版

外  面 内 画

嬰
口径 (175)

残高  63
外反する日縁部。口縁端

部は「コ」字】大におさめる。

O―ノサO～4本れc0

⑮―タタキ→ハケ
ハケ(4～ 5本/1帥 )

暗灰褐色

淡褐色

石・長0～2)

金ウンモ

◎

喪
日経 (139)

残高  39
外反する口縁部。日縁端

著[は「コ」字】大におさめる。

①―ヨコナデ

⑩―タタキ→ハケ
ケヽ (9本 /1cm)

暗黒色

暗灰褐色

石美住～伊

◎

黎
口径 (189)

残高  57

やや内湾する日縁部。端

部はわずかに面をなす。

頸部に稜をもたない。

ヨヨナデ ]ヨ ナデ
灰黄褐色

灰黄色

石。長0～ 21

金ウンモ

◎

褻
日行 (162)

残高  41
内湾する日縁部。端部は

わずかに内傾する。

①―ヨコナデ

⑩一ハケ
摩滅の為不明 褐色

石。長 (1)

◎

嬰
口径 (250)

残高  67

内湾する日縁部。日縁部

上部に屈曲部をもつ。日

縁端面は丸 く仕_iげる。

ヨヨナデ ヨヨナデ 乳黄褐色

石。長(卜 2)

金ウンモ

◎

壷
日径 (170)

残高  36
二重口縁壷。日縁拡張吉[

は直立。端部は内傾する。
摩減の為不明 摩減の為不明

淡褐色

淡灰黄色

石,長 12～ 0

○

鉢
日経 (200)

残高  48
外反する日縁部。日緑端

部は「コ」字状に仕上げる。

①―ヨヨナデ

⑩ ハケ
①―ヨヨナデ

⑩―ハケ→ナデ
乳黄白色

黄褐色

石'長 0～ 0

◎
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番号 器種 法量 (cm) 形態 。施文
調 整 色調

1含暑|
生

成

胎

焼
備考 図師

外 面 内 面

鉢
口径 (167)

残高  27
内湾する日縁部。日縁瑞

面はわずかに凹む。
摩減の為不明 ケヽ (6本/1cm) 暗灰褐色

密(石。長0

◎

鉢
日径 (137)

残高  77

やや丸みのある底部。 日

縁部は内湾気味に直立す

る。端部はわずかに凹む。

摩減の為不明

(指頭痕 )
ケヽ (8水 /1cm)

灰褐色

茶褐色

石・長はЧ)

◎

鉢

口径 (1041

底径  (331

残高  59

やや丸みのある底部。内

湾気味に直立する日縁部。

端部は丸い。

ヘラミガキ ナデ
黒灰色

淡灰褐色

密

◎

支脚
底経  (85)

残高  92
三角錐状の柱部。中空。

ハケ→ナデ

付旨頭痕顕者)
ナデ 乳黄色

審拓,長 1-3)

金ウンモ

◎

SB3出 土遺物観察表

檸味四反地遺跡 2・ 3・ 4次調査地

表49 SB4出 土遣物観察表 土製品

番 号 器種 法量 (cm) 形態 。施文
調 整 色調

1合暑|
上

成

胎

焼
備考 EXl朽

外 面 内 面

褻
日径 (220)

残高  57

内湾する日縁部。日縁部

上部に屈曲苦Fを もつ。 日

縁端部は丸 く仕上げる。

摩滅の為不明 摩減の為不明 淡灰黄色
石・長0～31

◎

雲
口径 (162)

残高  30
内湾する日縁部。 口縁端

部は「コ」字状に仕上げる。
褐色

石'長 (1-41

◎

表50 SB4出 土遺物観察表 石製品

番号 器 種 残 存 材質
法 量

備考 コ肺
長さ(cm) 幅(cm)

'享

さ(cm) 重さ(g)

勾玉 ほぼ完形 弱瑞製

表51 SB5出 土遺物観察表 土製品

番 号 器種 法量 (cm) 形態・施文
調 整 色調

1件暑|
生

成

胎

焼
備考 コ獅

外 面 内 面

高
j/N
Π径 (176)

残高  32

邪屈曲部は丸みのある稜

をもつ。口縁部は外反 し、

端部は先細 り。

ハケ→ナデ 乳黄褐色
密(石・長ll

◎

高 邦 残高  46
三角錐状のtl部 。柱 ―裾

部内面に稜あり。
摩滅の為不明 摩減の為不明 乳黄褐色

密

◎

鉢
田径 (240)

残高  64

直立する体部にやや外反

する口縁部。 日縁端部は

丸い。

ヨコチデ 摩減の為不明
乳褐色

乳黄褐色
モウ

密

金

◎
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表62 SB7出 土遺物観察表 土製品

番号 器種 法量 (cm) 形態・施文
調 整 色調

1含吾|
生

成

胎

焼
備考 コ版

外  面 内 面

簑
口径 (246)

残高  40

日縁部はわずかに内湾 し

日縁上部は外反する。

日縁端部は丸い。

①―ヨヨナデ

⑩―ハケ
① ―ハケ (8本 /1cm)

◎―ヘラケズリ
茶褐色

石。長&～り

◎

甕
日径 (124)

残高  35
口縁部はわずかに内湾。

口縁端部は丸くおさめる。
チ デ ヨヨナデ 乳白色

石・長(1-9

○
61

壺
口径 (122)

残高  64

内湾 して立ち上がる口縁

部。「聴 端部は先細 りす

る。

摩減の為不明
色

色

構

黄

乳

乳

石・長(1-0

○
61

壷
径

高

口

残

(118)

45

外反する日縁部。 日縁端

部は先細 りする。頸部内

面はヘラ削 りする。

ハケ→ナデ
○―ハケ6本/1ell
⑬一ヘラケズリ

灰黄褐色
石 長a)

◎
6ユ

重
Π径 01 rDl

残高  48

内湾する長い口縁部。「I

縁上部は外反 し端部は先

細 りする。

摩減の為不明 ナ テ 7L黄褐色

看,長 0～2)

金

◎

一霊
口径 (110
残高  56

口縁部は内湾 し、端部は

先細 り。頸部以下ヘラ削

りする。器壁薄い。

摩減の為不明
①―摩減の為不明

⑭一ヘラケズリ
乳褐色

淡黄褐色

石̀長住～分

◎
6ユ

壺 残高  45
肩部の張 りが強い。胴部

最大径以下ヘラ削 り。

器壁薄い。

⑬―ヨコナデ

⑩―ハケ

⑬一ハケ

∽ ―ナデ

∽ 一ヘラケズリ

灰黄色
密

◎

襲 残高  ■ 9
強 く張る肩部。球形の胴

都は内面にヘラ削 り痕顕

苦。

ハケ (8本 /1cn)
⑪―ナデ

⑩一ヘラケズリ
明褐色

看・長a～0

金

◎

壷 残高  ■ 4
肩部が張 り、底部はやや

広めの丸底。内面に寸旨頭

痕が残る。

乳黄褐色
看'長は～31

◎
黒斑

鉢
Π待  148
器高  62

完形品。丸底でやや広い

底部。日縁部は内湾 し日

しん部に凹みあり。

Ｏ

⑩

ヨヨナデ

'ヽケ
ヨヨナデ

淡黄褐色

乳黄褐色

看̀長 0～ 2)

◎

鉢
口径  (79)

器高  39
手づ くね品。外面に指頭

痕 を顕著に残す。
ナデ (指頭痕 ) ナデ (指頭痕 ) 淡黄褐色

石・長0～21

金

◎

61

高 lTN
口径  こ88
残高  71

邦屈曲部はわすかに段を

なす。 口縁部は外反 し、

端部は丸 く細る.

ケヽ (5本 /1cm) 茶褐色
石.長 (1～ 0

◎
61

高不
H径  (168)

残高  51

不屈曲部はわずかに段を

がす。日縁部は外反する

端剤は先細り。

ヨコナデ ヨヨナデ 乳黄褐色
密

◎
61

高 邦
Π径 (178)

残高  445

邦屈曲部は段をもつ。日

縁部は外反 し、瑞部は丸

く細い。

ココナデ ヨヨナデ 淡灰褐色

石・長0～4)

金

◎

高 lT
一径

一局

口

“娠

17 0
イ屈曲部は丸みのある段

をなす。深さのある郵部、

日縁端部は丸く細い。

ヨヨナデ 摩減の為不明 淡黄褐色
石 。長Q)

○

遺 物 観 察 表
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表53 SB2出 土遺物観察表 土製品

番号 器種 法量 (cm) 形態・施文
調 整 色調

1合暑|
生

成

胎

焼
備考 目赫

外 面 内 面

褻
口径 (148)

残高  51
内湾する日縁部。口縁端

面は内傾する。

①―ヨコナデ

⑤一ノウ住7本 /1ω
①―ヨコナデ

⑤―摩減の為不明
褐色

石・英a～か

◎

甕
日径 (1611

残高  20
わずかに内湾する口縁部。

日縁端面は内傾する。
摩減の為不明 摩減の為不明 黄褐色

石。長住～か

◎

褒
日経 (164)

残高  37
わずかに内湾する日縁郡

口縁端面は丸みをもつ。

①―ヨコナデ

⑤―ムケ
ヨヨナデ 黄褐色

石・長a～2)

金ウンモ

◎

嚢
Π径  い 6)
残高  33

小型品。わずかに外反す

る日縁部。 口縁端部は先

細 りする。

摩滅の為不明 ケズリ 淡黄褐色 モ

密

金

◎

黒薙

製塩

土器

口径  (44)

残高  31

製塩上器の日縁部。日縁

端部は先細 りする。

イヽh。

ナ デ
乳黄色

淡灰褐色

石・長a～9

金ウンモ

◎

椀
口径 (116)

残高  35
口縁部はゆるやかに外反。

端部は先細 りする。
ヨヨナデ ナ デ 黄褐色

密

◎

高イ
日経 (160)

残高  27
高ヌの邦部片。 日縁部は

外反 し、端部は丸 く紹る。
ヨコナデ ヨヨナデ 橙褐色

密

◎

郭蓋
口径 (132)

残高  34

日縁部は外反 して下が り

端部は内傾する段をなす。

断面三角形の稜あり

回転ナデ 回転ナデ
灰色

青灰色

石・長9～ 31

◎

邦藍
口径 024)
残高  36

口縁部は垂下し端部はわ

ずかに内傾する。
回転ナデ 回転ナデ

暗灰色

暗青灰色

密

◎

郭蓋
口径 (123)

残高  46

天丼は中央音[がやや突出

する。口縁部は葦下し、

端部は内傾する凹面をな

す。

○―同転ヘラ削り1/2

①―同転ナデ
回転ナデ

灰色

青灰色

石・長(1～ 31

◎

lTN蓋
径

高

Π

残

(122)

37
日縁部はやや外反 して下

がり、瑞部は内傾する。

〇一回転ヘラ削り

① 一回転ナデ
回転ナデ 淡黄灰色

密 (長 3)

◎

イ身
日径 (106)

器高  48

たちあが りは直立 し、端

部は内傾する。受部は外

方に水平にのびる。

①一回転ナデ

〇一回転ヘラ削り1/2
回転ナデ 灰色

石・長0～D

◎

高邪 残高  31
無蓋高邪の

jTN部
。椀形の

郭部で外面に波状文を施

す。

回転ナデ 回転ナデ 暗灰色
石・長(1～ 0

◎
釉

壷
口径 (174)

残高  36
外反する日縁部。端部は

珠五状におさめる。
回転ナデ 回転ナデ

白黄灰色

黄青灰色

石・長住～21

◎

莞 残高  37
壺の頸部片。凸帯が2条貼

付けられ、波状文を施す。
回転ナデ EpR転ナデ 灰色

密

◎
釉

檸味四反地遺跡 2・ 3'4次調査地
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表50 SKl出 土遣物観察表 土製品

遺 物 観 察 表

表54 SB2出 土遺物観察表 石製品

番 号 器 種 残存 材質
法 量

備考 コ獅
長さ(cm) 幅 (cln) 厚さ(cm) 重さ(g)

石庖丁 3/4 緑色片岩 1 0 85 9 未製品

表55 SD出土遺物観察表 土製品

番 号 器種 法量 (cm) 形態・施文
調 整 鯛絵目

生

成

胎

焼
備考 図版

外 画 内 面

羽釜
口径 (152)

残高  71

内湾する日縁部。口縁端

に断面円形状で下膨れの

凸帯を貼付。

ヨコナデ ヨヨナデ
淡灰褐色

褐灰色

石・長住～31

◎

SD5

媒

羽釜
口径 (259)

残高  47

内湾する日縁部。日唇上

端部に断面三角形状の下

膨れの凸帯を貼付。

摩減の為不明
①―ヨコナデ

⑮―ナデ
暗灰責色 石・長1～ 31

◎
S'7

羽釜 残高  31
口縁は直立 し、やや下がっ

た所に断面三角形の凸帯

を貼付。

摩減の為不明 摩減の為不明
淡黄褐色

暗褐色

石・長住～4)

◎
SD5

蟹
日径 (135)

残高  51
外反する口縁部。端部は

丸 く仕上げる。
摩減の為不明 摩減の為不明

暗灰褐色

暗黄褐色

石・長住～31

金ウンモ

◎

SD]

褒
底径  59
残高  34

平底の底部。 ミガキ ミガキ
乳黄褐色

黒色

密 (砂粒 )

◎
SD]

壷
底径  (56)

残高  31
丸みがあり突出する平底

をもつ。

⑩―ハケ

Θ ―ナデ (指頭痕 )
ケヽ→ナデ

暗褐色

淡暗黄色

奪拓,長卜D

金ウンモ

◎

SDl

黒斑

福鉢
口径 (203)

残高  36
備前焼。 日縁上端をはば

垂直にたち上げる。
ヨヨナデ ヨヨナデ 赤褐色

密

○
SD5

lTN身 残高  26 受部はほlF/1平 にのびる。 回転ナデ 回転ナデ 青灰色

密

金ウンモ

◎

SD]

藍
阿径 (136)

残高  32

口縁端部は上下方に肥厚。

日縁下に1条の凸帯が巡 り

凸帯下に波状文を施す。

ナ デ ナ デ 淡自色
密

◎
SD5

番号 器種 法量 (cm) 形態・施文
調 整

a調
1告暑|

土

成

胎

焼
備 考 図赫

面外 内 面

邸

日径 96
底径  64
器高 32

完形品。外反する口縁都。

端部は丸い。断面三角形

状の高台を貼付。

ナ デ
O―ヨコナデ

⑧―ナデ
乳灰黄色

石'長 Q～D

◎

邦

口径 03
底径  59
器高 32

完形品。外反する日縁部。

断面三角形状の高台を聴

付する。

ナ デ
①―ヨヨナデ

⑧―ナデ
早L灰貢色

石'長 1～D

◎
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表59 SK出土遺物観察表 土製品

博味四反地遺跡 2・ 3・ 4次調査地

表57 SKl出 土遺物観察表 石製品

番号 器種 残存 材 質
法 軍

備考 コ肪
f詩 さ(cm) 幅 (cm)

'享

さ(cm) 重さ(g)

81 王 石英 1 0 11

EF 完形 石英 13 07

表58 SK5出 土遺物観察表 土製品

番号 器 種 法量 (cm) 形態・施文
調 整 色調

1合暑|
土
成

胎
焼 備考 コ瘍

外 画 内 面

郭

口径 127
底径  76
番高 21

平底の底部から斜め上方

に直線的に立ち上がる。

口縁部は内湾。回転糸切

り。

ヨコナデ ヨコナデ 乳貢色
石・長(1～0

◎

番号 器種 法量 (cm) 形態 。施文
調 整 色調

1合暑|
生

成

胎

焼
備考 図版

外 面 内 面

姿
H径 (16)
残高  61

くの字状 口縁。日縁端部

は上下方に拡張。端面は

凹む。

①―ヨコナデ

⑩ 一摩滅の為不明

①―ヨヨナデ

⑩一摩減の為不明
黄褐色

石・長(1)

◎
SK8

褻
口径 (182)

残高  37
内湾気味の日縁部。端都

は丸 くおさめる。
ヨヨナデ ヨヨナデ 黄褐色

石`長 (1～ 8)

◎
SK8

重
口径 (198)

残高  30

二重日縁壷。口縁拡張部

は直立気味に立ちあがり、

端部は丸 く仕上げる。

ヨヨナデ
淡灰黄色

白灰黄色

石・員(1～ 9

◎
SK8

甕
口径 (210)

残高  45

くの字状 口縁。外反気味

にたちあがる。内面の稜

はゆるやか。

ヨヨナテ 摩滅の為不明
褐色

黄褐色

石。長住～31

O
SK10

壷
頸径 (■ 0)

残高  43
壺の頸部片。内面に弱い

稜あり。
ケヽ (6本 /1 rr)

⑩ ―ハケ

⑩ ―ナデ
荼褐色

石'長は～り

赤鯛 し上ヽ

○

SK10

革
頸径 (124)

残高 280

頸部に断面三角形の凸帯

を貼付→大きめの刻み目

を施す。

⊂⊃一ハケ

⑩ ―ナデ
掲色

石̀長 (1～か

◎
SK10

皿

Π径 (118)

底径  91
器高  21

内湾気味にたちあがる口

縁部。端部は丸い。

底部切離 しはヘラ切 りに

よる。

①―ヨヨナデ

〇―ナデ
①―ヨヨナデ

⑧―ナデ
灰褐色

密

◎
SK16

Il

口径  106
tA径  84
器高  285

内湾する「1縁部。端部は

丸い。底部切離 しはヘラ

切りによる。ほぼ完形。

一　

一

〇
〇

ヨヨナデ

ナデ (指頭痕 )

一　

一

①
Ｏ

ヨヨナデ

ナデ

乳黄褐色

乳灰黄色

石長(1～ D

全ウンモ

◎

SK16

高 lTN 残高  29 内湾する脚部。 回転ナデ 回転ナデ 灰色
石・長a～か

◎
SK7
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SK出土遺物観察表 土製品

表61 SP出土遺物観察表 上製品

遺 物 観 察 表

番 号 器種 法量 (cm) 形態 。施文
調 整 色調

1作 :|

生

成

胎

焼
備考 図赫

外  面 内  面

一至

径

高

底

残

(129)

57

平底の底部。上外方に直

線的に立ちあがる。底部

付近に2条の沈線あり。

回転ナデ 回転ナデ
赤褐色

暗赤褐色

石'長住～21

◎
SK13

分胴形

土製品
残存長 38

眉は断面三角形の凸帯を

貼付け鼻と一体化。頭髪

は刺突文で表現。

ナ デ ナデ 黄褐色
砂粒

◎

SK18

上面

表60 SX2出 土遺物観察表 土製品

番号 器種 法量 (cm) 形態・施文
調 整 鯛給目

生

成

胎

焼
備考 図版

外  面 内  面

皿

Π径 129
底径  65
巻高  25

平底。底部付近にわずか

に稜あり。底部切離 しは

回転糸切 りによる。

ナ デ ヨコナデ 乳黄色
密

◎

皿

径

径

高

口

底

器

124

62

25

平底。わずかに外反する

日縁部。体部下位に稜あ

り。回転糸切 り離し。

ヨヨナデ ヨヨナデ 乳黄色
石・長O～31

◎

皿

日径 123
底径  59
器高 25

ほぼ完形品。平底の底部。

体部は直線的にたちあが

る。回転糸切 り。

ヨヨナデ ヨヨナデ 乳黄褐色
密

◎

皿

径

径

吉
阿

口

底

器

108

56
25

体部下位にわずかに稜あ

り。日縁部はやや外反 し

端部は丸い。回転糸切 り。

ヨコナデ 摩減の為不明 乳黄褐色
密

◎

皿

径

径

高

口

底

器

n3
73
24

ほぼ完形品。わずかに上

げ底。体部下位に稜あり。

回転ヘラ切 り。

ナデ ナ デ 乳黄色
密

◎

皿

径

径

高

口

底

器

■ 8

82
25

平底の底部から直線的に

たちあがる。口縁部はわ

ずかに外反。

摩減の為不明 摩減の為不明 乳黄灰色
石。長但～21

◎

皿

徒

径

高

口

底

器

12 0

86
平底の底部。外反 した後

内湾する日縁部。端部は

丸 く仕上げる。

チデ ナ デ 乳黄黄色
密

◎

番号 器種 法量 (cm) 形態 。施文
調 整 制樹B

土

成

胎

焼
備考 コ加

外  面 内  面

甕
口径 (400)

残高  39
大型品。 日縁部 と胴部の

境界に凸帯が巡る。
ヨコナデ ヨコナデ

黄褐色

黒灰支褐色

石。長O～ 31

◎

甕
口径 (202)

残高  45

内湾する日縁部。日縁端

部は丸い。頸部外面には

稜をもたない。

①一黒1離の為不明

⑬ ′サ
摩減の為不明 黄灰褐色

石'長住～21

◎
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番 号 器種 法量 (cm) 形態 。施文
調 整 色調

1合暑|
土

成

胎

焼
備考 コ赫

外  面 内  面

壷 残高  78
複合口縁壺。日縁拡張部

に2条の波状文を施す。

⊂⊃―ヨヨナデ

①―ハケ0本/1cml
⑩ ―ヨヨナデ

① ハケ0本/1cm)
褐  色

石・長ll～ 4)

◎
SP06

高郭
日径 (136)

残高  42

邦屈曲部はわずかに段を

なす。日縁部は外反し、

端部は丸く仕上げる。

ナデ ナ デ
灰黄色

淡灰褐色

密(石 '長 1)

金ウンモ

◎

SPOa

高 郭 残高  37 不屈曲部は稜をもつ。 ヨヨナデ ヨコナデ i炎褐色

石・長は～31

金ウンモ

◎

SP23〔

土釜
口径 (192)

残高  47

口縁部は短 く直立 し、端

部は平坦面をなす。断面

台形状の鍔部。

ヨコナデ ナ デ
黒褐色

黄褐色

石・長 ll)

○
SP317

皿

口径 (122)

底径  60
器高  26

内湾気味の口縁部。底部

切 り離しは糸切 りによる。
ヨヨナデ ヨコナデ

黄灰褐色

檜褐色

石・長ll～ 21

金ウンモ

◎

皿

日径  (84)

底径  (52)

残高  19

平底の底部から直立気昧

にたちあが り、口縁部は

外反する。回転糸切 り。

摩減の為不明 摩減の為不明 乳褐橙色
看・長〈1～ 21

◎
3P53(

蓋
日径 (159)

残高  12

扁平な天丼部。日縁部は

下方に属曲。端部は尖 り

気味。

〇一回転ヘラ削り1/2

① 一回転ナデ
ナ デ 淡灰色

密

◎
SP21

蓋
つまみ径132)

残高  15
つまみ中央部は大きく凹

む 。

回転ナデ ナデ 日灰色
密

◎
SP49

邪蓋
口径 (106)

残高  42

丸味のある天丼部。日縁

部は直立 して下が り、端

部は内傾する。

○一回転ヘラ削り1/2

③一回転ナデ
回転ナデ

i炎灰色

淡黄灰色

奪(石・長4)

◎
SP472

邦身
径

高

口

残

(106)

38

たちあが りは内傾 し、端

部は不明 H寮な段をなす。

器壁は厚い。

①一回転ナデ

①一回転ヘラ削り1/2
回転ナデ 淡黄灰色

密

◎

SP132

釉

重
口径 (174)

残高  37
外反する日縁部。端部下

位に凸帯が巡る。
回転ナデ 回転ナデ

青灰色

灰 色

密

◎
SP49

SP出土遺物観察表 土製品

構味四反地遺跡 2・ 3・ 4次調査地

表62 SP出 土遺物観察表 石製品

番 号 器種 残 存 材質
法 量

備 考 図赫
長さ(cm) 幅(cm)

'享

さ(cm) 重さ(g)

石鉄 ほぼ完形 サヌカイト

砥石 不明 15 1

砥石 不 明 11 5 7 2 545 6
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表63 第Ⅲ層出土遺物観察表 土製品

番号 器種 法量 (cm) 形態 。施文
調 整

a調檎暑|
生

成

胎

焼
備考 図顔

外  画 内  面

羽釜
径

甘
同

口

残

(199)

39
日緑端部に断面三角形状

の凸帯を貼付。
ナデ ナデ

早灰責褐色

1央灰黄色

密僑・魚～労

◎

羽 釜
口径 (201)

残高  63
日唇上端に断面三角形状

の凸帯を貼付。

①―ヨヨナデ

⑪―ナデ
ココナデ

暗褐色

黄褐色

石・長a～21

金ウンモ

120 羽釜
径

吉
同

口

残

(236)

26

日縁端に断面三角形状で

下膨れの凸帯を貼付。
ヨヨナデ ヨコナデ 畿

馳
石・長住～か

O

土釜 残高  41
小片。鍔は外方向に長 く

水平にのびる。
ヨヨナデ 摩減の為不明

暗灰褐色

淡灰黄色

石・長は～21

O

皿
径

径

日

底

(76)

(46)

平底。やや内湾する日縁

部。端部は丸 く仕上げる。
ヨヨナデ ヨコナデ 褐色

奪(全ウンモ)

◎

皿

径

径

高

口

底

器

(82)

(52)

19

内湾する日縁部。端部は

丸い。底部切離 しは糸切

りか ?

摩減の為不明 摩減の為不明 子と橙色
密 (長 2)

◎

皿

口径  (95)

底径  (61)

器高  18

内湾する日縁部。端部は

丸く仕上げる。

小片。

ヨヨナデ ヨコナデ 乳褐色
密

◎

皿
日径 (■ 8)

残高  25
内湾する日縁都。底部切

離 しは回転糸切 りによる。
ヨヨナデ ヨコナデ 灰黄褐色

石 。長(ゆ

金ウンモ

◎

皿
日径  (85)

器高  29

深 さのある皿。内湾する

日縁部。端部は突り気味

に丸い。

ヨヨナデ ヨコナデ 乳黄色
石・長a～餅

◎

皿

日経  98
底径  59
器高  30

内湾する日縁部。底部に

回転糸切 り痕 を残す。
ヨヨナデ ヨコナデ 乳橙色

密

◎

皿
口径 (101)

残高  28

体部中位でわずかに屈曲。

日縁部は直立気味にたち

あがる。

ヨコナデ ヨヨナデ 黄褐色
密

◎

郭

口径 (140)

底部  (88)

爆高  48

外反する口縁部。ロクロ

成形。底部切離しは回転

ヘラ切 りによる。

ヨコナデ
◎―ヨヨナデ

◎一回転ヘラ削り
灰黄褐色

黒褐色

密 (長 1～ 2)

◎

郭

”律

一局

底

残

32
31

やや突出する平底の底部。

残存1/2。
摩減の為不明 摩減の為不明 乳構色

密

◎

摺鉢
日径 (185)

残高  40

備前焼。 口縁部は粘土を

貼付け、日唇面を上下に

拡張。

回転ナデ 回転ナデ 灰色
長(1-4)

◎

摺鉢 残高  58
備前焼。胴部内面に9条の

放射状の櫛描き条線を施

す。

回転ナデ 回転ナデ 褐 色
長 (1～ 3)

◎

遺 物 観 察 表
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博味四反地遺跡 2・ 3。 4次調査地

表64 第Ⅳ層出土遺物観察表 土製品

番号 器種 法量 (cm) 形態・施文
調 整

画

　

面

外

　

内

ぐ

調

ｔ

色
胎 土

焼 成
備考 曰獅

外 面 内 面

褒
日径 (188)

残高 103

内湾する日縁部。端部は内

傾する。 摩減の為不明
◎

⑩

ヨヨナデ

ハケ
乳黄橙色

石・長(1～3)

○

獲
日径 (220)

残高 54

外反する日縁部。端部は丸

くおさめる。頸部外面に稜

はみられない。

ケヽ→ヨヨナデ ケヽ (6本/1cm) 暗褐色
石。長(1～ rol

◎

禁
日径 (155)

残高 30

内湾する日縁部。端部は丸

く内傾する。 摩滅の為不明 ヨヨナデ 黄褐色
石・長(1～ 4)

◎

簑
口径 (158)

残高 59

外反する口縁部。端部は丸

くおさめる。 摩滅の為不明 摩滅の為不明 暗褐色

石・長 0)

金ウンモ

◎

一霊 残高 32
複合口縁壷。小片。

ケヽ→ヨコナデ 貢褐色

石.長 a～3)

金ウンモ

◎

士霊
口径 (224)

残高 40

二重口縁壷。日縁接合都付

近に円形浮文を第付。 ナデ 摩滅の為不明 乳灰黄色

石'長は～3)

金ウンモ

◎

甑
口径 (230,

残高 86

胴部直立 してたちあがり口

縁部は外反する。 、ケ→ナデ ヨコナデ 淡黄橙色
密(金ウンモ)

◎

高郭 残高 13
不属曲部は稜をもつ。

ヨヨナデ ヨヨナデ 褐色
石。長O-2)

◎

高不 残高 60
三角錐状の柱部。外反する

裾部をもつ。 ナ デ ナ デ
灰黄褐色

灰褐色

石・長(1～ 2)

金ウンモ

◎

杯露
[]径 (125)

残高 36

やや内湾するΠ縁都。端部

は内傾する明1職な段をなす。 回転ナテ 回転ナデ 灰色
石・長(1～ 3)

◎

lTN蓋
「1径 (125)

残高 33

天丼部と日縁部の境界は不

明瞭。日縁端部内面に洗線

状の凹みあり。

回転ナデ 回転ナデ
淡灰色

青灰色

客(石・kl～ 2)

◎

邪蓋
口径 (128)

残高 23

天丼部と口縁部を分ける稜

は消失。日唇部に刻み目を

施す。

回転ナデ 回転ナデ 青灰色
密

◎
67

郭蓋
H径 (107)

残高 17

席平な天丼部。かえりは日

縁端部と同位置で接地。
Ｏ

①

回転ヘラ削 り %
回転ナデ

回転ナデ 淡青灰色
葎

◎
釉 67

lTh身
日径 (116)

残高 34

たちあがりは内傾し、端部

はわずかに内傾する。 同転ナデ 回転ナデ 灰 色

密

◎

郎 身 残高 33
丸みのある底部・受苦ヽはほ

ぼ水平にのびる。
①

Ｏ

回転ナデ

回転ヘラ削り %
回転ナデ

貢灰色

i炎黄灰色

T(石・長1-3)

◎

高イ 残高 34
無蓋高不。郭部に 2条の凸

帯を貼付。凸帯下に波状文

を施す。

①

Ｏ

回転ナデ

同転ヘラ削 り
回転ナデ 黄灰色

密

O
釉

高必
底径 (101)

残高 14

高lTNの脚端部小片。

回転 ナデ 回転ナデ 灰色

密

◎

―- 160 -―



番号 器種 法量 (cm) 形態・施文
調 整 (外面)

色調
(内面)

土
　
成

胎

焼
備考 コ朽

外 画 内 面

速
日径 (124)

残高 27

外反する日縁部。端部は内

傾する。口縁下に 1条の凸

帯が巡る。

回転ナデ 回転ナデ 暗灰色
密

◎

提瓶
口径 (63)
残高 45

提瓶の日縁部。日縁中位に

2条の沈線が巡る。 回転ナデ 回転ナデ 青灰色
密

◎

壷
日径 (83)
残高 24

口縁瑞部は珠玉状におさめ

る。 摩減の為不明 摩減の為不明
黒灰色

黄灰色

密

◎

壷
口径 (138)

残高 38

外反する日縁部。端部は丸

くおさめる。頸部に

'廃

状文

を施す。

回転ナデ 回転ナデ
淡灰色

乳黄灰色

石・長 (1)

◎
67

甕
口径 (196)

残高 54

外反する日縁部。端部は上

下方に拡張。 回転ナデ 回転ナデ
灰色

淡灰色

密

◎
67

甕
日径 (238)

残高 22

小片。日縁端部は上方に拡

張。端面に 2条の凹線あり。 ヨコナデ ヨヨナデ 褐色

密

◎

褒
日径 130

残高 50

小型品。「く」の字状を呈す

る甕。
◎

⑮

ナデ

ハケ→ナデ
ナテ

淡黄褐色

淡褐灰色

石'長 |～ 2)

◎

褻
日径 (155)

残高 35

「く」の字状 H縁む口縁端は

丸く仕上げる。 ケヽ (6本/1cm) ケヽ (6本 /1帥 )
灰黄褐色

灰黄色

石・長(1～ ll

◎

〓軍 残高 34
複合口縁壷。日縁拡張部に

4条の,皮状文をほどこす。 摩減の為不明 黄褐色

長 (1～ 2)

石 (1～ 5)

◎

高不 残高 32
大きく外反する日縁部。

郭屈曲部は段をなす。 摩減の為不明 ミガキ
灰黄褐色

黄褐色

石。長(1～ 4)

◎

高 17 残高 52
高不の柱部片。1 5cm大 の円

子しを穿つ。 ミガキ ケ→ナテ
淡黄褐色

淡褐色

客偏.長1～劾

○

高郭
底径 (112)

残高 33

脚端部は_に方に拡張。端面

に 3条の回線を施す。透か

しあり。

ナ デ 暗灰褐色
石・長(1～ 21

◎

賽
底径 (70)
残高 59

くびれの上げ底を呈する黎

の底部。
⑩

⑧

ミガキ

ナデ

⑩

⑬

摩減の為不明

ナデ
乳黄褐色

石・長(1～ 2)

◎

褒
底径 (62)

残高 44

くびれの上げ底
⑩

Ｏ

ミガキ
ヨヨナデ

⑮

Ｏ

摩減の為不明

ナデ

淡黄褐色

灰褐色

石・長(1～ 3)

金ウンモ

◎

壷
底径 (48)
残高 25

わずかに上げ底を〒する壺

の底部。 摩減の為不明 摩減の為不明 暗灰色
石・長(卜 2)

◎
黒斑

琵
底径 (98)
残高 31

わず力Чこ突出する平底をも

摩減の為不明 摩滅の為不明
暗灰色

褐色

石 (1-3)

長 (1-2)

◎

第Ⅳ層出土遺物観察表 土製品

遺 物 観 察 表
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第 5章 桑原田中遺跡 2次調査地

1.調査の経過
(1)調査 に至 る経緯
1991(平成 3)年 10月 、株式会社キクチより松山市桑原 6丁目520番地 (他 2筆)における

宅地開発にあたって、当該地の埋蔵文化財の確認願いが松山市教育委員会文化教育課 (以下、

文化教育課)に提出された (第99図 )。

当地は、松山市の指定する埋蔵文化財包蔵地の『83 枝松遺物包合地』内にあたる。周辺

地域では、以前より調査が実施されており、当地一帯は周知の遺跡として知られている。同

包合地内では、桑原高井遺跡 。桑原田中遺跡・枝松遺跡などの調査が行われており、弥生時

代から中近世にかけての集落が存在していたことが明らかになりつつある。

周辺には、北は峰味遺跡 (愛戯大学農学部構内)、 構味四反地遺跡、檸味高木遺跡、桑原西

稲葉遺跡、西は小坂釜ノロ遺跡、東は経石山古墳、東野お茶屋台古墳、三島神社古墳、南は

北久米浄蓬寺遺跡、福音寺追跡などが密集している。

これらの事により、当該地における埋蔵文化財の有無と、さらには遺跡の範囲や性格を確

認するため、1991(平成 3)年 11月 に文化教育課は試掘調査を実施した。試掘調査の結果、

溝 2条 と柱穴 5基の遺構の他、弥生土器、土師器、須恵器の遺物を検出し、当該地に弥生時

代から古墳時代に至る遺跡が存在することが明らかとなった。

この結果を受け、文化教育課のオ旨導のもと働松山市生涯学習振興財団埋蔵文化財センター

と株式会社キクチの二者は発掘調査について協議を行い、株式会社キクチの協力のもと1993

(平成 5)年 3月 4日 より発掘調査を開始した。

(註〕報告においては、 1.調査の経過、 2.層位、 3.遺構、 4。 まとめは山本が、 3.遺物は梅木が担当した。

〔文献〕

1.桑原高井遺跡一―西尾幸則・松村淳1980『浮穴・西石井荒神堂・束本 H・ H・ 桑原高井遺跡』松山市教育

委員会

2.桑原田中遺跡・枝松遺跡 (3次 )・ 博味四反地遺跡・博味高木遺跡・桑原西稲葉遺跡・経石山古墳―‐梅

木謙一編1992『桑原地区の遺跡』働松山市生涯学習振興財団埋蔵文化財センター

3.檸味追跡――宮本一夫1989『鷹子 。檸味遺跡の調査』愛媛大学埋蔵文化財調査室

4.小坂釜ノロ遺跡――岸郁男 。長井数秋・大山工風1973『釜ノロ遺跡調査報告書』松山教育委員会

5,東野お茶屋台古墳一―阪本安光1979『東野遺跡埋蔵文化財調査報告書』愛媛県教育委員会

6三島神社古墳――岸郁男 。長井数秋・森光晴1972『三島神社古墳』松山市教育委員会
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7.北久米浄蓮寺遺跡――橋本雄-199を『北久米浄蓬寺遺跡～3次調査地』松山市教育委員会・醐松山市生涯

学習振興財団埋蔵文化財センター

8.福音寺遺跡―一森光晴1983『国道11号バイパス埋蔵文化財発掘調査報告書』松山市教育委員会

毛__nr十~

≧・T幸11 1〒

第99図  調査地位置図

即埒
~w塀一濤欽

(S=に 2000)
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層

(2)調査組織

調 査 地 松山市桑原 6丁 目520、 521、 522

遺 跡 名 桑原田中遺跡 2次調査地

調査期間 野外調査 平成 5(1993)年 3月 4日

室内調査 平成 5(1993)年 6月 1日

調査面積 421m2

調査委託 株式会社 キクチ

調査担当 梅木謙―・山本健一

調査作業員 波多野恭久、市川 泰弘、大西 清司、

内カヨコ、大西 元子、自井あさ子、

松 正乃、福本 清香

位

～同年 5月 31日

～同年 7月 31日

岡崎 政信、田底 莫樹、藤井 和也、池
田中 麗子、富岡キシオ、中屋 経子、平

2.層 位  (第 100。 101図 )

本調査地は石手川中流域南岸の微高地上、標高32.2mに立地する。

基本層位は、第 I層表土 (耕作土)、 第Ⅱ層灰赤褐色土 (水田床土)、 第Ш層灰茶色土、第

Ⅳ層灰茶色砂質土、第V層明灰褐色砂質土、第Ⅵ層責色土 (地山)である。

第 I層及び第Ⅱ層は20～30cmの厚さを測る。第Ⅲ層は厚さ10～ 24cmを波1り 、遺物は須恵器、

土師器の小片を合む。第Ⅳ層は厚さ8～ 18cmを 測り、遺物は弥生土器、須恵器、土師器の小

片を合む。第Ⅲ・�層は、調査地南部に堆積が限られた。第V層は厚さ5～ 16cmを 測り、遺

物は弥生土器、須恵器の小片を合み、調査区C2～ C3区、D2～ D3区での堆積に限られ
た。第Ⅵ層は北西部では削平を受けているものと思われ、第H層下に第Ⅵ層?下位層が存在

している。試掘調査時の深掘りでは、第Ⅵ層直下に灰色砂礫 (層厚60cm以上)、 最下層に責色

砂質土 (層斡 O cm以上)を確認している。

遺構は第lII層上面及び第Ⅵ層上面で検出した。

第Ⅲ層上面では掘立柱建物址 1棟、溝 3条、土羨 1基、第Ⅵ層上面では溝 9条、土羨 6基

を検出した。またこれ以外に調査区壁体沿いのi果堀りの際に平面形態は調査に至らなかった

遺構が土層図中にアルファベットで記入してあり、検出層は以下の通りである。第H層上面

検出 L・ N、 第Ⅲ層上面検出A～ H、 K、 M、 0～ T、 V、 W、 第Ⅵ層上面検出 I、 J、 U

になり、第H層上面検出の遺構 L・ Nは現代遺構である。

また、東壁中央部は第 I～ Ⅳ層が削平を受けており欠除しているが遺構 B・ C・ Dは遺構埋

土が他の第Ⅲ層上面検出の遺構埋土と類似するため第III層上面検出中に加えた。
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桑原田中遺跡 2次調査地

3.調査の概要 に構と遺物)

〔1〕 第Ⅲ層上面検出の遺構 (第 102図 )

第Ⅲ層上面において検出された遺構は掘立柱建物址 1棟、溝 3条、土羨 1基、柱穴185基で

ある。このうち溝 3条及び土墳 1基は、出土遺物、埋土により近現代遺構と思われる。詳細

は遺構一覧表に記す (表 66～ 68)。

掘立桂建物llL(掘立 |)(第 103図 )

調査地中央部に位置する。建物規模は 2間 ×4間の総柱建物である。桁行 8m、 梁行3.9m

を測る東西棟で、平均柱間は桁間・梁間とも2mである。各柱穴は楕円形の平面プランを呈

し径34～ 50cm、 深さ20～40cmを測る。柱穴埋土は暗灰褐色上である。遺物は 2基の柱穴 (③、

⑫)よ り焼上の塊が、 4基の柱穴 (③、③、③、①)よ り根詰石が出土した他、柱穴⑤より

上師皿 1点が出上した (第120図 123)。 123は糸切 り痕と思われるものである。14～ 15C。

その他の柱穴

第Ⅲ層上面において確認された柱穴は185基である。平面プランは円形 もしくは楕円形を呈

し、径は最小10cm～最大50cmを 測るものがあるが20～40cm大 のものが大半を占める。遺物は

土師器、陶器、石製品の他、根詰石、焼土の塊、炭化物が埋土中より出土 している。

埋上の違いにより、少なくとも3分類される。

a類 埋土が暗茶褐色上であるもの………129基

b類 埋土が灰褐色土であるもの……Ⅲ……49基

c類 埋上が暗灰褐色土であるもの……… 7基

a類は調査区全面にみられ、 b類は調査区北部寄り及び南部寄 りで散在 し、 c類は調査区

中央部でみられる。各々の柱穴の造営に時期差が窺えるが、柱穴内からの遺物の出土はわず

かであり明確には判断しえない。

SP出土遺物 (第120図、図版79)

S P21出 土品 (117) 117は 中型品で、内湾して立ち上がる日縁部をもつ。糸切 り痕。14～

15C。

S P31出土品 (121) 12Hま 中型品で、内湾 して立ち上がる日縁部をもつ。日縁部はやや

厚 く、端部は細 く丸く仕上げる。糸切 り痕。14～ 15C。

S P51出 土品 (118～ 120) 118。 119は小型品、120は 中型品である。118・ 119は 日縁端部

がわずかに外反する。糸切 り痕。14C後半～15C前半。

S P73出土品 (122) 122は 回縁部がわずかに外反する。貿易陶磁器青磁。14C後半～15

C。
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第 102図 第Ш層上面 (近現代)遺構配置図
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調 査 の 概 要

〔2〕 第Ⅵ層上面検出の遺構
第Ⅵ層上面において検出された遺構は溝 8条、土羨 6基である。

(1)中世～近世 (第 105図 )
SD4

SD4は 、調査区南部A4～ BoC7区 に位置 し、 S K14及び他の溝を切っている。断面
形は船底状を呈し、上場幅 2m、 深さ60cm、 検出長16mを 測る。床面は凹凸が激 しいが、東

から西へ向けて傾斜 しており、 B5～ 6区の凹地で最深部を測り、南西方向へ向きを変える。

また床面の凹地部では溝の上場幅も広 くなっている。埋土は上層の暗灰茶褐色土 (細砂混 じ

り)、 下層の灰色砂礫に分層できる。遺物は上層より須恵器片、土師器片が、下層より弥生土

器、土師器、須恵器、土師皿が出土 しているが大半のものが小片で磨滅 している。

出土遺物 (第 104図 )

1は三足鍋の脚部である。脚部はさしこみ式の接合であることが分かるものである。中世。

2は内面は黒色である内黒椀である。日縁端部は内傾する。 1l C。 3は高台付辱の底部で、

土師器である。 4は高台付邪の底部で、須恵器である。高台は「ハ」の字状を呈する。 5は

須恵器の不蓋で、日縁部外面は幅狭まの面をもち、細い亥1目 をもつ。 6は土師器甕で、頸部

下内面に接合痕 と指頭痕、、ケズリ痕を頭著に残す。

SK6・ 14

SK6・ 14は、出土遺物が少量であり明確な時期の決定には至らないが遺構の埋土、切 り

合い関係から中世～近世と思われる。詳細は遺構一覧表に記す (表 68)。

と⊆≡壬三墨と__:ユ J、 5

0                     10                    20cm

(S=1:4)

第 104図  SD4出 土遺物実測図
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第 105図 第Ⅵ層上面 (中近世)遺構配置図
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調 査 の 概 要

(2)古墳時代 (第 106図 )
SD5(第 107図 )

調査区北東～南西に位置し、 SD7に切られSK3を切る。断面形は皿状を呈し、上場幅
1.8m、 深さ40cm、 検出長14mを測る。床面はほぼ平坦であるがE4区でやや浅くなる。埋土

は上層の黒色土と、下層の灰色砂礫 (礫石はこぶし大)の 2層に分層される。遺物は上・下

層より弥生土器、土師器が出土したが、下層では礫石と混在した状態で出上した。弥生土器

は大半が摩減を受けている。土師器はSD7の 出土状況とは異なりほとんど破片である。
出土遺物 (第 108図 )

上層出土品 (7～ 11)7は甕で、肩部が張る胴部に、外反する日縁部をもつ。日縁端部は

わずかに外反する。内面頸部直下に接合痕、以下指頭痕とケズリ痕を看取する。 8は有段の

日縁部をもつ甕である。日縁端部は内傾し面をもつ。 9～ Hは高邪脚部である。三角錐を呈

する柱部に、水平に近く開く裾部をもつものである。柱裾部境の内面には稜をもつ。 9は JTh

底部の充填が、10は指押しの痕が看取される。

下層出土品 (12～ 16)12・ 13は甕である。12は短 く外反する日縁部をもつ。内面には接合

痕と指頭痕を顕著に残す。13は外反する日縁部で、日縁端部は内湾する。14は小型壺である。

胴部中位が張り、頸胴部内面に弱い稜をもつ。15,16は高lTh脚部である。柱裾部境の内面に

は稜をもつ。

SD6(第 109図 )

調査区中央から東寄りのB4～ C2区に位置し、C4区でやや南に曲がりB4区まで確認

された。 SD7を切 りSD8に切られる。また調査区南壁断面ではSD6は確認されなかっ

たためSD9に切られるものと思われる。断面形は船底状を呈し、上場最大幅1.8m、  深さ
35～ 50cm、 検出長9.7mを測る。床面はC2区からB4区にかけて傾斜しておりB4区で最深

部を測る。埋土は上層の黒色土、下層の灰色砂礫の 2層 に分層される。遺物は上層より弥生

土器、土師器、下層より弥生土器、土師器が出土した。上 。下層とも須恵器は破片が 1点ず

つの出土であり、土師器の中には飢の底部片がみられた。

出土遺物 (第 |10図 )

上層出土品 (17～ 23)17～ 20は甕で、外反する日縁部をもつ。19,20は 日縁端部が内湾し、

20は端面は内傾する。21・ 22は小型品で、甕ないし鉢である。短く外反する日縁部をもつ。

頸部内面に弱い稜をもつ。23は高lTNの脚部である。裾部は端部が細る。

下層出土品 (24～ 28)24～ 26は土師器、27は須恵器、28は弥生土器である。24は高邪邪部

で、丸みのある弱い段をもつ。25は高JTh脚部で外反する裾部は内面柱裾部境に稜をもつ。26

は甑である。丸みのある底部には長円形の孔をもつ。27は疎で、肩部に波状文と凹線をもつ。

28は器台と思われるもので、裾部に凹線文をもつ。胎土にカクセン石をもち、色調も平野の

ものと異なるため、搬入品の可能性が高い。
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調 査 の 概 要

A―ド L=32.40m

B-3′  と=32,40m

す

①黒色上
②灰色砂礫

(S=に 100)

第107図  SD5測 量図・ 遺物出土状況
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桑原田中遺跡 2次調査地

7～ H:上層
12～ 16:下層

第 108図  SD5上 層・下層出土遺物実測図

その他 (29)29は C4区出土品であり、層は不明なものである。甕ないし壷と思われるも

ので、やや長い日縁部をもつ。日縁端部は丸みをもつ。

3)SD7(第 111図 )

調査区東部中央から南西隅に位置し、 SD4・ 6に切られ、 SD5を切る。断面形は皿状

を呈し、上場最大幅 3m、 深さ30～ 50cln、 検出長は21.6mを 測る。床面には多少凹凸があり、

東から西へ傾斜がみられる。埋土は上層の黒色土、下層の暗灰色砂礫の 2層に大別される。

ただし、溝東部D2区では下層中に黄灰色砂の溜りが見られ、また溝南西部では下層上位に

暗灰色砂礫と責灰色砂の互湘推積が見られた。遺物は上・下層より弥生土器、土師器が出土

しているが弥生土器は摩滅を受けている。上層中の土師器は高邪・小型丸底壷の出土が目立

ち比較的残 りの良い状態で出土し、高不はその場で割れた状態で出土したものである。

o                       10                      20Cm

(S‐ |:4)
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調 査 の 概 要

0                              5m

(S=に 100)

第 ,09図  SD6測 量図 。遺物出土状況

出土遺物 (第 112～ 118図、図版77～ 79)

下層出土品 (30～ 60)

甕 (30～34) 30・ 31は 日縁部は外反 し、日縁端部は九いものである。32～34は 日縁部は

内湾するもので、32・ 33は端部は丸 く、34は内傾する端面をもつものである。

壷 (35″41) 35は完形品の小型壷である。胴下半部に膨らみをもち、内湾 して立ち上が

る日縁部をもつ。底部と頸部下 (内面)に接合痕をもつ。36は童のミニチュア品と思われる

ものである。胴下半部に膨らみをもち、内湾 し立ち上がる短い口縁部をもつ。器壁が厚い。

37は小型壷で、直立する短い頸部に、有段の日縁部をもつ。器壁薄 く、仕上げが丁寧である。

38～41は胴中位が張 り、扁平な胴部に、頸部がしまる壷である。

高郭 (42～54) 郷部は接合部に弱い段をもち、わずかに外反する日縁部をもつ。脚部は

三角錐状を呈する柱部に、水平に近 く開く裾部をもつものである。脚部柱裾部境の内面には

稜をもつ。不底部は、充填が看取されるもの (42・ 43・ 47・ 48)と 押指されるもの (52・ 53)

がある。脚裾部は端部が薄 く、裾部は湾曲する。
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桑原田中遺跡 2次調査地
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17～23:上層
24～ 28:下層
29   :グ リット

第 I10図  SD6上 層・下層出土遺物実測図

鉢 (55) 片日の鉢である。日縁端部を成形した後、片日部を成形する。

欲 (56～ 58) 56は把手部である。上外方に突出する。57・ 58は底部で、丸みのある平底

となる。57は円形、58は隅丸三角形状を呈する孔をもつ。

その他 (59・ 60)59は 鉢と思われるものである。器壁が薄 く、胴部が強 く張るもので、

異形品である。60は外反する日縁部で、端部はナデ凹みする。器壁が厚 く、日径も大きく異

形品である。
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①黒色土

②暗灰色砂礫

③黄灰色砂
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第 H Itt SD7測量図・遺物出土状況
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桑原田中遺跡 2次調査地

〆市ヽ

o                     lo                     20cm

(S=|:4)

第H2図  SD7下 層出土遺物実測図 (1)

上層出土品 (第115図、61～ 78)

甕 (61～64) 外反する日縁部をもつ。62・ 63は端部がナデによりわずか (部分的)に内

湾する。64は 日縁端部は内湾し、器壁は薄くなるため、その形状は段状となる。

壷 (65～ 69) 65・ 66は中型品である。65は完形品で、肩部が張るやや長球形の胴部に、

内湾して立ち上がる日縁部をもつ。66は内面に接合痕を残す。67～69は小型品である。67は

日縁部を一部欠損する。扁平球な胴部にゆるやかに内湾する日縁部をもつ。肩部に焼成前の

円孔をもつ。68は胴下半部に膨らみをもち、内湾して立ち上がる日縁部をもつ。69は肩部が

張るもので、頸部がしまるものである。

高不 (70～78) 丸みをもつ邪部は、弱い段と外反する日縁部をもつ。脚部は、三角錐状

を呈する柱部に水平に近く開く裾部となる。脚柱裾部内面には稜をもつ。柱内面はケズリ痕

が看取される。辱底部は充填が看取され、指押しするもの (70。 74・ 77)も みられる。
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,2 53

第 H3図  SD7下 層出土遺物実測図 (2)
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桑原田中遺跡 2次調査地
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第H4図  SD7下 層出上遺物実測図 (3)
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桑原田中遺跡 2次調査地

SD7出 上の弥生土器 (第 116■ 117図、79～ 107))

下層下部出土品 (79～ 83)

壺 (79～81) 79は大きく開く日縁部をもつものである。日縁端面は拡張 し、ヘラによる

刻目が施される。80は直回の長頸壺で、器壁が薄い。外面に接合痕をもつ。81は複合口縁壷

の顎部片である。櫛描の多重沈線文と刻目凸帯文をもつ。

甕 (82)82は甕の日縁部である。日縁端面に 3条のi先線文と体部にヘラによる刺突文を

もつ。

高郭 (83)83は高界の裾部である。器壁が薄 く、円孔をもつ。

下層出土品 (84～ 101)

甕 (84・ 85)84は 如意状口縁を呈するもので、口縁端面に刻日、体部にヘラ描沈線文を

3条以上 もつ。85は「く」の字状の日縁部となるもので、内面に稜をもつ。

壷 (86～ 94) 86は 中型品である。直立する頸部に、外反する日縁部をもつ。87～94は複

合口縁壺である。87～89は 中型品である。日縁部の接合部分は稜をもち、文様は施さないも

のである。90～94は大型品で、接合部分が大きく突出するものである。90・ 91は 口縁端部が

内外に拡張され、複合口縁部分に櫛描直線文と波状文をもつ。92は タテ方向の沈線が施され

る (部分的に)① 93は竹管文が上下 2段一組となり、複合口縁の上・中 。下位に施される。94

は櫛描波状文が施される。

鉢 (95～98)95は外反する長い口縁部をもつものである。内面に稜をもつ。96は くびれ

の上げ底となるものである。器壁が厚い。97は厚 く高台状に立ち上がる底部をもつものであ

る。98は小型品の底部である。

高邪 (99・ 100) 99は 不部で、接合部に段をもつ。器体は丸みをもつものである。100は

脚部である。上下 2段 (交互)に大きめの円子しを施す。

器台 (101) 101は 器台の柱部である。円子しが交互 (上下)に施される。

上層出土品 (102～ 107)

壷 (102・ 103) 102・ 103は複合口縁壷である。1021ま櫛描直線文、103はヘラないし櫛状

の工具 (大 く深い沈線文)で波状文を施す。

鉢 (104) 104は 台付鉢である。低 く、大きい台をもつ。

高lTh(105)105は脚部である。円孔をもつ。

器台 (106・ 107) 106は受部端部が垂下し、端面に 2条の沈線文と円形浮文をもつ。浮文

上には中央 (1ケ )と外縁部 (5ケ )に刺突文を施す。107は受部端面に円形浮文をもつ。浮

文は竹管状工具で刺突され、 2ケ 1組となるものである。
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調 査 の 概 要

ヽヽ

0                    10                   20cm
H0

(S=1:4)

第 |18図  SD5な いしSD7出 土遺物実測図

SD5な いしSD7出 土遺物 (第118図 )
SD5と SD7が接する地点で出土したもので、どちらの遺物であるか断定できなかった
ものである。

甕 (108～ 110) 外反する日縁部をもつものである。109は 内湾して立ち上がり、日縁端部

が薄くなり有段となる。

鉢 (111) lHは ゆるやかに外反する日縁部をもつものである。

SD8(第 106・ 120図 )
調査区中央東寄りのC2～ B4に位置し、 SD6。 9を切 り、B4区で深まりを見るもの
の消失している。断面形はレンズ状を呈し、‐上場最大幅1.9m、 深さ14～ 19cm、 検出長6.8m

を測る。床面は西半部で凹凸がみられ東から西への傾斜がみられる。埋土は暗灰褐色砂質土

である。遺物は埋土中より弥生土器、土師器、須恵器の小片が少量出土している。

出土遺物 (112) 112は 大型の複合口縁壼で、多条の直線文を施す。弥生時代後期後半に

比定されるものである。

SD9(第 106・ 120図 )

調査区南東部BoC2～ A5に位置してSD4・ 8に切られる。断面形はレンズ状を呈し
上場最大幅2.5m、 深さ28cm、 検出長10,3mを 測る。床面は比較的平坦で北東から南西へ傾斜

している。埋土は暗茶褐色土である。遺物は弥生土器、土師器、須恵器が出上した。

出土遺物 (113) 1131ま中型壷で、頸部にヘラ描沈線文が 4条施される。弥生時代前期に

比定されるものである。

SK出土品 (116) H61よ 調査区南壁の東端部で断面だけを検出した遺構G(第 101図)の

出土品で須恵器の甕である。日縁端部は外方に丸く突出する。 6世紀木～7世紀初頭。
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桑原田中遺跡 2次調査地

(3)弥生時代 (第119図)う
S D10

調査区南東部A・ B2・ 3区に位置 しSD4・ 9に切 られる。断面形は皿状を呈 し上幅 3m、

深さ25cm、 検出長2.7mを測る。床面は北東から南西へわずかに傾斜 している。遺物は埋土中

より弥生土器、石器が出上した。

S DII

調査区中央東寄 りのE2～ D3に位置 し、 SD7に 切 られる。断面形はレンズ状を呈し、

上場最大幅1.2m、 年条さ10cm、 検出長4.lmを 測る。床面はほぼ平坦で東から南へ傾斜 してい

る。埋土は黒褐色土 (黄色土混 り)である。遺物は埋土中より弥生土器が少量出土した。

SKH

調査区南都 B5区に位置し切 り合い関係はない。平面形は楕円形を呈し長さ91 cln、 幅83cm、

深さ34mを 測る。断面形は逆台形状を呈し、壁面の掘 り方がしっかりしている事から人為的

に掘られた土羨であろうと思われる。埋土は黒色上である。遺物は埋土中より弥生土器が出

上したが破片である。

出土遺物 (第120図、14・ 15)

114は甕の日縁部片である。中型品で、日縁端部はやや厚 く、端面には沈線文が 3条施され

る。115は複合日縁壷の口縁部片である。無文である。

弥生時代の上羨に SK3・ 7・ 10があるが、遺構の性格について明確にできなかった。詳

細は遺構一覧表に記す (表 68)。

(4)その他の遺物 (第 121図 )

Ⅲ層出土品 (124) 124は 日縁端部が上方に立ち上がるもので、東播系のこね鉢と思われ

る。13～ 14C。

Ⅳ層出土品 (125) 1251ま高郷脚部で、柱部に櫛描文が三段に施される。弥生時代中期後

半～後期初頭。

V層 出土品 (126) 126は 三の日縁部 もしくは高jTh脚端部になるものである。端面に 2条

の凹線文が施される。後期初頭。

トレンチ出土品 (127) 1271ま須恵器の疎である。胴部に波状文と凹線が施される。 5C

末～ 6 Ctt。

近現代遺構出土品 (128。 129) 128は複合口縁壷である。接合部に稜をもち、文様は施さ

ない。弥生時代後期後半。129は須恵器の邪蓋である。九みのある段をもつ。 6C前葉。
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桑原田中遺跡 2次調査地
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SP出土遺物実測図
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第 121図 包含層他出上遺物実測図
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調 査 の 概 要

石製品 (第 122・ 123図、図版80)

本調査では、石鏃・石槍状石器・石庖丁・砥石・磨石・石器素材等の石製品が出土 した。

これらは作業部門で、狩猟具 。収穫具・研磨具・食料粉砕具他に分類でき、各作業の多種多

様な石製品の存在が理解される。なお、石製品は 1例 を除き、後世 もしくは、時期決定がし

がたい資料にて、本項にて一括 して解説を行うものである。

石鏃 (130～ 135)6点出土した。すべて打製の凹基無茎式石鏃である。石材はサヌカイ ト

と赤色頁岩が用いられている。先端部と両脚端部を繁いだ形態を基準に三分できる。すなわ

ち、正三角形を呈するのを 1類、二等辺三角形を呈するのを 2類 として記述を進める。

130は SD4出 土。 1類で先端部と両脚端部を欠く破損品である。側縁は基部に向かって内

に屈曲する。細部調整は両面のほぼ全面に施されており素材面は認められない。基部に施さ

れた狭 りは深 く、逆V字形を呈 し0,7cmを 測る。法量は長さ1,9cm、 幅1.8cm、 厚さ0。 3cm、 重

量0,9gで ある。サヌカイト製。

131は SD4下 層出土。完形品の 2類である。素材面が b面中央に残置する。狭りは浅 く緩

やかな逆U字型を呈 し0.2cmを 測る。法量は長さ1.9cm、 幅1.4cm、 厚さ0,4cm、 重量0,7gで あ

る。サヌカイト製。

132は SD5出 土。 2類。先端部と両脚端部を欠く破損品である。両側縁が鋸歯状に仕上げ

られている。 b面の中央にわずかに素材面が残置する。扶りは深い逆U字型を呈し1.Ocmを 測

り、長さの35%を 占める。法量は長さ2.8cm、 幅2.Ocm、 厚さ0.4cm、 重量1,9gで ある。サヌ

カイト製

133は SD9下 層出土。 2類。左脚部を欠く破損品である。両面のほぼ全面に細部調整が施

されている。狭りは浅 く、緩やかな弧状を呈し0。 3cmを 測る。法量は長さ3.2cm、 幅2.lcm、 厚

さ0.3cm、 重量1.4gで ある。赤色頁岩製。

134は 包合層であるⅣ層からの出土である。 2類。側縁が先端部近 くで内に屈曲する。扶り

は浅 く0.3cmを 測る。赤色頁岩製。

135は 出土層位不明。 2類。片脚部を欠く破損品である。両側縁の中央が内湾する特異な形

態である。両面にわずかに素材面が残置する。狭 りは浅 く0.2cmを 測る。法量は長さ2.2cm、

中冨1.3cm、 厚さ0.2cm、 重量0,7gで ある。サヌカイト製。

石槍状石器 (136)136は S D10出土。先端部と基部を欠く破損品である。平面形態は木葉

状を呈す。細部調整は b面からの階段状鋼離が顕著に認められる。素材面が a面中央に細長

く残置する。法量は長さ5,Ocm、 幅1,7c/m、 厚さ0.6cm、 重量5.6gで ある。

石庖丁 (137)137は SD5上 層出土。左半部と刃部の一部を欠く破損品である。未完通の

孔が認められる。両面に自然面が残置していることから緑色片岩の自然礫を素材として用い

ていることが考えられる。研磨は両面に認められる。法量は長さ8.5cm、 幅5.2cm、 厚さ0.8cm、

重量45,3gで ある。
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139:SD5、  140:SD6
141 :SD4、  142:SP103

第 123図
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石器素材 (138)138は SD5ば土。緑色片岩製。b面の左半部は表面が手1落している。調
整等の製作の痕跡は認められないことから石器素材として搬入された可能性が高い。法量は

19.7cm、 幅5,6cm、 厚さ2.0帥、重量282.lgである。

砥石 (139。 140)139は SD5出 土。両端を欠く破損品である。使用痕は両面にあり、複数

の溝状の研磨痕が看取される。これらの溝の横断面形態はV字形を呈している。法量は長さ

12.lcm、 幅11.9cm、 厚さ3,l cm、 重量590,3gである。砂岩製。

140は SD6出 土。上端部を一部欠く破損品である。使用痕は複数の面で看取されとりわけ

b面では広 く認められる。法量は長さ5.8cm、 幅3.6cm、 厚さ3,3cm、 重量84.4gで ある。法量

から推察 して手持ちの砥石である可能性を指摘 しておきたい。砂岩製。

磨石 (141)141は SD4出 土。上半部を欠く破損品である。長軸方向の端面 (b面)に研

磨痕 と敲打痕が認められることから、敲・磨石とでも呼称すべき石製品である。法量は長さ

7.Ocm、 幅10.Ocm、 厚さ8.5cm、 重量609,2gである。花商岩製。

用途不明石製品 (142)142は S P103出 土。長方形の平面形態を有し、わずかに研磨痕が看

取される。身は薄 く、器種を特定することは差 し控えておく。法量は長さ11,7cm、 幅3.2cm、

厚さ0.4cm、 重量32.2gで ある。

4.小  結
本調査において、弥生時代、古墳時代、中世～近世の遺構と遺物を確認することができた。

遺構 :第 Ⅳ層上面では掘立柱建物址及び柱穴群の検出により、中世～近世の生活址が確認

され、集落の一部分を確認した。第Ⅵ層上面検出の遺構は、本文中では溝として扱ってきた

が、人工的な掘り方が認められないことから自然流路もしくは、調査地西隣を南流して川附

川と合流する小河ナ||が現在流れており、この氾濫源と考える。どちらの場合にしても溝から

の遺物の出土は、調査地周辺に当該期の集落遺構の存在を示した資料であり、重要なものと

いえる。また、古墳時代中期の集落の存在は確かなものであろう。

層位 :第Ⅲ層及び第Ⅳ層は時期差 (土色・質の違い、遺物の時期差、柱穴埋土と似ている)

がないものと思われる。さらに第Ⅲ層中及び第Ⅳ層中での遺構の検出がない事などから整地

盛土的なものではないかと考える。

また、調査区北部は、第Ⅱ層直下に第Ⅵ層が検出されており、削平を受けていると思われ、

旧地形は調査区以北では高くなっていたと考えられる。

なお、出土遺物中の中～近世資料については栗田正芳氏の助言を得た。巻末であるが記し

て感謝の意を表する。
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遺構・遺物一覧―凡例一

(1)以下の表は、本調査地検出の追構・遺物の計測値及び観察一覧である。

遺構一覧は山本が、遺物観察表は梅木、水日が作成した。

修)遺物観察表の各記載について。

法量欄    ( ):復 元推定値

形態・施文欄 土器の各部位名称を略記。

例)日→口縁部、胴中→胴部中位、柱→柱部、胴底→胴部～底部。

胎土・焼成欄 胎土欄では混和剤を略記 した。

例)砂→砂粒、長→長石、石→石英、密→精製土。 ( )中の数値は混

和剤粒子の大きさを示す。

例)砂・長 (1～ 4)多→「 1～ 4 mm大の砂粒 。長石を多く合む」で

ある。焼成欄の略記について。◎→良好。○→良、△→不良。

表SG 掘立柱建物址一覧

掘立
規  模
(間 )

方  位
桁 行 梁 行 床面積

(ド )
時  期 備 考

実長(尺 ) 柱問寸法(尺 ) 実長(尺 ) 柱間寸法(尺 )

I 東西棟 800(26 6) 7・ 6,5'67・ 67 390(13) 65 31 2 近世 ? Ⅲ層上面検出

表67 溝一覧

,蕎

(SD)
地  区 断面形

規   模
長さ×幅×深さ(m)

埋  上 出土遺物 時   期 偏 考

| E3～ 6 船底状 115× 07X0 灰色上 近 現

2 酪 ～C5 皿状 5× 22X01 灰色土 (砂混 り) 陶 器 近現

3 B4-C6 皿】大 145× 06× 015 灰色七 近世瓦 近現

4 A3～ C7 船底状 160X20X06 暗灰茶掲色Il砂質i 弥生 ,須恵 .土師 中近世 SD 7・ 9を切る。

5 C4～ F2 皿 状 140X18X0 黒色土 弥生・土師 古墳 SD 7に 切られる

6 B4～ D3 船底状 97× 10～ 18X035～05 黒色に(ややホltll 弥■ ,「師 須恵 古墳 SD 8に切られSD 7を切る。

7 B7-D2 船底】大 20× 16× 30× 05 黒色 士 弥t,■ 1市 須恵 古墳 SD 6に 明られSD 5を 研る。

8 B2-C4 レンズ】大 68× il-19× 014～019 晴灰褐色砂質引 弥■・ill 須恵 占墳 SD 6・ 9を切る。

9 A3-B5 レンズ状 103X13～ 25× 028 晴茶褐色十 Pr■ 。■,市 '須恵 古墳 SD嗚に切られSD‐ 10を切る

A2～ 33 皿 状 27× 30× 025 貯楊Li l1/(1ヽレキ混り) 弥4: 弥 生 SK 6,SD 9に切られる。

|| D3～ E3 レンズ状 41X06～ 12× 010 黒褐也I(黄色|ま し
')

弥生 弥生 SD 7に切られる。

表68 土壊一覧

土壌

(SK)
地  区 平面形 断面形

規   模
長さ×幅×深さ(m)

埋  上 出上遺物 時   期 備 考

2 不整形 Ell状 50× 092X01 灰色砂質十 近現
試掘 トレンチに tyJら れ
令容はイヽ研〕

F2,3 不整形 レンズ状 376× 256X05 暗灰褐色砂質1 弥生 弥生 SD 5に切られる。

6 A3 精円形 船底状 61× 142X066 灰茶色寸i 弥牛 古 Irl SD 10を tJlる。

7 円 形 皿】大 089× 086X03 黒褐色■ 弥生 弥牛 SD 9に切られる。

惰μl形 皿】大 04 0 27 015 黒色土 弥引 弥引

|| 橋P]形 逆台形状 091× 083× 034 果色十 ガ午 弥 4

A4 格円形 逆台形状 085× 083× 029 暗灰色■ ・ 角礫
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表69 SD4出 土遺物観察表 土製品

番 号 器種 法量 (cm) 形態・施文
調 整 74回 , 緒  主

焼  成
備考 コ翔

外 面 内 画

1 鍋 残高 233
三足鍋脚部。脚端部を一部

欠損。 ナ デ
1炎黄茶褐

色

石長0～ 2)

◎

2 椀
日径 (187)

残高 37

内黒椀。内面にミガキ痕。日

縁わすかに外反。 ナデ
Ｏ

⑩

ヨコナデ

ミガキ

黄灰色

黒灰色

密

◎

3 不
底径 (94)
残高 13

高台付界。高台はやや「ハ」

の字状。高台底面はナデ凹

む。

赤褐色

赤褐色

密

◎
上師器

不
底径 (

残高

88,
高台付 17N。 高台は「ハ」の字

状。高台外端はナデによる

面あり。

ナデ ナ デ
灰色

白灰色

密

◎
須恵器

5 IFN蓋
日径 (125)

残高 31

口縁端部外面に刻目をもつ。

回転ナデ 回転ナデ
淡青灰色

淡青灰色

密 (石 1)

◎

6 寮
口径 (145)

残高 103

直立 し、外反する口頸部。肩

部は強 く張る。
①

⑮

ケヽ→ヨコナデ
ヽケ

③

⑩

ハケ

ケズリ

灰黄褐色

灰黄色

石。長(1～ 9

◎

表70 SD5上 層出土遺物観察表 土製品

番号 器種 法量 (cm) 形態 。施文
調 整 (外面,

ヨ調
(内面)

胎 土

焼 成
備考 図洵

外 面 内 面

7 賽
日径 178

残高 102

長 く外反する日縁部。日縁

・
IFi部 はわずかに外反する。

①

⑩

ヨヨナデ

ナデ

◎ ヨコナデ
廻⊃ ナデ
⊂⊃ ケズリ

黄茶色

黄茶色

石・長(1～ 2)

◎

8 裂
口径 (204)

残高 46

段を有する日縁部。日縁端

部は、内傾 し面をもつ。 ヨヨナデ ヨヨナデ
黄茶色

灰黄茶色

石・員(1～ 4)

◎

9 宿i邪
底径 (168)

残高 81

大 く三角錐を呈する柱部。

水平に近 く開 く裾部。柱裾

部内面に稜。

ヨヨナデ ∽
∽
ケズリ
コヨナデ

黄褐色

黄褐色

審(石 長1)

◎

高邪
底径 105

残高 64

三角錐を呈する柱部。柱裾

部内面に稜。 ヨコナデ(マメッ)
暗褐色

暗褐色

石。長は～3)

◎

11 高 lTN 残高 88
大く三角錐を呈する柱部。

柱裾部内面に稜。
掲色

楊色

長 (1)

◎

表71 SD5下 層出土遺物観察表 土製品

番号 器種 法量 (cm) 形態 。施文
調 整 向

　

面

外
　

内

ｔ
調

で

胎  主

焼 成
備考 図詢

外 面 内 面

変
「I径 (160)

残高 59

外反する日縁部。川縁端部

は丸い。内面にI・k合痕。
Ｏ

⑩

ヨヨナデ

ハケ

①

⑩

ヨヨナデ

ナデ(接合痕顕者)

黄灰色

黄灰色

密

◎

褻
口径 (176)

残 i苛 37

外反 し、内湾する日縁部。「1

縁端部は丸い。 ヨコナデ ヨコナデ(マアツ)
乳黄色

1炎黄灰色

密 (石4)

O

一軍 残高 53
月Π部中位が張る。頸 1同部内

面は弱い稜。 ケヽ(マメッ,
掲色

暗褐色

イ予ftO-2)

○

高郭
底径 115

残高 73

三角錐を早する柱は、中位

がやや膨 らむ。柱裾部内面

に稜。

ケヽ (マ アツ) ∽
∽

ケズ リ(1音 [ナrl

ョヨナデ

灰貢褐色

灰黄褐色

密

◎

高年 残高 74
三角錐を▼する柱部。水平

に近 く開 く裾剖は器壁がや

や厚い。柱 tPh部内面に稜。

マメッ (工具痕あ り) ∽
∽
シポリ痕

ヨヨナデ

淡黄灰色

淡支灰色

石・長(1～ 5)

◎
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表72 SD6上 層出土遺物観察表 土製品

番 号 器種 法量 (cm) 形態・施文
調 整 (外面|

色調
(内面 |

土

成

胎

焼
備考 図詢

外 画 内 面

嚢
口径 (164)

残 高  30

外反する日縁部。口縁端部

は丸い。 ヨヨナデ ヨコナテ
乳黄茶色

乳黄茶色

密

◎

簑
口径 (132)

残高 29

外反する日縁部。日縁端部

は丸い。やや器壁厚い。 ケヽ(マ メッ, ヨヨナデ(マメッ)
色

色

褐

褐

黄

茶

石・長 (1)

金

◎

褻
日径 (184)

残 高  38

外反 し、内湾する日縁部 口

縁端部は丸い。 ヨヨナデ (マメッ) ヨコナデ (マアツ)
灰黄褐色

灰黄色

石̀長 (1～ 2)

◎

霙
口径 (151)

残高 45

内湾して立ち上る日縁部。

日縁端面は、内傾し突出す

る。

ヨヨナデ ヨコナデ
灰黄色

灰黄色

石・長Q～3)

金

◎

褻
口径 (133)

残高 25

短く、内湾して立ち上る口

縁部。日縁端部は先細り。 ヨヨナデ ヨコナテ
茶褐色

黄茶色

密

◎

霙
口径 (133)

残高 28

短 く、内湾 して立ち上る日

縁部。日縁端都は光細 りす

る。

ヨコナデ
①

⑮

ヨヨナデ

ナデ

色

色

茶

茶

黄

黄

石。長 (1)

◎

高杯
底径 (115)

残高 12

水平に近 く開 く裾部。内面

の柱裾部境に稜。 咆
∽
ケズリ
ヨヨナデ

色

色

褐

褐

黄

黄

石。長 (1)

◎

表74 SD7下 層出土遺物観察表 土製品

遺 物 観 察 表

表73 SDS下 層出土遺物観察表 土製品

番号 器種 法量 (cm) 形態・施文
調 整 (外面,

色調
(内面〕

生

成

胎

焼
備 考

外 面 内 面

高不 残高 39
丸みのある段を有する杯部。

ナデ (マメッ) ナデ (マアツ)
黄茶色

責茶色

石,長 Q～3)

◎

高 17N
底径 11,3

残高 32

短 く、外反する裾部。内面の

柱裾部境に稜。 マメツ
赤袴色

赤精色

密

◎

甑 残高 41
丸みのある底部には、現存

で2ケ の子しがある。
⑪

⑧

ハケ (マメッ)

ナデ (マメッ)
ケズリ

灰黄色

乳黄色

石・長は～31

◎
黒斑

速 残高 28
胴上半部が張る。凹線■ |

は 9条の波状文を施す。 回転ナデ ナデ
色

色

灰

白

圭日
青

密

◎

器台か 残高 25
器台と思われる。4条の凹

線文をもつ。搬入品か。
黄茶色

暗茶色

術(聞問石)

◎

甕
日径 (122)

残高 44

外反する口縁部。日縁端部

は丸い。 ケヽ→ヨヨナデ ヨコナデ(マメッ)
灰黄褐色

灰黄色

密 (砂粒)

◎

グ リ

ト

番号 器種 法量 (cm) 形態 。施文
調 整 (外 EIサ

色調
(内面:

上

成

胎

焼
備考 目獅

外 面 内 画

嚢
口径 l174)

残高 48

外反する日縁部。日縁端部

は丸い。
①

⑮

ケヽ→ヨヨナデ

ケヽ

Ｏ

⑩

ハケ→ヨヨナデ

ケズリ

灰褐色

灰褐色

密・金

◎

嬰
口径 (146)

残高 63

外傾 し、外反する口縁部。口

縁端部は丸い。
①

⑩

コヨナデ

'ヽ ケ(マメッ)

乳貢褐色

黄自色

石・長 (1)

◎

褻
口径 (178)

残高 94

内湾 して立ち上る口縁部。

日縁部は丸い。
①

⑩

ヨナコデ
メヽケ(マメッ)

① ヨコナデ

ω  ナデ
廻⊃ ケズリ

黄茶褐色

黄茶褐色

密

◎
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SD7下 層出土遺物観察表^土製品

番 号 器種 法量 (cm) 形態・施文
調 整

画

　

面

外

　

内

く

調

ｔ

色
府  主

焼  成
備考 曰翔

外 面 内 面

嬰
口径 (100)

残高 58

外反 し、内湾 して立ち上 る

「I縁部。日縁端部は丸い。
Oヨ コナデ
⑩ ハケ

①

⑩

ヨヨナデ 黄褐色

黄褐色

石。長住～0

◎

甕
口径 (154)

残高 37

内湾 して立ち上る口縁部。

日縁端面は内傾 し突出する。 ヨヨナデ
乳黄褐色

乳黄褐色

石。長(1～か

金

◎

一霊
日径 65
器高 85

完形品。胴部中位に最大径。

内湾 して立ち上 る日縁部。
①

⑩

ヨヨナデ Ｏ

⑩

ヨコナデ

ナデ
黄茶色

黄茶色

密

◎

一霊
口径 (32)
器高 60

ミニチェア品か。肩部に張

りをもつ。内湾して立ち上

る日縁部。

①

⑩

ヨコナデ

ケヽ(マ メッ)

①

⑩

ヨヨナデ

ナデ

淡褐色

淡褐色

石 長

◎

壷
口径 66
残高 86

短い頸部に、有段の回縁部。

須恵器越に似る。 ヨコナデ
黄茶色

黄茶色

密

金

◎

一蛮 残高 66
胴部は扁平。顕部下端が強

くしまる。 、ケ (1部 ナデ ) ナデ
黄褐色

蓑褐色

石。長(1～ 2)

金

◎

一更 残高 62
胴部は扁平。頸部下端が強

くしまる。 ナデ (マアツ, ナ デ
灰黄褐色

灰黄褐色

密 (石。長

1)

◎

士霊 残高 57
胴部はやや席平。

∽
∽
ヨコナデ

ナ デ
乳黄褐色

乳黄褐色

石'長色～51

◎

黄 残高 33
頸部下端が強 くしまる。

ナデ (1部 マメッ)
灰黄茶色

灰黄茶色

密 (砂粒)

◎

高イ

日径 170

器高 118

底径 107

有段の部部は、日縁部が外

反する。三角ftの柱部に、水

平近 くに外反する裾部。

⑮

⑩

ヨヨナテ

ナデ
④
∽
∽

′ヽケ

ケズ リ

ヨコナデ

黄茶褐色

黄茶褐色

石。長徹～3)

全

◎

黒 JXI 77

高郭

日径 160

器高 102

底径 96

有段の邪部は、日縁部が外

反する。三角錐の柱部に、水

平近 くに外反する裾部。

④
咆
∽

ヨヨナデ

ヨヨナデ

④

⑩ ケパリ→ナデか ?

茶褐色

茶褐色

密

◎

高 l FN
口径 216

残高 62

有段の」TN部 は、日縁部が外

反する。日縁瑞部は面をも
茶褐色

茶褐色

石'kO～ 3)

◎

高不
H径 195

残高 47

有段の ITN部。J7N底部に擬 日

縁 。 マメッ
色

色

精

精

赤

赤

石。長(1)

◎

高郭
日径 (158)

残高 49

:1縁端部は、内傾 し面をも

ヨコナデ
色

色

茶

茶

黄

黄

4(石 '長1～ 3)

◎

高jf
径

吉
岡

底

残

短 く大い柱部。長い裾部。内

面の柱裾部境に稜。やや厚

い器壁。

④
咆
∽

ヨコナデ

ハケ→ナテ

④ ナデ

∽  ナデ
∽  ヨヨナデ

淡褐色

淡褐色

密

◎

高邦
底径 (106)

残高 70

三角錐の柱部。水平に近 く

開 く裾部。内面の柱据部境

に稜。

∽
∽
ケズリ 黄褐色

黄褐色

石・長(1～ 3)

◎

高耳
底径 (107)

残高 58

三角錐の柱部。水平に近 く

開 く裾部。内面の柱裾部境

に稜。

∽
∽
ナデ

ハ ケ → 十 デ
∽
∽
ケズリ

■デ

淡褐色

淡褐色

密

金

◎
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遺 物 観 察 表

SD7下 層出土遺物観察表 土製品

番号 器種 法量 (cm) 形態 。施文
調 整 国

　
面

升
　
肉

、

調

ｒ

色
土
　
成

胎

焼
備考 図洵

外 画 内 面

高邪 残高 61
三角錐の呈する柱部。内面

の柱裾部境に稜。
暗褐色

果灰色

石・長住-3)

◎

高不
底径 (147)

残高 41

水平に近 く開 く裾部。内面

の柱裾部境に稜。 ∽
∽
ヨヨナデ

、ケ→ヨヨナデ

淡黄褐色

淡黄褐色

石・長 (1)

◎

高 邦
底径 (101)

残高 85

三角錐の柱部。水平に近く

開く裾部。内面の柱裾部境

に稜。

④ ハケ→ナデ
廻D ナデ
廼⊃ ヨコナデ

④ ハケ

咆  ケズリ
廼⊃ ヨコナデ

掲色

茶褐色

石・長 (1)

金

◎

高郭 残高 72
三角錐の柱部に、ゆるやか

に開 く裾都。内面の柱裾部

境の機は弱い。

ナデ
咆 シボリ痕

廻⊃  マメッ
淡褐色

淡褐色

密

金

◎

高邦
底径 (116)

残高 30

水平に近 く開 く裾部。内面

の柱裾部境の稜は弱い。 ナデ
廻D ナデ
∽ ハケ

茶褐色

茶褐色

密

◎

鉢
日径 1280)

残高 99

片口Π縁。日縁端部は面を

もつ。
◎

⑪

ヨコナデ

ハケ14～ 5本/1cm)

Ｏ

⑩

ヨヨナデ

ケズリ→ナデ

淡黄茶色

黄茶色

密

ウンモ

◎

甑 残高 67
把手。上外方向へのびる

ナ デ 黄褐色
密

◎

甑 残高 123
丸みをもつ底部。現存で 3

ケの孔。 ナ デ
黄褐色

黄褐色

密

◎

甑 残高 62
平底に近い底部。現存で 2

ケの孔。 ナデ ナデ(工具痕)
茶褐色

乳黄茶色

密

金

◎

鉢
日径 (276)

残高 107

鉢 と思われる。ゆるやかに

外反する口縁部。
①

⑩

ヨコナデ

ハケ(4～ 5本 /1 e lll

①

⑩

ヨコナデ

ナデ (I具痕 )

貢茶色

黄茶色

密

金

◎

不明
口径 (269)

残高 42

器種不明。外反する口縁苦[。

口縁端部は面をもつ。著 し

く器壁厚い。

ヨヨナデ
掲色

褐色

石・長 (1)

金

◎

表75 SD7上 層出土遺物観察表 土製品

番号 器種 法量 (cm) 形態・施文
罰 整 つヽr卜回ブ

色調
(内面)

胎 土

焼 成
備考 図版

外 画 内 面

姿
口径 (160)

残高 59

外反する日縁部。Π縁端部

は丸い。
①

⑩

ヨヨナデ

ハケイマ /ツ )

①

⑩

ハケ→ヨヨナデ

ケズリ

子L茶色

乳茶色

密

金

◎

褻
日径 (206)

残高 66

外反 し、わずかに内湾 して

立ちよるH縁部。日縁瑞部

は丸い。

マ メッ (1部 ハケ )
① マメッ

⑩ ケズリ
乳茶褐色

乳茶色

密

◎

褻
H径 (170)

残高 37

外反 し、わすかに内湾 して

比ち上 る口縁部。H縁部は

丸い。

ヨコナデ
①

⑪

ヨコナデ

ナデ

灰褐色

灰褐色

密

金

◎

甕
日径 (175)

残 高  47

内湾 して立ちよ る日縁部。

日縁端部は丸い。 ヨコナデ ョコナデ
乳黄褐色

乳黄褐色

密

◎
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桑原田中遺跡 2次調査地

SD7上 層出土遺物観察表^土製品

番号 器種 法量 (cm) 形態・施文
調 整

缶

〕

外面,

内面)

土

成

胎

焼
備考 図

"
外 面 内 面

一蔓
口径 iO O

器高 165

肩部が張る、長球形の胴部。

内湾 して立ち Lる 日縁部。
①

⑩

ヨヨナデ

ハケ(1部 ナデ)

①
⑩
Ｏ

ヨコナデ

ケバリ

ナデ

乳黄褐色

乳黄褐色

密

◎

一笙 残高 58
肩吉[が張 る胴吉[。

ナ デ ナデ (接合度顕著 )
黄褐色

黄褐色

石'長住～か

◎

壷
口径 85
器高 100

扁平な胴部。焼成前の開子L

lケ (φ 13cn)。
①

⑩

ヨヨナデ

ハケ (1部 ナデ )
ナデ (I具痕 )

淡黄茶色

淡黄茶色

石`長 (1～ 2)

金

◎

壺

田径 (59)
器高 70
底径 29

扁平な胴部。内湾 して立ち

_Rる 日豫来吉[。 ナ デ
Oヨヨナデ
⑩ ナデ

黄褐色

黄褐色

石・長a～ 4)

金

◎

一至 吸 f寄 67
肩部が張る胴部。頸部 F端

1よ強くしまる。 ナテ ナデ
茶褐色

茶褐色

石'長 (1～ 2)

◎

高 ネ

‖径 163

器高 ユ36
底径 128

完形品。有段の邪部。三角錐

の柱部。水平に近 く開 く裾

部。

④
∽
∽

ナデ(マメツ)
ハケ→ナデ
ヨヨナデ

④ ナデ(マメッ)
廻D ケズリ
廻⊃ ヨヨナデ

黄褐色

黄褐色

石。長(1～ 2)

◎
黒斑

高邪

径

高

径

日

器

底

170
125

10 3

有段の部部。三角鉾の柱部。

水平に近 く調 く裾部。
④

⑩

ヨヨナデ

ヨコナデ

④
∽
∽

ヨヨナデ

ケズリ
ヨヨナデ

淡黄褐色

淡茶褐色

石・k(1～ 3)

◎
黒斑

高 lTA
H径 (214)

残高 62

有段の郭部。

ヨヨナデ (マメッ,
黄茶褐色

黄茶褐色

石・長(1～ 2)

◎

高 JjTN
口径 (241)

残高 43

有段の郭部の日縁都は外反

する。
黄茶色

黄茶色

石,長 (1～ 2)

◎

高邦
底径 (111)

残高 69

三角鉾の柱部。本平に近 く

開くやや長い裾部。内面柱

縄都境に稜。

∽
∽
ナデ
ヨコナデ
∽
∽
ケズリ

ヨヨナテ

淡糧色

淡 I・・
k色

石'長 (1-3)

全

◎

高邦
底径 (116)

残高 67

三角錐の柱部。水平に近 く

開 く裾都。内面の柱裾部境

に稜。

色

色

褐

褐

石・民a～〕

◎

高邦
底径 105

残高 65

三角館の柱部。水平に近 く

開 く裾部。内画の柱裾部境

に稜。

ナデ
色

色

褐

褐

什三(卜 2)

◎

高j7
底径 (104)

残高 70

三角鉾の柱部。水平に近く

開くtF部。内面の柱裾部境

に稜。

∽
∽
ナデ

ョコナヂ
∽
∽
ケズリ→ナデ
ヨヨナデ

灰黄褐色

灰黄褐色

密

◎

高邦 残高 64
大 く短い柱部。内面柱裾部

境に弱い稜。 ′ヽケ→ナデ (マメッ) マメッ (工具痕 )

表76 SD7(弥生)出土遺物観察表 土製品

番号 器種 法量 (cm) 形態・施文
調 整 (外画i

色調
(内面 |

生
　
成

胎

焼
備考 コ朽

面外 内 面

菟
H径 (150)

残高 24

わすかに拡張された口縁端

面には、「ノ」の字状文が施

される。

黄褐色

黄褐色

石'長 (卜 3)

◎

層

部

下

下

第
H径 (142)

残高 73

壷 と思われるが、判断 しか

たい。薄い器壁。 ケヽ (9～ lo本 /1cm) ケ (9～ lo本 /1cm)
乳黄茶色

乳黄茶色

石・民Q～ 2)

命

◎

層

部

下

下
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遺 物 観 察 表

SD7(VTh生 )出土遺物観察表 土製品

番号 器種 法量 (cm) 形態・施文
調 整 (外面

色調
(内面

土

成

胎

焼
備考

外 画 内 面

一霊 残高 77
15本以上の沈線文。櫛の単

位不明。刻目凸帯。 ケヽ (マ ツメ)
茶褐色

茶褐色

石。長a～31

◎

ド層¬

部

甕
日径 910)
残高 52

日縁端面に洗線文 3条。頸

部に刺突文。 ケ→ヨヨナデ ナ デ
黄褐色

黄褐色

密

◎

F層 ¬

部

高邪
底径 (182)

残高 41

外反する裾部。1 4cm大 の円

孔 。

茶褐色

茶褐色

密 (石・長

1)

○

F層 ¬

部

褻 残高 25
如な状口縁。ヘラ描 き洗線

文 3条。日縁端面に刻目。 ヨヨナデ ]ヨ ナデ
灰黄色

灰黄色

石・長a～ 2)

◎
下層

裂
口径 (180)

残高 48

外反する長い日縁都。内面

に稜をもつ。 ケヽ(3-9本 /1cm) ケヽ (マ メッ)
赤構色

赤椎色

石長a～4)

金

◎

下層

士霊
口径 (151)

残高 50

直立し、外反する口径部。ロ

縁端部は面をもつ。 ヨヨナデ
黄褐色

黄褐色

石・長Q～2)

◎
下謳

〓至
H径 (144)

残高 62

複合口縁壷。接合部は稜を

もつ。
①

⑪

マメツ

ハケG～ 9本/1c■ l

写し黄色

乳黄色

石.兵 0～3)

O
~ド

層

壺
口径 125
残高 83

複合H縁壺。接合部は丸み

をもつ稜。
Ｏ

⑬

ケヽ→ヨコナデ

ケヽG～ 4本/1 cml

Ｏ
⑬
⑪

ヨコナデ
ハケO～ 4本/1cml

ナデ

黄褐色

黄褐色

石'長住～4)

金

◎

下層

壺
口径 (120)

残高 69

複合川縁壷。接合部は丸み

をもつ稜。
淡黄褐色

淡黄褐色

石'長住～4)

◎
下層

世霊
口径 932)
残高 65

複合田縁壺。接合部は突出

する。高線 (8以上)→,翔大文

(9)→ 直線→波状文。

ヨヨナデ→施文 ヨコナデ
黄灰茶色

黄灰茶色

石'長 0～4)

◎
下 層

壷
口径 (234)

残高 44

直線文 (3)→ 1朗大文 (5以_け。

Π縁端部は内外に著 しく拡

張。

ケヽ→ヨヨナデ
淡黄白色

乳自色

石・長9～ 3)

金

◎

下 罵 79

壷 残高 52
直線 (13以上)→ ,皮状文 (6)

→直線 (4以_i)。 ナ テ
貢褐色

黄褐色

石・長a-3)

O
下 電

壷
口径 (330)

残高 71

竹答文(2段)→直線 ?→竹

管文 (2段 )→直線 ?→竹管

文(2段 )

黄茶色

黄褐色

石長(1～ 3)

◎
下婚

壷 残高 13
復合口縁童。渡状文 (6)。

ヨコナデ
淡黄茶色

淡黄茶色

石・負a～ 4)

○
ド屠

鉢
Π ttl14 4)

残高 43

外反する長い日縁部。内両

に稜をもつ。
①

⑩

ヨコナデ

ハケ(12木 /1cm)

①

⑩

ハケ16～ 7本/1cm)
ナデ

黄茶褐色

黄茶褐色

石・ka～ 3)

◎
下層

台付鉢
底径 (63)
残高 56

台付鉢。大 きくくびれる底

部。やや上げ底。 ナ デ
黄茶褐色

黄茶褐色

石・長(1～ 2)

◎

黒 III

ド層

台付IIN
径

吉
阿

底

残

6 0

8 6

台小〕鉢。大 きく厚い平底。

ケヽ (1部 マメッ) ナ デ

色

色

褐

褐

茶

茶

4(石 '長1～ 3)

◎
下層
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柔原田中遺跡 2次調査地

SD7(弥 生)出土遺物観察表 土製品

番号 器種 法量 (cm) 形態・ 施文
調 整 (外国,

色調
(内面)

購  主

焼 成
備考 図版

外 画 内 面

鉢
底径 46
残高 28

くびれるやや厚い底部。や

や_Lげ底。
赤橙色

赤精色

密

○
下層

高
jT
残高 41

丸みのある布段のイ部。
茶褐色

乳黄茶色

fr・ ka～ 3)

◎
ド層

高郭 残高 62
円子L(φ 22cm)4ケ 。

Pl了しは 2段 となる。 ナデ (マメッ)
淡黄褐色

淡黄褐色

石。長a～3)

◎
ド層

器 台 残高 130
円子L(φ 15cm)。円了uよ 2段

となる。器壁厚い。 ナデ
暗茶褐色

暗茶褐色

石・愛Q～ 5)

◎
ド層

子霊 残高 54
直線 (20以上)→波状 文 (2)。

タテ直線2組 (9)以 _た。
乳黄灰色

乳黄茶色

石長(1～ 2)

◎
■ 層

壷
Π径 (186)

残高 62

1硼大文 (8)。 接合部は丸みの

ある稜。 ヨヨナデ コヨナデ
灰褐色

淡灰褐色

石・長(1～ 3)

金

◎

L層

台何鉢
底径 (102)

残高 49

上げ底の大 きな底部。
暗灰褐色

暗灰褐色

石・長0～0

◎
J=層

高郭 残高 82
やや小さい冊平し(φ 7nm)。

ナ デ
淡茶褐色

黄茶色

石長(1～ 3)

金

◎

上 層

器 台
日従 (270)

残高 21

直線 (2)→円形浮文 (6ケ の

刺突文 )。
責褐色

黄褐色

密

◎
L層

器台 残高 17
円形浮文 (竹管文 )。

黄茶色

黄茶色

密

◎
「:層

表77 SD5な いしSD7出 土遺物観察表 土製品

番号 器種 法量 (cm) 形態・施文
調 整 (外面,

色調
(内面Ⅲ

土

戒

胎

焼
備考 図肺

外 面 内 画

褒
日径 (160)

残高 36

外反する口縁部。口縁端部

は丸い。 ケヽ (マ アツ) ヨヨナデ
黄茶褐色

黄茶褐色

石。長a～ 2)

◎

褒
日径 (142)

残高 49

内湾 して立ち にるΠ縁部。

Π縁瑞部は丸みのある面。 ヨヨナデ ヨコナデ
乳責褐色

乳黄褐色

密

金

◎

裂
日径 (144)

残高 77

外反する口縁部。内面に弱

い稜をもつ。 ケヽ (12～ 13木 /1cm) ケヽ (13-14本/1cm)
乳茶褐色

平L茶褐色

石。長a～ 3)

金

◎

鉢
口径 (124)

残高 40

短 く外反する「I縁部。
黒褐色

乳黄茶色
石・長(1～ 2)

表70 S DoS KoS P出 土遺物観察表 土製品

番号 器種 法量 (cm) 形態 。施文
調 整 向

　

面

外

　

内

ｔ
調

ｔ

筈
〕

土

成

胎

焼
備考 図版

外 画 内 面

壺 残高 52
複合口縁壷。直線文は10条

以 _に。 ヨヨナデ (マ アツ)
黄灰色

黄灰色

石長Q～ 5)

◎

壺
H径 (138)

残高 74

ゆるやかに外反するΠ縁部。

ヘラ描 き沈線文 4条。
色

色

褐

茶

明

乳

杵

金

◎
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番号 器種 法量 (cm) 形態 。施文
詞 整 (狩口

色調
(内面

胎 土

焼  成
備考 図版

面外 内 面

突
日従 (220)

残高 37

「1縁端面に 3条の ,光線文。

ケ(マ メツ) ヨヨナデ(マメツ)
淡黄色

淡赤褐色

石長a～3)

◎
S Kll

一笙
日径 (132)

残高 45

複今 [十 縁壺。無文。
淡赤褐色

淡茶褐色

石・長(1～ 4)

◎
SKH

褒
口径 (ユ70)

残高 90

k・
Iく 外反する日縁部。日縁

端部は厚 く、丸みをもつ。
①

⑩

回転ナデ

平行叩き

①

⑩

回転ナデ

叩き

淡灰色

黄灰色

密

○

皿

口径 (96)
器高 20
底径 (60)

内湾 して立ち上 る日縁部。

日縁端は丸い。系切 り底。 同転ナデ 巨1転ナデ
色

色

黄

黄

乳

乳

Fl・ k(1～ 2)

◎
S P21

皿

11径 (

器高

底径 (

9,

6)

短い口縁部。日縁端部はわ

ずかに外反する。糸切 り底。
乳灰黄色

乳灰黄色

石̀受 (1-3)

◎
S P51

皿

径

高

径

口

器

底

1)

2

2)

短く、内湾して立ち上る月

縁部。糸切 り底。 回転ナデ L94転ナデ
乳白色

乳tR色

石・k(1～ 2)

◎
S P51

皿

径

高

径

Π

器

底

O 内湾 して立ちよるΠ縁部。

Π縁端部は丸い。糸切 り底。 同転ナデ 回転ナデ
乳黄色

乳黄色

密

◎
S P51

jTN

口従 (

器高

底径 (

8)

9

2)

内湾 して立ち_Lが る口縁苦[

は端都付近がやや厚くなる。

糸切り底。

乳灰黄色

乳黄色

不f・掟(1～ 2)

○
S P3℃

椀
Π径 (158)

残高 33

貿易F411ft器。日縁端部は外

反する。龍泉窯か。
青緑色

青緑色

常

◎
S P7

イ
底径 (80)

残高 23

内湾 して立ちよる口縁部。

系切 り底か。
乳赤支色

子L赤 女色

密

◎
S P16

S DoS KoS P出土遺物観察表 土製品

遺 物 観 察 表

表79 包含層出土遺物観察表 土製品

番号 器種 法量 (cm) 形態・施文
調 整 画

　

面

外

　
内

、
調

ｔ

色
土

成

胎

焼
備考

外 面 内 面

こね鉢
口径 (266)

残高 34

内湾 して立ち上る日縁部。

日縁外面は肥厚 し、lF面 形

は丸みのある三角形。

ヨコナデ
青灰色

灰色

密

令

○

m属

高邪 残高 57
細洗線 (9以上 )→細沈線 (5)。

ナ デ
黄灰色

責灰色

密

金

◎

V層

一郵
口従 (115)

残高 24

高lTN脚端部になる可能性を

もつ。端部は拡張 し、2条の

四線文。

ヨヨナデ
茶褐色

黄掲色

石,長住～2)

◎
V層

越 残高 32
2条の凹線文ド1に、細かヤ

波状文 (櫛 3条 )。
「
I転 ナデ ナ デ

灰茶色

灰色

豚
山
◎

丙壁

トレン子

〓■ 残言f 75
複合「十縁壷。桟今部に稜を

もつ。
①

⑪

ハケ(マメッ)

ヨヨナデ

①

⑪

ハケ→ ヨコナデ

ョコ■デ

色

色

黄

黄

乳

乳

石長(1～ 3)

金

◎

黒斑

カクラン

郭蓋
口径 (136)

残高 32

有段の口縁部。
「I縁端面は

内傾 し、段状 となる。 回転ナテ 回転ナデ
灰色

淡灰色

密

◎
カクラ
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表80 出土遺物観察表 石製品 ら  法量の ( )は現存値である。

番号 器種 遺存状態 材質
法 量

備考 図門
長さ(om) 幅(cm) 厚さ(cm) 重さ(g)

石鉄
‐部欠 サヌカイト

石鏃 完形品 サヌカイト 19 14 07

石鏃 一部欠 サヌカイト

石鏃 一部欠 赤色頁岩 32 21 03 (14)

石鏃 完形品 赤色頁岩 W層

石鏃 一部欠 サヌカイト (13) 不 用

石槍状石番 一部欠 サヌカイト 06 S Dl(

石庖丁 1/2欠 緑色片岩 (453) S D5

石器索材 一部欠 緑色片岩 19 7 (282 1) S D5

砥石 1/3欠 砂岩 (121) H9 3 1 (5903) S D5

砥石 完形品 砂岩

磨石 2/3欠 花間岩 (6092)

用途不明 完形品 (堆積岩 ) 04
Ｓ Ｐ

‐０３

桑原田中遺跡 2次調査地
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第 6章 自然科学分析
佛 古環境研究所

1.樹種同定

1.は じめに

樟味高木遺跡 2次調査地では、A区検出の竪穴式住居址 (SBl)の床面にて炭化材が出
土した。この調査は、これらの炭化材について樹種同定を行うものである。

2.分析試料
調査地から出土した炭化材は、試料NO。 1、 NO.2、 NO.3の 3点である。炭化材試料は

実体顕微鏡下で保存の良い部分を選定し、片刃カミソリを用いて試料の横断面 (木日と同義)、

接線断面 (板日と同義)、 放射断面 (柾日と同義)、 の 3断面について作る。これらは直径 1

cmの真鍮製の台に固定し、金泰着を施した後、電子顕微鏡 (日 本電子製 JSM T-20型 )
で観察した。樹種の同定は、現生標本との比較により行う。以下に観察による特徴記載及び

樹種同定の根拠を示し、これら炭化材の電子顕微鏡写真を示す (第124図 )。

表81 樺味高木遺跡 2次調査地出土炭化材とその樹種

遺跡名 試 料 樹種

裕味高木遺跡 2次

SBl Nα l

SBl Nα 2

SBl Nα 3

〔針葉樹〕 不 明

〔広葉樹〕 シイノキ属(ブナ科)

〔広葉樹〕 クスノキ科

(1)針葉樹 第124図 la～ lc

仮道管、放射柔細胞からなる針葉樹である。春材から夏材への移行は穏やかである。 (横断

面)。 分野壁了しは、炭化していて不明瞭である (放射断面)。 放射組織は柔細胞からなり、 1～

2細胞幅、 3～ 9網胞高である。

以上の形質が確認されるが、同定となるべき分野壁子しの形態や数などが不明瞭であるため

種を同定するには至らない。

(2)シ イノキ属 Castanopsisブ ナ科 第124図 2a～ 2c

年輪のはじめに、やや大型の管孔が 2～ 4個程度集合し、そこから薄壁で角張った小型の
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自 然 科 学 分 析

2a、 シイノキ属(横断面 )C I bari0 2mm

3a、 クスノキ科(横断面)c3bつ ri0 2mm 3b、 同(接線断面 )bar:O mm 3c、 同(放射断面 )bari0 2mm

第 124図 樽味高木遺跡 2次調査 AttS B I出 土炭化材の電子顕微鏡写真

la、針葉樹 (横断面 )C2bario lmm b、 同(接線断面 )bar:0 05mm Ic、同(放射断面 )bar:0 02mm

2b、 同(接続断面 )bar:0 1mm 2c、同(放射断面 )bar:0 2mm
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植 物 珪 酸 体 分 析

管孔が放射方向に火災状に配列する環孔材である。また、木部柔組織は、接線状である (横

｀
断面 )。 放射組織は、柔細胞で単列同性で、 3～ 15細胞高である (接線断面 )。 道管のせん孔

は単一である (放射断面 )。

以上の形質からブナ科シイノキ属の材と同定される。シイノキ属の樹種には、ツブラジイ

(CastanOpsis)と 変種のスタジイ (C.cuspidata var.sieboidii)と があるが両者を識月1す

るには至っていない。樹木は、いずれも樹高20cm、 幹径 lm程度で、スタジイは本州 (福島・

新潟県以南)・ 四国 。九州などの沿岸地の丘陵あるいは山野、ツブラジイは本州 (関東以南)。

四国・九州などの内陸部に、いずれも暖帯に分布する常緑広葉樹である。材は、建築、器具、

下駄などに用いられる。

(3)ク スノキ科 Lauraceaeク スノキ科  第124図 3a～ 3c

年輪のはじめに大型の管孔が 1～ 2列並び、以後径を減 じた管孔が単独あるいはまれに 2

個複合 して散在する環孔材である (横断面 )。 道管のせん孔は単一である (放射断面 )。 放射

組織は、異性で 1～ 2細胞幅、 4～ 36細胞高である (接線断面 )。

以上の形質から、クスノキ科の材と同定される。クスノキ (CinnamOmum camphora)、

ヤブニッケイ (C.japonicum)、 タブノキ (Ma chilus thunbergii)あ るいはシロモジ

(Linderatriloba)な どがあり、いずれも常緑広葉樹である。

2.植物珪酸体分析

1.は じめに

植物珪酸体は、植物体内で形成されたガラス質の細胞であり、植物が枯れた後も微化石 (プ

ラント・オパール)と なって土壊中に半永久的に残っている。植物珪酸体分析は、この微化

石を遺謝土壊などから検出する方法であり、イネをはじめとするイネ科栽培植物の同定、及

び古植生 。古環境の推定などに応用されている (杉山 1987)。

本調査は、檸味高木遺跡 3次調査の試料について植物珪酸体分析を実施し、イネ科栽培植

物の検討及び遺跡周辺の古植生・古環境の推定を試みたものである。

2.分析試料
調査対象は、 SB2号住居址床面から検出された土羨 (SK2)である。試料は、土羨内
の埋土および土羨の底面から計 8点が採取された。試料採取箇所を第125図に示す。
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3.分析方法       ^
植物珪酸体の抽出と定量は、「プラント・オパール定量分析法 (藤原 1976)」 をもとに、次

の手順で行った。

(1)試料の絶乾 (105℃ 。24時間)

修)試料約 lgを袢量、ガラスビーズ添加 (直径約40μ m、 約0.02g)

*電子分析天袢により1万分の lgの精度で希量

(3)電気炉灰化法による脱有機物処理

は)超音波による分散 (300W・ 42K虚・10分間以上)

(5ガ先底法による微粒子 (20μm以上)除去、乾燥

俗)封入剤 (オ イキット)中に分散、プレパラート作成

7)検鏡・計数

同定は、機動細胞珪酸体に由来する植物珪酸体をおもな対象とし、400倍の偏光顕微鏡下で

行った。計数は、ガラスビーズ個数力Y00以上になるまで行った。これはほぼプレパラート1

枚分の精査に相当する。試料 lgあたりのガラスビーズ個数に、計数された植物珪酸体とガ

ラスビーズ個数の比率をかけて、試料 lg中の植物珪酸体イ回数を求めた。

また、この値に試料の仮比重 (1,0と 仮定)と 各植物の換算計数 (機動細胞珪酸体 1個あた

りのオ直物体乾重、単位 :105g)を かけて、単位面積で層厚 l cmぁたりのイ直物体生産量を算出

した。換算計数は、イネは赤米、ヨシ属はヨシ、ウシクサ族はススキの値を用いた。その値

0            1m●試料採取箇所

(S=:40)

第 125図 樽味高木遺跡 3次調査 SK2に おける目式料採取箇所
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はそれぞれ2.94(種実重は1.03)、 6.31、 1.24で ある (杉山・藤原 1987)。 タケ亜科について

は数種の平均値を用いて葉身重を算出した。ネザサ節の値は0。 24、 クマザサ属は0.22、 メダ

ケ節は0.08で ある (杉山 1987)。

4.結果および考察
(|)イ ネ科栽培植物の検討

弥生時代後期から古墳時代中期とされるSK2土羨内の埋土および土羨底面の土壌につい

て植物珪酸体分析を行った。その結果、すべての試料からイネの植物珪酸体が検出された (表

82～ 84)。

このうち、土羨西側の埋土中位 (NO。 2)では密度が7,500イ回/gと 高い値であるが、同地

点の他の試料 (NO.1、 NO.3)では1,300～ 2,800個 /gと 比較的低い値であり、土娠中央
部 (NO.5～ NO.7)で も1,000イ回/g前後と低い値である。なお、比較試料として採取さ
れた土渡底面の土羨 (NO.4、 NO.8)で もイネの植物進酸体が検出されたが、密度は2,400～

2,700/gと 大部分の埋土試料よりも高い値となっている。

以上のことから、調査地点もしくはその付近ではSK2土羨が作られる以前には稲作が行
われていたものと考えられ、その後に掘削された土羨内に当時の植物珪酸体が混入したもの

と推定される。ただし、土羨西側の中位 (NO.2)では明らかに密度が高いことから理土中
になんらかの形で稲藁などが混入されていた可能性も考えられる。

植物珪酸体分析で同定される分類群のうち栽培植物が含まれるものには、イネ以上にもオ

オムギ族 (ム ギ類が含まれる)、 キビ族 (ヒエやアワ、キビなどが含まれる。)、 オハシバ属 (シ

ヨクビエが含まれる)、 トウモロコシ属、ジュズダマ属 (ハ トムギが合まれる)な どがあるが、
これらの分類群はまったく検出されなかった。

12)古植生および古環境の推定

イネ以外の分類群では、ネザサ節型 (ネ ザサ節など)が全体的に多量に検出され、クマザ

サ属型 (クマザサ属など)やメダケ節型 (メ ダケ節など)、 ウシクサ族 (ススキ属など)な ど

も見られた。植物体生産量の推定値では、ほとんどの試料でネザサ節型が卓越しており、こ

れに次いでイネが多くなっている。なお、ネザサ節型は土墳底面の土羨よりも埋土の方が多

くなっている。

以上のことから、当時の遺跡周辺はネザサ節を主体とし、クマザサ属やメダケ節、ススキ

属なども見られるイネ科植生であったものと考えられる。ネザサ節やススキ属などは森林の

林床では生育しにくいことから、当時の遺跡周辺は、森林で覆われたような状況ではなく比

較的開かれた環境であったものと推定される。
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表82 棒味高木遺跡 3次調査SK2の植物珪酸体分析結果

表83 樽味高木遺跡 3次調査SK2に おける主な分類群の推定量

(単位 :X1001回 /g)

(単位 :kg/nt,cm)

分  類  群
I 2 4 5 6 7 8

上位   中住   下位   比較上 上位   中位   下位  比較土

イネ科

イネ

ヨシ属

ウンクサ属 (ス スキ属など)

キビ属型

ウンクサ属型

ウシクサ属型 (大型 )

24

6

6

12

37

タケ亜科

ネザサ節型

クマザサ属型

メダケ節型

未分類等

489          434          449          313

46           60           35           41

39           37           14           20

352          434          232          320

478          735          588          317

55          76          20          24

21          41          47          43

403          373          419          189

その他のイネ科

表皮毛起源

棒状珪酸体

茎部起源

未分類等

292

7

449 330

34

216

7

412

(海綿骨針)

植物珪酸体総数 1901 1750 1909 1054

分 類 群

I 3 4 5 7 8

上位   中位   下位  比較土 上位   中位   下位  比較土

イネ科

イネ

ヨシ属

ウシクサ属 (ス スキ属など)

0 38        2 20        0 83        0 80

O o9         0 26         0 08

0 20

0 08

タケ躍耳斗

ネザサ節

クマザサ属

メダケ節

1 17        1 04

0 10        0 13

0 03        0 03

1 15         1 76         1 41         0 76

0 12         0 17         0 04         0 05

0 02        0 03        0 04        0 03

※表81の値に試料の仮比重 (1.0と 仮定)と 各植物の換算係数をかけて算出。
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表85 植物珪酸体の顕微鏡写真

No 分 類 群 言式料名 倍 率

I

3

2 8

3

4 2

ヨン属 8

ウシクサ族 (ス スキ属など) 3 400

7 ウンクサ族型 3

ネザサ節型 2

9 ネザサ節型

クマザサ属型 6

クマザサ属型 8

メダケ節型 6 400

メダケ節型 400

タケ亜科 6 400

表皮毛起源

表皮毛起源

イネ科の茎部起源 1

海綿骨針 400
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第 129 プラント・オパールの顕微鏡写真 (4)(400倍 )
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.飲 露

第 130図 プラント・オパールの顕微鏡写真 (5) (400倍 )

13 メダケ節型

14 タケH折斗
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第 7章 調査の成果と課題
本書では、平成 2年～4年度の間に、松山市博味 4丁 目・桑原 6丁 目内で実施した 6遺跡

の発掘調査について、その報告を行った。調査の結果、弥生時代～中。近世の集落関連遺構

と遺物を確認するに至った。

弥生時代

前期 檸味高木遺跡 2次調査地出土の磨製石鏃は伴出遺物はないが、包合層から木葉文を
施した壷片が出上していることより、前期のものである可能性は高い。松山平野の磨製石鏃

出土例は、山越遺跡 2次調査地検出の溝 SD2(前 期)から1点、祝谷六丁場遺跡 (中期中
葉)から1点があり、時期が特定できる資料としてあげられる。本資料は、石材の上でも平

野南部にある緑色片岩を用いており、当平野での製品とみてよいものである。なお前期資料

は桑原田中遺跡 2次調査地にても重片が出土しており、桑原地区南部においても前期集落が

想定される状況となった。

中期 博味高木遺跡 2次調査地AttS B l及び同 3次調査地 SXlか らは中期末～後期初
頭の遺構が土器を伴って検出された。当地区においては、弥生時代中期の遺構検出は初例で

あり、桑原地区の弥生時代の集落変遷を考えるには貴重な資料となった。

後期 全国的にも10数例という稀少な資料が檸味高木遺跡 3次調査地からは得られた。「船」
を描いた土器片の出土である。土器は、形態・胎土等より、当平野の弥生時代後期の壺の肩

部片と思われる。具像的な表現であり、弥生時代の船舶研究の良好な資料になるものといえ

よう。また、後期資料では、終木かお古墳時代初頭の竪穴式住居址として構味四反地遺跡 2

次調査地 SB6、 同 3次調査地 SB8、 同 4次調査地 SBlがあげられる。近隣の構味立添
遺跡でも同時期の竪穴式住居址が検出されており (S B13)、 一帯に集落が経営されていたこ

とを示す資料となった。

この他、檸味四反地遺跡 3次調査地からは分銅形土製品が出土している。桑原地区では初

例となるものである。

古墳時代

5世紀中頃から6世紀前半に比定される竪穴式住居址と遺物が数多く確認された。構味高

木遺跡 2次調査地AttS B 2、 同 3次調査地 SBl、 博味四反地遺跡 2次調査地 SB7、 同

4次調査地 SB5、 桑原田中遺跡 2次調査地 SB7な どがあり、既存の調査事例を合わせる
と桑原地区で最も検出遺構が多いと言える時期である。ただし、集落構造解明のための基礎

整理と分析にはいたっておらず、課題解決には今少しの時間が必要である。今後の継続的な

調査 。研究に期待する。

注目される遺物としては、檸味高木遺跡 3次調査地出上の軟質土器があげられる。 5世紀

代に比定されるものと思われるもので、少なくとも8個体分の破片が出土している。桑原地
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区南部には 5世紀末から6世紀前半に比定される前方後円墳 (経石山古墳、三島神社古墳)

があり、東部の丘陵には同時期の円墳群 (東野お茶屋台古墳群、畑寺竹ヶ谷古墳群)がある。

さらに、東野お茶屋台古墳群からは非陶邑系の壺が出上している。構味高木遺跡 3次調査地

の軟質土器出土は、 5世紀後半から6世紀前半における桑原地区の集落経営の充実度を顕著

に表している資料といえないだろうか。

古代

博味四反地遺跡 4次調査地からは、古代末～中世初頭に比定される土羨墓が検出された。

SKlか らは石枕と不、玉、鉄器が出土し、古代の墓制の良好な資料が得られたといえる。

中世

桑原田中遺跡 2次調査地出上の内黒椀や青磁、土師皿、lThは出土量は少ないが、14世紀か

ら15世紀の上器研究 (器形態の把握等)には一つの資料となり得るものである。また、16世

紀代に下がるが、檸味四反地遺跡 4次調査地 SX2出土品も同時代のlThの器形態が知れる資

料として稀少な資料であり注目されるものであろう。

近世

構味高木遺跡 2次調査地 B区 1・ 2号塚は調査が少ない当平野において貴重な資料である。

加えて、調査の充実により、その構造が確認されたことは評価するところである。

以上、時代別に注目される資料を列記した。個々の資料は、いずれも当平野においては初

例であったり、稀少な資料であるものが数多い。遺構では、調査の充実もあり、遺構の構造

が明らかとされるようになってきた。また、多くの遺構検出は、今後の集落構造研究を可能

にする資料数に近づきつつあり、周辺地域の調査と継続的な資料分析が期待されるところで

ある。特に、古墳時代 5世紀後半から6世紀前半の桑原地区の集落動態は、同時代の平野を

対象とする研究において不可欠な資料であり、大いに注目されるところである。

〔文献〕

宮崎泰好  1991 『祝谷六丁場遺跡 I』 松山市教育委員会、松山市立埋蔵文化財センター

森 光晴  1986 「経石山古墳」『愛媛県史 資料編 考古』愛嬢県史編さん委員会

森 光晴他 1972 『三島神社古墳』松山市教育委員会

阪本安光  1979 『束野遺跡埋蔵文化財調査報告書』愛城県教育委員会

西尾幸則  1986 「畑寺竹ヶ谷古墳群」『愛媛県史 資料編 考古』愛媛県史編さん委員会

梅木謙-  1992 『桑原地区の遺跡』lMl松山市生涯学習振興財団埋蔵文化財センター

―- 222 -―



ふ り が な くわばらちくのいせき

垂 名 桑原地区の遺跡 H

副  書  名

巻 次

リ ー ズ 名 松山市文化財調査報告書

シ リーズ番号 第46集

編 著 者 名 栗田正芳・梅木謙―・宮内慎―・山本健―・河野史知・武正良浩 。加島次郎

編 集 機 関 財団法人 松山市生涯学習振興財団埋蔵文化財センター

所  在  地 〒791 松山市南斎院町乙67-6 Te1 0899--23-6363

発 行 年 月 日 西暦 1994年 11月 30日

ふ りが な

所収遺跡名

ふ り が な
所 在 地

コ ー ド 】[湘革 東経

調査期間
調査面積

m2
調査原因

市町村 1遺跡番号

博昧高木

博味高木

2次

3次

し
市
韓
山
わ
松
嘘
県
め
媛
み
味

え
愛
蕩
構

愛媛県松山市

博味

38201 1

38201 1

38201 1

38201 1

33'50′08

33° 50′ 10

33・ 50′07

33=49′41

132:47′ 21'′

13247′ 25″

13247′ 23・

13247′ 23′
′

19910601々―

19910720

19920310^´

19920522

19920901、
19921031
19930801´―

19930930

19930304´―

19930531

1,900

479

936,79

421

宅地開発

宅地開発

宅地開発

宅地開発

構味四反地

2・ 3。 4次

桑原田中 2次

し
市
韓
山
わ
松
叫
県
め
媛
み
味

え
愛
蕩
博

霧握県松山市
桑原

所収遺跡名 飛三  月1 主な時代 主 な 遺 構 主 な 遺 物 特 言己 事 項

檸味高木 2次

博味高木 3次

檸味四反地

2・ 3・ 4次

桑原田中 2次

難
塚

生

墳

世

一
　

生

墳

弥

古

近

一
　

漁

古

堅穴式住居

塚、溝、土援

掘立柱建物

堅穴式住居

溝・土墳

弥生土器、土師器

須恵器、陶器

石器

近世の塚の検出

線刻画土器出土集 落
弥生土器、土師器

須恵器、石器

錦
墓

集 落

生
娯
代

世

弥
古
古

中

掘立柱建物

堅穴式住居

墓・溝・土lPi

掘立柱建物

溝・土羨

弥生土器、土師器

須恵器、石器

弥生時代後期～

古墳時代の集落址

生
墳
剛

弥
古
中．

弥生土器、土師器

須恵器、陶器

石器

中世～近世の

集落址

報告書抄録

- 223 -―



松山市文化財調査報告書 第46集

桑原地区の遺跡 Ⅱ一本文編―

平成 6年 11月 30日   発行

編集 松 山 市 教 育 委 員 会
.   〒790 松山市二番町 4丁 目7-2

TEL(0899)48-6605
発 行  財団法人 松山市生涯学習振興財団

埋蔵 文化財 セ ンター
〒791 松山市南斎院町乙67番地 6
TEL(0899)23-6363

印 刷  明 星 印 刷 工 業 株 式 会 社
〒790 松山市土居田町500
TEL(0899)71-7111


